
Architecture
Housing and Interior

Civil and Urban Design Engineering

九 州 産 業 大 学
建 築 都 市 工 学 部

Y e a r  B o o k
2 0 1 8 - 2 0 1 9



2018 年度イベント一覧

建築都市工学部の紹介

教員紹介と学科の特色

研究室紹介

施設紹介

進路実績紹介と学生寄稿

資格実績紹介と学生寄稿

学生紹介

建築都市工学部長賞

建築学科
住居・インテリア学科
都市デザイン工学科

建築学科
住居・インテリア学科
都市デザイン工学科

建築学科
住居・インテリア学科
都市デザイン工学科

建築学科
住居・インテリア学科
都市デザイン工学科

2

4

6

12

35

36

42

44

6

8

10

12

17

27

36

38

40

44

45

46

47

目次



卒業研究

博士前期課程 2年生の
研究課題および指導教員

建築都市工学部
全国高等学校プロジェクトコンテスト

オープンキャンパス紹介

課外活動紹介

建築学科

住居・インテリア学科

都市デザイン工学科

プロコンについて

総評および各賞コメント

入賞作品紹介
-2018 年度グランプリ　

-2018 年度金賞

-2018 年度銀賞
-2018 年度銅賞

-2018 年度　優秀研究　学生および指導教員コメント
-2018 年度　優秀研究

-2018 年度　設計部門
-2017 年度　設計部門　
-2017,2018 年度　論文部門　優秀作品一覧
-2018 年度　論文部門

-2018 年度　優秀作品一覧
-2018 年度　設計部門
-2017 年度　優秀作品一覧
-2017 年度　設計部門

ABC建築道場
北欧デザイン研究会
九産大野生動植物研究会

90

91

105

108

68

84

91

93

96

108

109

110

48

48

1

目次



原町
バス停

馬寄団地

西門司郵便局

移動：徒歩5分

集合場所：大里南市民センター 2階 会議室１集合場所：大里南市民センター 2階 会議室１

門司駅

門司郵便局

◀至博多

福岡銀行

セブンイレブン

ガソリンスタンド

講師：九州産業大学　福山秀親教授、諫見泰彦准教授、信濃康博准教授

・1階「仕組」基礎部分の構造が見られる仕掛けを施した、構造体験室。
・2階「背景」51C 型に至るまでの、日本の住まいと暮らしの歴史を紹介。
・3階「比較」生活スタイル・間取り・広さ・平均身長等、当時と今を徹底比較。
・4階「展開」現代風にリノベーションした馬寄団地。大胆な発想の空間体験。

「馬寄団地解剖ミュージアム」全 8室を鑑賞移動 徒歩 5分「大里南市民センター」にてセミナー（40 分）

馬寄団地の歴史と現地での発見
51C 型誕生秘話、暮らしの素はこうして生まれた

ダイニングキッチンの誕生と現代の住まい
nLDK の定着が日本の住宅にもたらしたものとは？

4階建ての馬寄団地を、階ごとにテーマを設定して展示空間を作成。

「馬寄団地解剖ミュージアム」
福岡県住宅供給公社 馬寄団地 3 号棟/福岡県北九州市門司区社ノ木1丁目7
1954年/昭和29年 築64年/鉄筋コンクリートラーメン構造4階建/全24室(内8室を解剖展示)
延床面積：993.55㎡ 約300.5坪 /住戸面積：51C型 35.40㎡ 約10.7坪

〒800-0037北九州市門司区原町別院13番27号
電車：JR門司駅から徒歩約15分
バス：原町バス停から徒歩約1分
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催
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ザ
イ
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・

12/14
）

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
灯
り
展
」
at 
九
州
産
業
大
学
美
術
館
（
9/8
〜

10/21
）

九
産
大
建
築
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（
9/23
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九州産業大学  第１回 建築都市工学部
全国高等学校プロジェクトコンテスト

雨をかりる術 雨をかえす術雨水循環をつくる術

蒸散

蒸発

浸透
整雨
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雨を活かす術

飲む

すすぐ

洗う

冷やす

眺める

聴く
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遊ぶ

育む

地域の雨水循環系

グランプリ賞品：１２万円相当 　　　応募締め切り：2018 年 9月 1日

応募作品に対する一次審査通過者を九州産業大学（福岡市）に招待し、
最終プレゼンテーションの結果、グランプリ以下の各賞を決定します。
＊裏面に応募要項

九州産業大学では、1993 年から高校生の設計技術を競う「建築設計競技」を毎年開催してきましたが、
今年からアイデア部門を加え「全国高等学校プロジェクトコンテスト」としてリニューアルしました。

     facebook.com/ksuprocon/

採冷システムの説明図

洗濯での利用例

庭づくりの例

道路・鉄道の例

備蓄雨水の利用例

遊べる雨水タンクのシステム図
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建築学科の取組みや特徴

■経験豊富な講師陣による充実した専門教育
■実践型の教育カリキュラム
■高い就職先の質と就職率
　住宅をはじめ、文化施設、高層ビル、建築遺産、
街、地域、都市環境など、領域が幅広いのが建
築学です。そこで安全性や耐久性を学ぶ「構造・
生産系」、空間の快適性や省エネを学ぶ「環境・
設備系」、デザインや空間の機能性を学ぶ「計画・
歴史系」の 3 つの専門的視点から、体系的にア
プローチします。各分野の考え方や相互の関係
を学修し、建築業界あらゆる分野で輝ける多様
なエンジニアを育成します。

[各系の特徴 ]
■構造・生産系
●ｺﾝｸﾘｰﾄ系構造物の応力伝達機構に関する研究
●鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の安全性に関する研究
●建築災害の低減・防止に関する研究
●建築物の耐震設計・耐震改修に関する研究
■環境・設備系
●生活空間の快適性に関する研究
■計画・歴史系
●まちづくりと都市政策
●居住計画に関する研究
●建築の歴史の研究
●確かな設計能力を身に付ける実践教育

[４年間の学びの流れ ]

建築構造・材料

コンクリート系構造物の
応力伝達機構に関する研究

教授
UCHIDA KAZUHIRO
内田　和弘

教授
NARAHASHI HIDEMORI
楢橋　秀衞

教授
HANAI NOBUAKI
花井　伸明

教授
HITAKA KEIICHIRO
日髙　圭一郎

教授
YAHAGI MASAO
矢作　昌生

准教授
TOMITA HIDEO
冨田　英夫

准教授
FUKAGAWA KENTA
深川　健太

准教授
FUNAKOSHI MASAHIRO
船越　正啓

准教授
KANG WOOJA
姜　優子

研究分野

研究テーマ

自然災害科学・防災学
地震工学・維持管理工学
構造工学・建築構造・材料

建築災害の分析および
被害低減の方策

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート造建物の
安全性に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

景観まちづくり
防災まちづくり

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
建築史・意匠

建築空間に関する研究および
設計活動

研究分野

研究テーマ

建築史・意匠

ドイツ近代建築史

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備

人体の温冷感に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

高齢者居住に関する研究

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

建築の耐震構造に関する研究

研究分野

研究テーマ
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教員紹介　｜　建築学科



建築学科の取組みや特徴

■経験豊富な講師陣による充実した専門教育
■実践型の教育カリキュラム
■高い就職先の質と就職率
　住宅をはじめ、文化施設、高層ビル、建築遺産、
街、地域、都市環境など、領域が幅広いのが建
築学です。そこで安全性や耐久性を学ぶ「構造・
生産系」、空間の快適性や省エネを学ぶ「環境・
設備系」、デザインや空間の機能性を学ぶ「計画・
歴史系」の 3 つの専門的視点から、体系的にア
プローチします。各分野の考え方や相互の関係
を学修し、建築業界あらゆる分野で輝ける多様
なエンジニアを育成します。

[各系の特徴 ]
■構造・生産系
●ｺﾝｸﾘｰﾄ系構造物の応力伝達機構に関する研究
●鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の安全性に関する研究
●建築災害の低減・防止に関する研究
●建築物の耐震設計・耐震改修に関する研究
■環境・設備系
●生活空間の快適性に関する研究
■計画・歴史系
●まちづくりと都市政策
●居住計画に関する研究
●建築の歴史の研究
●確かな設計能力を身に付ける実践教育

[４年間の学びの流れ ]

建築構造・材料

コンクリート系構造物の
応力伝達機構に関する研究

教授
UCHIDA KAZUHIRO
内田　和弘

教授
NARAHASHI HIDEMORI
楢橋　秀衞

教授
HANAI NOBUAKI
花井　伸明

教授
HITAKA KEIICHIRO
日髙　圭一郎

教授
YAHAGI MASAO
矢作　昌生

准教授
TOMITA HIDEO
冨田　英夫

准教授
FUKAGAWA KENTA
深川　健太

准教授
FUNAKOSHI MASAHIRO
船越　正啓

准教授
KANG WOOJA
姜　優子

研究分野

研究テーマ

自然災害科学・防災学
地震工学・維持管理工学
構造工学・建築構造・材料

建築災害の分析および
被害低減の方策

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート造建物の
安全性に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

景観まちづくり
防災まちづくり

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
建築史・意匠

建築空間に関する研究および
設計活動

研究分野

研究テーマ

建築史・意匠

ドイツ近代建築史

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備

人体の温冷感に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

高齢者居住に関する研究

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

建築の耐震構造に関する研究

研究分野

研究テーマ
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建築学科　｜　学科の特色



都市計画・建築計画

高齢者の生活環境及び
各種地域施設計画に関する研究

教授
KAMIWADA SHIGERU
上和田　茂

教授
KITAYAMA HIROKI
北山　広樹

教授
KOIZUMI TAKASHI
小泉　隆

教授
SHIRAKAWA TOSHIO
白川　敏夫

教授
FUKUYAMA HIDECHIKA
福山　秀親

准教授
ISAMI YASUHIKO
諫見　泰彦

准教授
KAGAWA HARUMI
香川　治美

准教授
MATSUNOO YOSHIMI
松野尾　仁美

准教授
SHINANO YASUHIRO
信濃　康博

助教
YOSHIMURA YUKI
吉村　祐樹

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備
都市・建築環境工学

都市・建築における快適環境の
形成とエネルギー有効利用に関
する研究

研究分野

研究テーマ

インテリアデザイン
建築デザイン
建築計画、建築設計

北欧の建築・デザインに関する
研究および空間デザインに関す
る研究と実践

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート構造物の耐久
性とその評価方法に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
デザイン学

商環境デザインに関する研究、
非専用住居（生産を伴う住居）
に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
産業技術教育学

いえづくり教育用の教材開発研
究、市民参画型のまちづくり実
践研究

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備
衣・住生活学
教育工学

快適で健康的な居住環境デザイ
ンのための教育・研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
衣・住生活学
福祉工学

居住地選好及び居住ライフス
タイルに関する研究、福祉住
環境に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

既存ストックの再生・活用・
リノベーションに関する研究

研究分野

研究テーマ

デザイン学

和紙を用いた照明器具の
研究・デザイン・制作

研究分野

研究テーマ
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教員紹介　｜　住居・インテリア学科



都市計画・建築計画

高齢者の生活環境及び
各種地域施設計画に関する研究

教授
KAMIWADA SHIGERU
上和田　茂

教授
KITAYAMA HIROKI
北山　広樹

教授
KOIZUMI TAKASHI
小泉　隆

教授
SHIRAKAWA TOSHIO
白川　敏夫

教授
FUKUYAMA HIDECHIKA
福山　秀親

准教授
ISAMI YASUHIKO
諫見　泰彦

准教授
KAGAWA HARUMI
香川　治美

准教授
MATSUNOO YOSHIMI
松野尾　仁美

准教授
SHINANO YASUHIRO
信濃　康博

助教
YOSHIMURA YUKI
吉村　祐樹

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備
都市・建築環境工学

都市・建築における快適環境の
形成とエネルギー有効利用に関
する研究

研究分野

研究テーマ

インテリアデザイン
建築デザイン
建築計画、建築設計

北欧の建築・デザインに関する
研究および空間デザインに関す
る研究と実践

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート構造物の耐久
性とその評価方法に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
デザイン学

商環境デザインに関する研究、
非専用住居（生産を伴う住居）
に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
産業技術教育学

いえづくり教育用の教材開発研
究、市民参画型のまちづくり実
践研究

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備
衣・住生活学
教育工学

快適で健康的な居住環境デザイ
ンのための教育・研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
衣・住生活学
福祉工学

居住地選好及び居住ライフス
タイルに関する研究、福祉住
環境に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

既存ストックの再生・活用・
リノベーションに関する研究

研究分野

研究テーマ

デザイン学

和紙を用いた照明器具の
研究・デザイン・制作

研究分野

研究テーマ
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住居・インテリア学科　｜　学科の特色



生態学・緑化工学

自然環境の保全・再生・修復
および創出

教授
UCHIDA TAIZO
内田　泰三

教授
HADANO KESAYOSHI
羽田野　袈裟義

教授
HAYASHI YASUHIRO
林　泰弘

教授
MATSUO EIJI
松尾　栄治

教授
MIZUTA YOJI
水田　洋司

教授
YAMASHITA SAMPEI
山下　三平

講師
YAMADA TADASHI
山田　忠

講師
YOKOTA MASAKI
横田　雅紀

研究分野

研究テーマ

水工水理学

密度流の水理、波力エネルギー変換、
堰と水門の水理、液膜式曝気による
貧酸素対策、 理工系数学教育に関す
る研究

研究分野

研究テーマ

地盤工学

発生土
廃棄物の地盤工学的有効利用

研究分野

研究テーマ

土木材料・施工
建設マネジメント
コンクリート構造工学

軽量コンクリート部材の
開発に関する研究など

研究分野

研究テーマ

構造工学・耐震工学

橋梁やタンクの
耐震設計に関する研究

研究分野

研究テーマ

土木環境システム

分散型水管理社会の構築に関す
る研究、陶芸の里の文化的景観
の計画と管理に関する研究

研究分野

研究テーマ

社会システム工学
安全システム
自然災害科学

災害対応及び対策の実証的研究

研究分野

研究テーマ

水工水理学
海岸工学

沿岸域の防災と海域の利用
に関する波や流れの研究

研究分野

研究テーマ

■ 4 つのキーワード
土木工学における基礎知識を学んだ上で，「土

木デザイン」，「都市防災」，「まちづくり」，「環境
緑化」の 分野を軸に実践的能力を身につけ，
安心・安全で美しく，自然に配慮した都市を建
設する能力を有する技術者を育成します。さら
に，都市防災に関する内容や科目の充実と都市
防災専門の教員の配置で，ハード面・ソフト面
から都市防災を学べるカリキュラムを設定して
います。

■学科概要
近年多発する豪雨や巨大地震などへの備え，

年東京オリンピックや 年大阪・関西
万博に向けたさらなる開発，老朽化した施設の
維持管理，少子高齢化社会への対応，自然との
共生，低炭素社会など，今後のわが国の社会基
盤整備に求められる課題はますます多様化して
います。そこで都市デザイン工科では，既述の
ように「土木デザイン」，「まちづくり」，「都市
防災」，「環境緑化」の 分野を軸に，「安心・安
全で美しく，自然に配慮したまち」を計画・設
計・施工するための技術を学修します。
本学科が提供する教育プログラムは，

（日本技術者教育認定機構）の認定を受けてお
ります。これは，本学科の教育プログラムが国
際的に通用するレベルにあることを示し，プロ
グラム修了生には「技術士補」と同等の資格が
授与されます。また，卒業と同時に「 級建築
士・木造建築士」が受験できること，「測量士
補」や「環境再生医初級」の資格を取得できる
ことなども本学科の大きな特徴であり，これら
の資格は，社会での活躍の場をより一層ひろげ
てくれることでしょう。その他，本学科には，
級土木施工管理技士， 級造園施工管理技士，

■ここで学ぶ理由 3 つのポイント
その 住みよい都市を建設する技術者を育成
その 専門分野をいかせる業種への高い就職率
その 大規模災害に備えた都市防災教育の充実

■目指せる資格
技術士（一次試験免除），施工管理技士（ 級の
学科試験は在学時に受験可），環境再生医（登録
申請），測量士補（登録申請），ビオトープ管理士
（一部試験免除），高等学校教諭一種免許状（工
業），二級建築士（受験資格）など

■主な就職先
建設業 大林道路（株），鹿島道路（株），九鉄
工業（株），鉄建建設（株），飛島建設（株），前
田道路（株），松尾建設（株），（株）佐藤渡辺，
（株） ，（株）西鉄グリーン土木，日鉄
住金テックスエンジ（株），ライト工業（株），
（株）富士ピー・エス
建設コンサルタント 三井共同建設コンサルタ
ント（株），（株）オオバ，（株）ダイヤコンサル
タント，西日本技術開発（株），（株）復建技術
コンサルタント
造園業 安藤造園土木（株），木下緑化建設
（株），住友林業緑化（株）
公務員（教員を含む） 国土交通省，東京都，
福岡県，山口県，熊本県，沖縄県
進学 九州産業大学，熊本大学

級管工事施工管理技士， 級ビオトープ管理士
などの技術者資格を，最短で取得できる体系的
なカリキュラムも導入されています（上記の目
指せる資格参照）。
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教員紹介　｜　都市デザイン工学科



生態学・緑化工学

自然環境の保全・再生・修復
および創出

教授
UCHIDA TAIZO
内田　泰三

教授
HADANO KESAYOSHI
羽田野　袈裟義

教授
HAYASHI YASUHIRO
林　泰弘

教授
MATSUO EIJI
松尾　栄治

教授
MIZUTA YOJI
水田　洋司

教授
YAMASHITA SAMPEI
山下　三平

講師
YAMADA TADASHI
山田　忠

講師
YOKOTA MASAKI
横田　雅紀

研究分野

研究テーマ

水工水理学

密度流の水理、波力エネルギー変換、
堰と水門の水理、液膜式曝気による
貧酸素対策、 理工系数学教育に関す
る研究

研究分野

研究テーマ

地盤工学

発生土
廃棄物の地盤工学的有効利用

研究分野

研究テーマ

土木材料・施工
建設マネジメント
コンクリート構造工学

軽量コンクリート部材の
開発に関する研究など

研究分野

研究テーマ

構造工学・耐震工学

橋梁やタンクの
耐震設計に関する研究

研究分野

研究テーマ

土木環境システム

分散型水管理社会の構築に関す
る研究、陶芸の里の文化的景観
の計画と管理に関する研究

研究分野

研究テーマ

社会システム工学
安全システム
自然災害科学

災害対応及び対策の実証的研究

研究分野

研究テーマ

水工水理学
海岸工学

沿岸域の防災と海域の利用
に関する波や流れの研究

研究分野

研究テーマ

■ 4 つのキーワード
土木工学における基礎知識を学んだ上で，「土

木デザイン」，「都市防災」，「まちづくり」，「環境
緑化」の 分野を軸に実践的能力を身につけ，
安心・安全で美しく，自然に配慮した都市を建
設する能力を有する技術者を育成します。さら
に，都市防災に関する内容や科目の充実と都市
防災専門の教員の配置で，ハード面・ソフト面
から都市防災を学べるカリキュラムを設定して
います。

■学科概要
近年多発する豪雨や巨大地震などへの備え，

年東京オリンピックや 年大阪・関西
万博に向けたさらなる開発，老朽化した施設の
維持管理，少子高齢化社会への対応，自然との
共生，低炭素社会など，今後のわが国の社会基
盤整備に求められる課題はますます多様化して
います。そこで都市デザイン工科では，既述の
ように「土木デザイン」，「まちづくり」，「都市
防災」，「環境緑化」の 分野を軸に，「安心・安
全で美しく，自然に配慮したまち」を計画・設
計・施工するための技術を学修します。
本学科が提供する教育プログラムは，

（日本技術者教育認定機構）の認定を受けてお
ります。これは，本学科の教育プログラムが国
際的に通用するレベルにあることを示し，プロ
グラム修了生には「技術士補」と同等の資格が
授与されます。また，卒業と同時に「 級建築
士・木造建築士」が受験できること，「測量士
補」や「環境再生医初級」の資格を取得できる
ことなども本学科の大きな特徴であり，これら
の資格は，社会での活躍の場をより一層ひろげ
てくれることでしょう。その他，本学科には，
級土木施工管理技士， 級造園施工管理技士，

■ここで学ぶ理由 3 つのポイント
その 住みよい都市を建設する技術者を育成
その 専門分野をいかせる業種への高い就職率
その 大規模災害に備えた都市防災教育の充実

■目指せる資格
技術士（一次試験免除），施工管理技士（ 級の
学科試験は在学時に受験可），環境再生医（登録
申請），測量士補（登録申請），ビオトープ管理士
（一部試験免除），高等学校教諭一種免許状（工
業），二級建築士（受験資格）など

■主な就職先
建設業 大林道路（株），鹿島道路（株），九鉄
工業（株），鉄建建設（株），飛島建設（株），前
田道路（株），松尾建設（株），（株）佐藤渡辺，
（株） ，（株）西鉄グリーン土木，日鉄
住金テックスエンジ（株），ライト工業（株），
（株）富士ピー・エス
建設コンサルタント 三井共同建設コンサルタ
ント（株），（株）オオバ，（株）ダイヤコンサル
タント，西日本技術開発（株），（株）復建技術
コンサルタント
造園業 安藤造園土木（株），木下緑化建設
（株），住友林業緑化（株）
公務員（教員を含む） 国土交通省，東京都，
福岡県，山口県，熊本県，沖縄県
進学 九州産業大学，熊本大学

級管工事施工管理技士， 級ビオトープ管理士
などの技術者資格を，最短で取得できる体系的
なカリキュラムも導入されています（上記の目
指せる資格参照）。
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都市デザイン工学科　｜　学科の特色



■内田研究室 

 安全な構造物を作るためには，構造物のことを

もっとよく知る必要があります。内田研究室では，

様々な力を受ける構造物や構造部材の挙動を解

析的に明らかにすることが大きなテーマです。 

 内田研究室では，解析手法として，構造設計に

も利用される構造解析や材料レベルからモデル

化を行う有限要素法解析（FEM 解析）を用いま

す。３年生でゼミ配属になると，有限要素法の勉

強を開始します。ゼミでは毎回，プレゼン形式で

輪講を進めます。４年生になると，研究室会議で，

毎週の研究の進捗状況をプレゼン形式で報告し，

みんなでディスカッションします。内田研究室で

はプレゼンに次ぐプレゼンです。また，３年生歓

迎会に始まり，４年生の卒研の節目節目に，その

他，夏合宿，最終発表会，最終提出，追い出しコ

ンパと，飲み会に次ぐ飲み会です。とても充実し

た２年間を送ることができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■楢橋研究室 

地震防災の研究をしています。耐震建築が建築

物の被害予防を目的とするのに対して、不幸にし

て災害が起きてもできるだけ被害を低減するこ

とが必要で、地震防災にはそうした役割がありま

す。 

地震被害は「ひと」、「もの」、「こと」の上に起

きます。「こと」の被害というのは、人間の活動が

できなくなることです。人間の寸法に比べて建築

物はかなり大きいですが，地震現象とその災害は

比べものにならないほど巨大となることがあり，

「こと」の被害を想像することが難しいので、た

とえ話をします。 

右図は、樹木を上から見たもので、樹状構造と

いわれます。外周の枝の先端部分を地方の町、中

心の幹を首都圏や国と見なし、その間のどこかが

災害で断ち切られたとすると、先端に養分が届か

なくなり衰弱するでしょう。日本の社会は樹状構

造に似た仕組みでできているため、地震に対して

「こと」の被害を起こし易いのです。 

人間の身体が傷を受けたとき、周囲の組織が修

復を助けます。地震のとき、そのような働きが枝

の 先 端 部 分 の

町々に自然に生

まれるにはどう

したら良いでし

ょう。地震防災は

国づくりの問題

でもあります。 

2018夏合宿 

■花井研究室 

鉄筋コンクリート造は，建物のさまざまな構造

種別の中でも主要な構造のひとつです。また，地

震国・日本において，地震に強い建物を造ること

は重要な課題です。花井研究室・コンクリート系

構造ゼミナールでは，鉄筋コンクリート造の建物

について，建物を構成する部材や接合部の加力実

験を通じて，設計法や性能評価方法について研究

しています。 

これらの研究成果は，日本建築学会「鉄筋コン

クリート構造計算規準」といった建物の設計基準

に反映されています。 

また，企業と共同で，鉄筋コンクリート造の建

物の新たな耐震補強工法の開発にも取り組んで

います。 

  

 

■日髙研究室 

日髙研究室は、都市計画を専門とする研究室で

す。1999 年度に開設されました。1999～2006 年

度までの 8 年間は、CAD や CG によるコンピュ

ータ支援によるビジュアライゼーションを主な

研究テーマとし、その活動の中では、景観研究セ

ンターとの連携により、小型 CCD カメラを活用

したシュノーケルカメラシステムの開発等を行

ってきました。 

 その後は、『景観まちづくり』や『防災まちづく

り』をテーマとした都市計画研究を軸にして卒業

論文等の指導を行っています。近年の卒業論文等

では、『景観まちづくり』研究として「景観法制定

前後の景観形成基準の変化に関する研究」「絵に

なる景観の視点場環境に関する研究 -筑後画壇

の描いた風景画を事例として-」等、「防災まちづ

くり」研究として「地域による地震災害予防・減

災活動に関する研究」、天神地区等のエリアマネ

ジメント組織との共同研究として「エリア防災の

推進に関する研究」、「雨水貯留浸透技術を活用し

た分散型水管理による防災まちづくり」等の研究

に取り組んでいます。 
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内田研究室・楢橋研究室研究室紹介　｜　建築学科



■内田研究室 

 安全な構造物を作るためには，構造物のことを

もっとよく知る必要があります。内田研究室では，

様々な力を受ける構造物や構造部材の挙動を解

析的に明らかにすることが大きなテーマです。 

 内田研究室では，解析手法として，構造設計に

も利用される構造解析や材料レベルからモデル

化を行う有限要素法解析（FEM 解析）を用いま

す。３年生でゼミ配属になると，有限要素法の勉

強を開始します。ゼミでは毎回，プレゼン形式で

輪講を進めます。４年生になると，研究室会議で，

毎週の研究の進捗状況をプレゼン形式で報告し，

みんなでディスカッションします。内田研究室で

はプレゼンに次ぐプレゼンです。また，３年生歓

迎会に始まり，４年生の卒研の節目節目に，その

他，夏合宿，最終発表会，最終提出，追い出しコ

ンパと，飲み会に次ぐ飲み会です。とても充実し

た２年間を送ることができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■楢橋研究室 

地震防災の研究をしています。耐震建築が建築

物の被害予防を目的とするのに対して、不幸にし

て災害が起きてもできるだけ被害を低減するこ

とが必要で、地震防災にはそうした役割がありま

す。 

地震被害は「ひと」、「もの」、「こと」の上に起

きます。「こと」の被害というのは、人間の活動が

できなくなることです。人間の寸法に比べて建築

物はかなり大きいですが，地震現象とその災害は

比べものにならないほど巨大となることがあり，

「こと」の被害を想像することが難しいので、た

とえ話をします。 

右図は、樹木を上から見たもので、樹状構造と

いわれます。外周の枝の先端部分を地方の町、中

心の幹を首都圏や国と見なし、その間のどこかが

災害で断ち切られたとすると、先端に養分が届か

なくなり衰弱するでしょう。日本の社会は樹状構

造に似た仕組みでできているため、地震に対して

「こと」の被害を起こし易いのです。 

人間の身体が傷を受けたとき、周囲の組織が修

復を助けます。地震のとき、そのような働きが枝

の 先 端 部 分 の

町々に自然に生

まれるにはどう

したら良いでし

ょう。地震防災は

国づくりの問題

でもあります。 

2018夏合宿 

■花井研究室 

鉄筋コンクリート造は，建物のさまざまな構造

種別の中でも主要な構造のひとつです。また，地

震国・日本において，地震に強い建物を造ること

は重要な課題です。花井研究室・コンクリート系

構造ゼミナールでは，鉄筋コンクリート造の建物

について，建物を構成する部材や接合部の加力実

験を通じて，設計法や性能評価方法について研究

しています。 

これらの研究成果は，日本建築学会「鉄筋コン

クリート構造計算規準」といった建物の設計基準

に反映されています。 

また，企業と共同で，鉄筋コンクリート造の建

物の新たな耐震補強工法の開発にも取り組んで

います。 

  

 

■日髙研究室 

日髙研究室は、都市計画を専門とする研究室で

す。1999 年度に開設されました。1999～2006 年

度までの 8 年間は、CAD や CG によるコンピュ

ータ支援によるビジュアライゼーションを主な

研究テーマとし、その活動の中では、景観研究セ

ンターとの連携により、小型 CCD カメラを活用

したシュノーケルカメラシステムの開発等を行

ってきました。 

 その後は、『景観まちづくり』や『防災まちづく

り』をテーマとした都市計画研究を軸にして卒業

論文等の指導を行っています。近年の卒業論文等

では、『景観まちづくり』研究として「景観法制定

前後の景観形成基準の変化に関する研究」「絵に

なる景観の視点場環境に関する研究 -筑後画壇

の描いた風景画を事例として-」等、「防災まちづ

くり」研究として「地域による地震災害予防・減

災活動に関する研究」、天神地区等のエリアマネ

ジメント組織との共同研究として「エリア防災の

推進に関する研究」、「雨水貯留浸透技術を活用し

た分散型水管理による防災まちづくり」等の研究

に取り組んでいます。 
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花井研究室・日髙研究室 研究室紹介



■矢作研究室 

建築デザイン・設計を専門分野とする研究室で

す。実践教育を主眼としており、課題や研究活動

においても、学生の提案内容が実際の社会でどの

ような意義があるのか、あるいは実現可能である

のか等、意識して指導を行なっています。３年次

のゼミでは、実在する地域を、歴史、経済、都市

計画、人口分布、文化、社会的課題、地域住民の

生活スタイル等、多角的にリサーチして、どのよ

うな建築的な提案が街を活性化したり魅力的に

できるのか、徹底的に議論を行います。一方、建

築家を一人選択して、作品や思想を調べて議論を

行なったり、建築家の住宅作品を 1/50 の精巧な

模型を製作するなかで、その建築家が意図したこ

とを読み解いたり、実践的な修練を行います。 

そのような修練の集大成として行う「卒業設計」

では、学内の評価にとどまらず、「Fukuoka Design 

Review」、「せんだいデザインリーグ卒業設計日本

一決定戦」などの全国規模の大会に出場し、毎年、

優秀な成績を収めています。 

 

2016年 SDL 卒業設計日本一決定戦 日本二位 

■冨田研究室 

冨田英夫研究室（建築歴史ゼミナール）では、

近代の建築・都市理念の地球規模での影響関係に

注目し、つぎの［1］［2］［3］をメインプロジェク

トとして研究しています。 

［1］20 世紀ドイツの建築芸術学校バウハウス

の教師・卒業生たちの地球規模での建築・都市設

計にかんする研究 

［2］中世・近世・近代のドイツ語圏地域におけ

る曲線・曲面を使った建築形態の CG を用いた形

態分析（例えば、ドイツ後期ゴシックの反転曲線

リブの形態やフライ・オットーのグリッド・シェ

ル構造の形態など） 

［3］日本人建築家第一世代（とくに九州出身の

辰野金吾、曽禰達蔵）の建築手法の研究 

［1］バウハウス研究の実績 

 
「マルセル・ブロイヤーの家具」展 

（東京国立近代美術館ほか、2017）建築部門へ

の協力（カタログ執筆、住宅作品選定監修、お

よび配置図兼平面図のトレース） 

■深川研究室 

私の研究室では建築環境工学を専門に研究活

動に取り組んでいます。具体的には、屋内外の環

境について温冷感の観点から研究しています。 

 また、ゼミでは研究活動の一環で、毎年夏季に

シンガポール（写真上）やタイ（写真下）に渡航

し、現地の大学と交流活動を行っています。これ

は、学生時代に少しでも多くの経験をして視野を

広げてほしいと考えたことがきっかけです。参加

した多くの学生はこの体験がきっかけで海外に

より興味を持つようになった様子でした。 

 4年間は長いようであっという間に過ぎていき

ます。そのため、ゼミ生には少しでも多くの経験

ができるよう、何事にも好奇心をもってチャレン

ジしてもらいたいと考えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■船越研究室 

今日の高齢社会の進行に伴い高齢者が誰とど

のように住まうかは重要な課題です。本研究室は、

近居、隣居、同居など親子の居住関係を基軸とし

た高齢者居住について研究を行っている居住計

画研究室です。 

本学科では３年次から１研究室当たり７～８

名の研究室所属となり、同学年から卒業研究の導

入教育をゼミナール形式で行っています。 

 ３年前学期の建築学特論Ⅰでは、建築技術者と

しての眼を養うひとつとして 20 世紀の名建築に

ついて学び、そのまとめとして関心のある建築に

ついて発表・討論を行っています。また、高齢者

居住および建築計画研究のための調査・分析方法

について学んでいます。 

３年次後学期の建築学特論Ⅱでは、日本住宅の

変化・発展および多様化する高齢者居住について

学び、そのまとめとして親子二世帯居住の住宅設

計を行っています。 

 卒業研究は、卒業研究履修生各々が興味・関心

のあるテーマに取り組んでいます。そのため居住

施設、公共施設、福祉施設、福祉政策、都市景観

等々バラエティーに富んでいます。 

 卒業後の進路は、大和ハウス工業(株)、ミサワ

ホーム九州(株)などの住宅メーカーおよび松尾

建設(株)などの建設

会社の設計部などに

就職しています。 

シンガポールにて（ガーデンズバイザベイ） 

タイにて（エメラルド寺院） 
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建築学科　｜　矢作研究室・冨田研究室研究室紹介



■矢作研究室 

建築デザイン・設計を専門分野とする研究室で

す。実践教育を主眼としており、課題や研究活動

においても、学生の提案内容が実際の社会でどの

ような意義があるのか、あるいは実現可能である

のか等、意識して指導を行なっています。３年次

のゼミでは、実在する地域を、歴史、経済、都市

計画、人口分布、文化、社会的課題、地域住民の

生活スタイル等、多角的にリサーチして、どのよ

うな建築的な提案が街を活性化したり魅力的に

できるのか、徹底的に議論を行います。一方、建

築家を一人選択して、作品や思想を調べて議論を

行なったり、建築家の住宅作品を 1/50 の精巧な

模型を製作するなかで、その建築家が意図したこ

とを読み解いたり、実践的な修練を行います。 

そのような修練の集大成として行う「卒業設計」

では、学内の評価にとどまらず、「Fukuoka Design 

Review」、「せんだいデザインリーグ卒業設計日本

一決定戦」などの全国規模の大会に出場し、毎年、

優秀な成績を収めています。 

 

2016年 SDL 卒業設計日本一決定戦 日本二位 

■冨田研究室 

冨田英夫研究室（建築歴史ゼミナール）では、
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［2］中世・近世・近代のドイツ語圏地域におけ

る曲線・曲面を使った建築形態の CG を用いた形

態分析（例えば、ドイツ後期ゴシックの反転曲線

リブの形態やフライ・オットーのグリッド・シェ
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辰野金吾、曽禰達蔵）の建築手法の研究 

［1］バウハウス研究の実績 

 
「マルセル・ブロイヤーの家具」展 
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■船越研究室

今日の高齢社会の進行に伴い高齢者が誰とど

のように住まうかは重要な課題です。本研究室は、

近居、隣居、同居など親子の居住関係を基軸とし

た高齢者居住について研究を行っている居住計

画研究室です。

本学科では３年次から１研究室当たり７～８

名の研究室所属となり、同学年から卒業研究の導

入教育をゼミナール形式で行っています。
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しての眼を養うひとつとして 20 世紀の名建築に

ついて学び、そのまとめとして関心のある建築に

ついて発表・討論を行っています。また、高齢者

居住および建築計画研究のための調査・分析方法

について学んでいます。

３年次後学期の建築学特論Ⅱでは、日本住宅の

変化・発展および多様化する高齢者居住について

学び、そのまとめとして親子二世帯居住の住宅設
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卒業研究は、卒業研究履修生各々が興味・関心

のあるテーマに取り組んでいます。そのため居住

施設、公共施設、福祉施設、福祉政策、都市景観

等々バラエティーに富んでいます。

卒業後の進路は、大和ハウス工業(株)、ミサワ

ホーム九州(株)などの住宅メーカーおよび松尾

建設(株)などの建設

会社の設計部などに

就職しています。

シンガポールにて（ガーデンズバイザベイ）

タイにて（エメラルド寺院）
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■姜研究室 

巨大地震に対して備えるためには，新築建築物

の耐震設計の高度化だけではなく，既存建築物の

耐震性能を評価して適切な対応をすることも重

要な課題となります。耐震構造ゼミナールでは，

新築建築物の耐震設計法，新構法の開発，既存建

築物の補強方法などを研究しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・耐震壁中間梁のせん断強度に関する研究 

・有開口耐震壁の圧力場を考慮した耐力評価式の

提案 

・W-Eco SYSTEM：省資源・長寿命化を目指した

小型 PCaパネル打ち込み型枠構法の開発 

・中村式鉄筋コンクリート造建築の調査・記録お

よび解析 

・デザインの保護を重視した近代建築の耐震補強

の方法と近代遺産の保存活用 

・九州における現存する鋼構造物の資料調査 

 

←門司赤煉瓦プレイスをはじめ，福岡や北九州な

どのまちづくりの活動に参加し，保存・活性化の

お手伝いなどもしています。 

 

北山研究室 

建築環境・設備分野の研究室です。建築や都
市の環境・設備分野が専門の研究室です。快適
でエコな環境形成は現在の大切な命題ですが、
研究室では “Think Globally, Act Locally” を合
言葉に、様々な空間スケールでの快適環境形成
を目指して課題に取り組んでいます（図１参照）。 
卒業研究の紹介 

2018 年度は 17 名の 4 年生が卒業研究に取り
組み、卒業論文が９テーマで設計設計が 1 テー
マでした。ここでは、２つの研究を紹介します。 

「併用空調（放射＋対流）による室内環境調節に

関する研究」では、床冷暖房とエアコンを備えた
6 畳程度の住宅居室を実験室に再現し、それぞ
れを利用した場合と併用した場合の快適性を、
温熱指標である PMV によって評価しました。
オフィスビルでの利用例は多いのですが、住宅
ではまだ少ないので始めた実験です。冬季でエ
アコンと床暖房を併用すれば、エアコンの設定
温度がかなり低めでも快適性を確保できること
がわかりました。次年度は冷房の実験も計画し
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

次に、「学校教室における冷暖房・換気設備の設

置状況と運用時の空気・温熱環境に関する研究」で
は、昨今、急速に進められている小中学校教室
への冷暖房設備導入の実態、実際の使われ方や
室内環境を調査しました。福岡県下の空調設備
導入は他県に比べて進んでいますが、換気設備
の併設や空調時の併用について十分とは言えま
せん。窓や扉を閉めた状態でエアコンを使用す
ると、室内の二酸化炭素濃度は上昇し環境基準
値を大きく超える時間もありました。家庭でも
同じですが、エアコン使用時の換気について、
その必要性が十分に認識されていないようでし
た。空調設備を導入すれば、エネルギー消費の
増加は明らかなので、効果的に使われることが
大切です。今後も調査を行い、課題と対策を教
室の現場へ伝えていきたいと思います。 
卒業後の進路 

研究室の OB、OG は 300 名ほどいますが、
学生の多くは、専門設備工事業（サブコン）や総
合建設業（ゼネコン）を志望します。近年、学内
で校舎や体育館が建設されていますが、そこで
活躍する卒業生の姿をみると、とても嬉しいで
すね。             北山 広樹 

図 1 研究対象のスケールと環境問題 
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言葉に、様々な空間スケールでの快適環境形成
を目指して課題に取り組んでいます（図１参照）。 
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2018 年度は 17 名の 4 年生が卒業研究に取り
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増加は明らかなので、効果的に使われることが
大切です。今後も調査を行い、課題と対策を教
室の現場へ伝えていきたいと思います。 
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研究室の OB、OG は 300 名ほどいますが、
学生の多くは、専門設備工事業（サブコン）や総
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上和田研究室 

はじめに 
私にとって今年度は定年退職を迎える年度で

あり、４年生の卒業設計や３年生の住居・イン
テリア特論の授業を免除していただいたので研
究室活動について書けることがない。そこで、
少し趣向を変えて、本学在籍 42 年の間に各年度
の卒業生と一緒に取り組んできた研究について
コメントさせていただく。 
研究の系譜 −建築計画学− 
 筆者が専攻する学問領域は「建築計画学」で
ある。施設や住宅の計画および設計の手がかり
となる基礎的で合理的な知見を追究する学問で
あり、戦後になって登場し定着した領域である。
今日では建築計画の概念は多岐にわたるが、当
初は、人間の生活と空間との対応関係、空間に
おける人間の生活や行動を解き明かすことを主
目的としていたことから「使われ方研究」と呼
ばれた。その真髄は、研究で得られた知見を実
際の施設や住宅の計画・設計に「目的意識的に
適用」し、それまでのものをさらに改善・改良
することにある。すなわち、ある「目的」を前
提にした計画の「方法」を追究する技術学とい
ってよい。ただし、目的自体を吟味し、その是
非を根源的に問うことも求められ、技術学の範
疇を超える性格も有している。 
研究テーマ 

右図に示すように、筆者が手がけてきた研究
テーマは多岐にわたる。大別すると、「スポーツ
施設」、「高齢者関係」、「住宅関係」、「各種施設
関係」、「町並み、景観関係」の５分野である。
中でも、力を注いできたのは、「スポーツ施設関
係（1970 年代〜1990 年代）」と「高齢者関係（1990
年代〜現在）」であるが、両者は関係なさそうに
みえるが、いずれもその時代と社会が求めた建

築的課題へのチャレンジであった。 
研究のスタンス 

誰しも、設計する際には蓄積された知識や経
験に依存し、また既存建築物を参考にするが、
そこに落とし穴もある。既存のものに隠された
問題点が解消されないまま再生産されかねない
からである。これを避けるには、常に既存のも
のへ批判的な眼を向け、「固定観念からの脱却」
を図ることが求められるし、常に既存のものの
対立軸としての「アンチテーゼ」を意識する必
要がある。また、問題点やその原因はしばしば
隠れていることから、その「盲点を探る」こと
が肝要である。その際に重要な手がかりとなる
のは、以下の３点である。中でも、歴史的分析
が最も重要である。 

① 時代の変化（歴史性） 
② 地域の特質（地域性） 
③ 立場の違い（階層性） 

筆者も、これらの点を考慮して研究を展開し
てきたつもりである。問題点あるいは改善の糸
口や指針は容易に得られるわけではない。調査
や実験を重ね、仮説を立て、それを検証し、し
ばしば直観（ひらめき）にも支えられて得られ
るものであることを肝に銘じるべきである。 

以上、筆者が 42 年間にわたって続けてきた建
築計画研究についてご紹介した。何かの参考に
なれば幸いである。       上和田 茂 

 

白川研究室 

 
担当科目 

住宅構法概論，建築材料，環境構造実習，材料
構造実験など 
研究室の専門分野 

本研究室は，住宅や建物がどのよう作られて
いるか、その仕組みや使用される材料の性能な
どを専門分野としています。研究内容としては，
鉄筋コンクリート構造物の耐久性予測，補修補
強材料の評価，新たな仕上げ材料の開発などを
行っています。 

現在行っている研究の一部について研究の背
景とその内容を紹介します。 

現在、多くの建物が存在し、また、建設されて
います。その一例として、マンションを例に図
１に示します。図１は国土交通省より公表され
ているマンションの新規供給⼾数とストックを
示しています。左の軸が新規供給⼾数を、右の
軸がストックを現しています。昭和三十七年に
建物の区分所有等に関する法律が制定され、平
成⼆十一年までに毎年十万から⼆十万⼾供給さ
れ、六百万⼾弱のマンションのストックがあり
ます。 

図 2 は総務省統計局より公表されている日本
の人口推移と将来人口です。日本の人口は、2008
年をピークに減少し始めており、2100 には 2008
年の約半分の 6000 万人になると予想されてい
ます。 

以上のように、毎年マンションのストックが
増える一方、人口は減少しているのが現状です。
人口が減るのですから、今後新規供給⼾数は減
ってくることは容易に予測されますが、既に建
設されたマンションは維持管理し、⻑く使用す
ることが必要となってきます。 

国土交通省より公表されている建築土木分野
で使用される工事額の推移によりますと、現在
五十五兆円程度が建設工事に使用されています
が、28％が維持修繕工事に使用され、その割合
は年々増えてきています。 

維持修繕工事を行うには、建築物の骨組み部
分の劣化程度（耐久性）を診断することが必要
となってきます。 

以上の事を背景に、研究室では非破壊で建物
の劣化状況を判断することができる「表面吸水
試験装置」を新たに開発し、その有用性を検証
しています。 

一般に、建物を診断する場合、建物の一部を
壊して、劣化状況を判断するのですが、この装
置は、非破壊で建物の劣化状況を判断すること
ができる装置です。 

白川 敏夫 
 

 
図１ マンションの新規供給⼾数とストックの推移 

 
図 2 日本の総人口推移 
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上和田研究室 
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テリア特論の授業を免除していただいたので研
究室活動について書けることがない。そこで、
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となる基礎的で合理的な知見を追究する学問で
あり、戦後になって登場し定着した領域である。
今日では建築計画の概念は多岐にわたるが、当
初は、人間の生活と空間との対応関係、空間に
おける人間の生活や行動を解き明かすことを主
目的としていたことから「使われ方研究」と呼
ばれた。その真髄は、研究で得られた知見を実
際の施設や住宅の計画・設計に「目的意識的に
適用」し、それまでのものをさらに改善・改良
することにある。すなわち、ある「目的」を前
提にした計画の「方法」を追究する技術学とい
ってよい。ただし、目的自体を吟味し、その是
非を根源的に問うことも求められ、技術学の範
疇を超える性格も有している。 
研究テーマ 

右図に示すように、筆者が手がけてきた研究
テーマは多岐にわたる。大別すると、「スポーツ
施設」、「高齢者関係」、「住宅関係」、「各種施設
関係」、「町並み、景観関係」の５分野である。
中でも、力を注いできたのは、「スポーツ施設関
係（1970 年代〜1990 年代）」と「高齢者関係（1990
年代〜現在）」であるが、両者は関係なさそうに
みえるが、いずれもその時代と社会が求めた建

築的課題へのチャレンジであった。 
研究のスタンス 

誰しも、設計する際には蓄積された知識や経
験に依存し、また既存建築物を参考にするが、
そこに落とし穴もある。既存のものに隠された
問題点が解消されないまま再生産されかねない
からである。これを避けるには、常に既存のも
のへ批判的な眼を向け、「固定観念からの脱却」
を図ることが求められるし、常に既存のものの
対立軸としての「アンチテーゼ」を意識する必
要がある。また、問題点やその原因はしばしば
隠れていることから、その「盲点を探る」こと
が肝要である。その際に重要な手がかりとなる
のは、以下の３点である。中でも、歴史的分析
が最も重要である。 

① 時代の変化（歴史性） 
② 地域の特質（地域性） 
③ 立場の違い（階層性） 

筆者も、これらの点を考慮して研究を展開し
てきたつもりである。問題点あるいは改善の糸
口や指針は容易に得られるわけではない。調査
や実験を重ね、仮説を立て、それを検証し、し
ばしば直観（ひらめき）にも支えられて得られ
るものであることを肝に銘じるべきである。 

以上、筆者が 42 年間にわたって続けてきた建
築計画研究についてご紹介した。何かの参考に
なれば幸いである。       上和田 茂 

 

⽩川研究室紹介 
 
担当科⽬ 

住宅構法概論，建築材料，環境構造実習，材料
構造実験など 
研究室の専⾨分野 

本研究室は、住宅や建物がどのよう作られて

いるか、その仕組みや使⽤される材料の性能な
どを専⾨分野としています。研究内容としては，
鉄筋コンクリート構造物の耐久性予測，補修補
強材料の評価，新たな仕上げ材料の開発などを
⾏っています。 

現在⾏っている研究の⼀部について研究の背

景とその内容を紹介します。 
現在、多くの建物が存在し、また、建設されて

います。その⼀例として、マンションを例に図
１に⽰します。図１は国⼟交通省より公表され
ているマンションの新規供給⼾数とストックを
⽰しています。左の軸が新規供給⼾数を、右の

軸がストックを現しています。昭和三⼗七年に
建物の区分所有等に関する法律が制定され、平
成⼆⼗⼀年までに毎年⼗万から⼆⼗万⼾供給さ
れ、六百万⼾弱のマンションのストックがあり
ます。 

図 2 は総務省統計局より公表されている⽇本

の⼈⼝推移と将来⼈⼝です。⽇本の⼈⼝は、2008
年をピークに減少し始めており、2100 年には
2008 年の約半分の 6000 万⼈になると予想され
ています。 

以上のように、毎年マンションのストックが
増える⼀⽅、⼈⼝は減少しているのが現状です。

⼈⼝が減るのですから、今後新規供給⼾数は減
ってくることは容易に予測されますが、既に建
設されたマンションは維持管理し、⻑く使⽤す
ることが必要となってきます。 

国⼟交通省より公表されている建築⼟⽊分野

で使⽤される⼯事額の推移によりますと、現在

五⼗五兆円程度が建設⼯事に使⽤されています
が、28％が維持修繕⼯事に使⽤され、その割合
は年々増えてきています。 

維持修繕⼯事を⾏うには、建築物の⾻組み部
分の劣化程度（耐久性）を診断することが必要
となってきます。 

以上の事を背景に、研究室では⾮破壊で建物
の劣化状況を判断することができる「表⾯吸⽔
試験装置」を新たに開発し、その有⽤性を検証
しています。 

⼀般に、建物を診断する場合、建物の⼀部を
壊して、劣化状況を判断するのですが、この装

置は、⾮破壊で建物の劣化状況を判断すること
ができる装置です。 

 

 

図１ マンションの新規供給⼾数と 

ストックの推移 

 
図 2 ⽇本の総⼈⼝推移 
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諫見研究室 

地域貢献実践ゼミナールの概要 
地域貢献実践ゼミナール（諫見研究室）は、

福岡県岡垣町や佐賀県基山町等から委託され
「住⺠参画型のまちづくり実践研究」を、三好
不動産やハウスメイト、レオパレス 21 等と連携
して「いえづくり教育用の教材開発研究」を実
施しています。また林野庁新たな木材需要創出
総合事業や日本建築学会子ども教育支援建築会
議等、大学間の共同研究にも参画しています。 
 
住⺠参画型のまちづくり実践研究の事例 

佐賀県基山町では、空き家問題の対策とまち
づくりの検討に携わっています。空き家は適切
に管理されずに放置されると、老朽化による倒
壊、雑草や樹木の繁殖、不法侵入等の問題が発
生し、周辺に悪影響を及ぼす懸念があります。
基山町移住体験リノベモデル事業は、福岡市や
久留米市の近郊という地理的優位を活かした移
住促進をまちづくり施策とする基山町が、居住
可能な空き家を遊休資源として、リノベーショ
ンによる移住体験住宅の整備を行うものです。 

この事業では消防団格納庫兼集会所（写真１）
への提案が課されましたが、基山町への移住を 
検討している単身者や子育て世代が、閑静な環 
 

 

 
 
境と福岡市や久留米市への近接性を実感でき、
集会所が持つ雰囲気や特性を活かした設計を、
住⺠の参画を得て実現することができました。 
 
いえづくり教育用の教材開発研究の事例 

三好不動産とのスマイルデザインプロジェク
トでは、学生の設計作品の実現を前提としたマ
ンションリノベーションに取り組んでいます。 

福岡市では空室を埋めるために、少ない需要
にどのような対策を講じるかが課題となってい
ます。単身者向けのマンションが比較的多く、
若い世代の入居率が高い福岡市において、その
世代が共感するリノベーションを求めれば、学
生の設計という発想に至ります。不動産事業者
には物件所有者に負担をかけず、学生の斬新な
リノベーション設計を提供でき、大学には学生
がテーマ設定から設計、現場での工事監理まで
の実務に携わる、生きた住居・インテリア教育
を実践できる産学相互のメリットがあります。 

卒業設計「住む人の日常をつくる不満レスな
部屋づくり」（写真２）は、日本インテリア学会
全国大会において最優秀作品賞を受賞しました。 

諫見 泰彦 
  URL http://isami.biz/ イサケン［検索］ 

 

 
写真１ 消防団格納庫兼集会所の踏査（佐賀県基山町） 写真２ 不満レスな部屋づくりの実現（三好不動産） 

小泉研究室

　インテリア・住宅・建築などを対象とした空
間デザインに関する研究とその実践活動を主た
る専門とする研究室です。近年は、北欧の建築
やデザインの研究に力を入れています。また自
然光や人工光による空間演出の研究は、昔から
継続して行ってきているものです。
　研究室では、学生が自主的に熱意をもって研
究・実践活動を行える環境を目指し、自分の作品・
研究・主張等を発表することの大切さやその技
術なども学んでもらいたいと考えています。

［学生の活動］
（１）2018 年度「卒業研究論文」の題目一例　
・デンマークと北欧諸国のペンダント型照明器
具の系譜に関する研究　　　　　
・北欧を中心としたデザイナーらによる照明に
関する言説の分類整理　　　　　　
・異なる着座形式における携帯端末機器使用時
の姿勢と身体的負荷　
・高さの異なるキッチンにおける調理および洗
い物作業時の使いやすさと身体的負荷　　　　

（２）2018 年度「卒業研究設計」の題目一例　
・「組手」を用いたサイドテーブルの提案～組み
立てを楽しみ、学ぶこと～
・川と人をつなぐ　～北九州市黒川の川辺にお
ける親水空間の設計～

［小泉の活動］
（１）北欧の建築・デザインに関する書籍の出版
　近年は、北欧の建築・デザインの調査研究を
基に、それらをまとめた書籍づくりに力を入れ

ています。最近出版した書籍は下記になります。
・『アルヴァ・アールトの建築　エレメント＆ディ
テール』 単著 （学芸出版社、2018 年）
・『北欧モダンチャーチ & チャペル 聖なる光と
祈りの空間 (World Architecture) 』単著 （バナ
ナブックス、2017 年）
（２）「デンマークの灯り展」 　
　　  －照明デザインから見る灯りの文化－　　  
　　  2018/9/8―10/21　九州産業大学美術館
　デンマークの灯りの文化や、照明器具を形作っ
ている思想、歴史、構造などにスポットをあて
た展覧会を大学美術館との共同で行いました。
　北欧デザイン研究会及び有志学生には、展示
計画や照明の模型製作に協力してもらいました。
また次の関連トークイベントやワークショップ
も開催しました。
・9/21「デンマークの老舗照明メーカー　灯り
の伝統と革新」伊藤佐知子（ルイスポールセン）、
小西亜希子（レ・クリント）
・9/28「北欧と日本の灯りの文化」島崎信（武
蔵野美術大学名誉教授）
・10/5「北国の自然光と灯りの文化」　遠藤香織
（Kaori Endo Lighting Design）
・10/13、14「プリーツ折り体験ワークショップ
～レ・クリント社のミニシェード型小物入れづ
くり～」講師：吉村祐樹（本学住居・インテリ
ア学科）
　尚、この「デンマークの灯り展」の企画を拡
張して、フィンランド、スウェーデンなどの事
例も加えた「北欧の灯り展」を新宿のリビング
センター OZONE で 2019 年７月に開催します。

小泉 隆 

▲最近、出版した書籍 ▲デンマークの灯り展、会場風景20
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諫見研究室 

地域貢献実践ゼミナールの概要 
地域貢献実践ゼミナール（諫見研究室）は、

福岡県岡垣町や佐賀県基山町等から委託され
「住⺠参画型のまちづくり実践研究」を、三好
不動産やハウスメイト、レオパレス 21 等と連携
して「いえづくり教育用の教材開発研究」を実
施しています。また林野庁新たな木材需要創出
総合事業や日本建築学会子ども教育支援建築会
議等、大学間の共同研究にも参画しています。 
 
住⺠参画型のまちづくり実践研究の事例 

佐賀県基山町では、空き家問題の対策とまち
づくりの検討に携わっています。空き家は適切
に管理されずに放置されると、老朽化による倒
壊、雑草や樹木の繁殖、不法侵入等の問題が発
生し、周辺に悪影響を及ぼす懸念があります。
基山町移住体験リノベモデル事業は、福岡市や
久留米市の近郊という地理的優位を活かした移
住促進をまちづくり施策とする基山町が、居住
可能な空き家を遊休資源として、リノベーショ
ンによる移住体験住宅の整備を行うものです。 

この事業では消防団格納庫兼集会所（写真１）
への提案が課されましたが、基山町への移住を 
検討している単身者や子育て世代が、閑静な環 
 

 

 
 
境と福岡市や久留米市への近接性を実感でき、
集会所が持つ雰囲気や特性を活かした設計を、
住⺠の参画を得て実現することができました。 
 
いえづくり教育用の教材開発研究の事例 

三好不動産とのスマイルデザインプロジェク
トでは、学生の設計作品の実現を前提としたマ
ンションリノベーションに取り組んでいます。 

福岡市では空室を埋めるために、少ない需要
にどのような対策を講じるかが課題となってい
ます。単身者向けのマンションが比較的多く、
若い世代の入居率が高い福岡市において、その
世代が共感するリノベーションを求めれば、学
生の設計という発想に至ります。不動産事業者
には物件所有者に負担をかけず、学生の斬新な
リノベーション設計を提供でき、大学には学生
がテーマ設定から設計、現場での工事監理まで
の実務に携わる、生きた住居・インテリア教育
を実践できる産学相互のメリットがあります。 

卒業設計「住む人の日常をつくる不満レスな
部屋づくり」（写真２）は、日本インテリア学会
全国大会において最優秀作品賞を受賞しました。 

諫見 泰彦 
  URL http://isami.biz/ イサケン［検索］ 

 

 
写真１ 消防団格納庫兼集会所の踏査（佐賀県基山町） 写真２ 不満レスな部屋づくりの実現（三好不動産） 

小泉研究室

　インテリア・住宅・建築などを対象とした空
間デザインに関する研究とその実践活動を主た
る専門とする研究室です。近年は、北欧の建築
やデザインの研究に力を入れています。また自
然光や人工光による空間演出の研究は、昔から
継続して行ってきているものです。
　研究室では、学生が自主的に熱意をもって研
究・実践活動を行える環境を目指し、自分の作品・
研究・主張等を発表することの大切さやその技
術なども学んでもらいたいと考えています。

［学生の活動］
（１）2018 年度「卒業研究論文」の題目一例　
・デンマークと北欧諸国のペンダント型照明器
具の系譜に関する研究　　　　　
・北欧を中心としたデザイナーらによる照明に
関する言説の分類整理　　　　　　
・異なる着座形式における携帯端末機器使用時
の姿勢と身体的負荷　
・高さの異なるキッチンにおける調理および洗
い物作業時の使いやすさと身体的負荷　　　　

（２）2018 年度「卒業研究設計」の題目一例　
・「組手」を用いたサイドテーブルの提案～組み
立てを楽しみ、学ぶこと～
・川と人をつなぐ　～北九州市黒川の川辺にお
ける親水空間の設計～

［小泉の活動］
（１）北欧の建築・デザインに関する書籍の出版
　近年は、北欧の建築・デザインの調査研究を
基に、それらをまとめた書籍づくりに力を入れ

ています。最近出版した書籍は下記になります。
・『アルヴァ・アールトの建築　エレメント＆ディ
テール』 単著 （学芸出版社、2018 年）
・『北欧モダンチャーチ & チャペル 聖なる光と
祈りの空間 (World Architecture) 』単著 （バナ
ナブックス、2017 年）
（２）「デンマークの灯り展」 　
　　  －照明デザインから見る灯りの文化－　　  
　　  2018/9/8―10/21　九州産業大学美術館
　デンマークの灯りの文化や、照明器具を形作っ
ている思想、歴史、構造などにスポットをあて
た展覧会を大学美術館との共同で行いました。
　北欧デザイン研究会及び有志学生には、展示
計画や照明の模型製作に協力してもらいました。
また次の関連トークイベントやワークショップ
も開催しました。
・9/21「デンマークの老舗照明メーカー　灯り
の伝統と革新」伊藤佐知子（ルイスポールセン）、
小西亜希子（レ・クリント）
・9/28「北欧と日本の灯りの文化」島崎信（武
蔵野美術大学名誉教授）
・10/5「北国の自然光と灯りの文化」　遠藤香織
（Kaori Endo Lighting Design）
・10/13、14「プリーツ折り体験ワークショップ
～レ・クリント社のミニシェード型小物入れづ
くり～」講師：吉村祐樹（本学住居・インテリ
ア学科）
　尚、この「デンマークの灯り展」の企画を拡
張して、フィンランド、スウェーデンなどの事
例も加えた「北欧の灯り展」を新宿のリビング
センター OZONE で 2019 年７月に開催します。

小泉 隆 

▲最近、出版した書籍 ▲デンマークの灯り展、会場風景 21
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住居・インテリア学科　｜　福山研究室研究室紹介
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香川研究室

居住環境デザインゼミナール
本ゼミナールでは，建築環境・設備工学の視

点に基づいて，ICT（情報通信技術）も利活用し
つつ，居住環境の構成要素をハカ（測・量・図・
計）って確かめながら「快適で健康的に住むこ
と」について研究しています。
私たちが居る住環境，即ち居住環境のうち住

居・インテリア空間を，五感を研ぎ澄ませてよ
く見てみると，壁，窓，天井，床，収納，熱，水
分，空気，音，色，光，匂い，在室者，着衣，植
栽，外界気象といった物理的要素に加え，体温，
発汗，心拍，代謝といった生活者の生理的要素，
そして生活者の期待や不満の気持ちという心理
的要素，目に見えるものから見えないものまで，
数多くの要素が組み合わさって居住環境は構成
されていることに気づきます。
住まい手の住環境に対する感じ方は，その構

成要素の組み合わせによって変わります。住ま
い手の年齢や性別，体調によっても異なり，そ
の感じ方は多様で，時々刻々と動的に変化して
います。そもそも居住環境は，そこで過ごす住
まい手が主体なので，住まい手が快適で健康的
に暮らせる空間が「いい居住環境」です。
ということは，「いい居住環境」をかたちづく

るためには，住まい手の気持ちを第一に考慮し
つつ，科学の知識を用いて，居住環境をデザイ
ンする必要があるのではないでしょうか。
その方法とは，まず住まい手を取り囲む居住

環境の構成要素のうち住まい手の快適性や健康
に大きく影響しそうな要素を選び調査，実測，
実験したりヒアリングしたりして居住環境にひ
そむ課題を特定する，次に住まい手の快適性や
健康に大きく影響する要素の組み合わせを数式
で可視化する，そして課題に対する解決策を提

案し数式を使ってシミュレートする，最後にそ
の解決策を実装・検証して住まい手にその成果
をわかりやすく伝え住まい手の評価を受ける，
であり，この一連の取組を，快適で健康的な居
住環境デザインと考えています。
「いい居住環境で快適で健康的に過ごしたい」

という願いは世界共通です。技術発展が進み情
報化が進んだ社会で，私たち一人一人が各々の
日常生活にもっと興味を持ち，住リテラシーを
養い，丁寧に憧れの生活を思い描けば，「いい居
住環境への願い」はもっと高度化するでしょう。
これから未来は，人工的な設備に加え，太陽の
光や熱，風といった自然エネルギーを利活用す
るパッシブデザインも「いい居住環境」を構成
する標準的な要素となるでしょう。当然のこと
ながら住まい手の「住まい方」も居住環境を構
成する重要な要素であり，例えば，住まい手の
快適性や健康を向上させる活動を促進するアク
ティブデザイン１）もその一つです。
住まい手の理想の居住環境をめざす課題を，

真摯かつ適切に現実的に解決し，わかりやすく
説明できることが，専門家としての役割であり，
腕のみせどころなのではないでしょうか。

               香川 治美

参考文献１）https://centerforactivedesign.org/

図 居住環境デザインの考え方
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分析

吉村研究室 

 吉村研究室（以下、吉研とする）では、主に
空間に関わるモノ（家具や照明など）について
研究・設計・制作を行っています。モノ（プロ
ダクト）について学べる学部・学科としては、
九州産業大学芸術学部生活環境デザイン学科が
あります。家具・家電や生活雑貨、自動車など
の製品デザインを中心に学ぶことができます。
吉研が所属する建築都市工学部住居・インテリ
ア学科では、主に、建築の中でも住宅やインテ
リア空間の意匠・環境・構造の設計・施工につ
いて学んでいます。そのような環境の中で吉研
は家具や照明、照明器具について研究していま
す。ゼミ生たちには、「住居やインテリアの空間
づくりを学んでいるからこそ、生み出せる家具
や照明器具があるはずだ」と問いかけながら活
動しています。 
 これから、吉研の活動内容についてご紹介し
ます。主に以下の内容を実施しています。 
① 卒業研究 
② 福岡・大川家具工業会と連携した家具開発 

（プロジェクト型教育） 
③ 和紙を使った灯りの制作と作品出展 
④ キッチン・椅子の人間工学的研究 
いくつかの内容について詳細をご紹介します。 
【卒業研究について】 
 平成３０年度は２名の学生が共同でコミュニ
ティカフェの中に「コミュニケーションを誘発
する家具」を設計・制作しました。６角形を３
つ組み合わせたテーブルで、一般的な四角いテ
ーブルに比べ角度がつくことでお互いの視線が
交わり会話がしやすく、またテーブルの組み合
わせ次第で数名から１０名程度までに対応でき
るようになっています。設計・制作した家具は
これから実際にカフェで使用します。（写真１） 

写真１ 卒業設計作品(設計者：平川・宮原) 
【プロジェクト型教育について】 
 協同組合福岡・大川家具工業会との産学連携
および生活環境デザイン学科との学部間連携の
活動は、2018 年で４年を迎え、様々な家具・雑
貨の企画開発をしてきました。試作品は学外に
て展示会を開催し、合わせて展示計画も行って
います。（写真２）プロジェクトに関わることで
家具業界への理解を深め、平成３０年度は、２
名が家具製造関連企業への就職が決まりました。 

写真２ 成果品の展示風景（大川春の木工祭り） 

 以上、一部ではありますが吉村研究室の活動
について紹介しました。家具設計に興味のある
方は、ぜひ芸術学部や吉村研究室を訪ねてくだ
さい。今回ご紹介できませんでしたが、私は、
和紙職人の経験があります。和紙に興味がある
方もぜひご連絡ください。よろしくお願い申し
上げます。                      

吉村 祐樹 
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香川研究室 

居住環境デザインゼミナール 
本ゼミナールでは，建築環境・設備工学の視

点に基づいて，ICT（情報通信技術）も利活用し
つつ，居住環境の構成要素をハカ（測・量・図・
計）って確かめながら「快適で健康的に住むこ
と」について研究しています。 
私たちが居る住環境，即ち居住環境のうち住

居・インテリア空間を，五感を研ぎ澄ませてよ
く見てみると，壁，窓，天井，床，収納，熱，水
分，空気，音，色，光，匂い，在室者，着衣，植
栽，外界気象といった物理的要素に加え，体温，
発汗，心拍，代謝といった生活者の生理的要素，
そして生活者の期待や不満の気持ちという心理
的要素，目に見えるものから見えないものまで，
数多くの要素が組み合わさって居住環境は構成
されていることに気づきます。 
住まい手の住環境に対する感じ方は，その構

成要素の組み合わせによって変わります。住ま
い手の年齢や性別，体調によっても異なり，そ
の感じ方は多様で，時々刻々と動的に変化して
います。そもそも居住環境は，そこで過ごす住
まい手が主体なので，住まい手が快適で健康的
に暮らせる空間が「いい居住環境」です。 
ということは，「いい居住環境」をかたちづく

るためには，住まい手の気持ちを第一に考慮し
つつ，科学の知識を用いて，居住環境をデザイ
ンする必要があるのではないでしょうか。 
その方法とは，まず住まい手を取り囲む居住

環境の構成要素のうち住まい手の快適性や健康
に大きく影響しそうな要素を選び調査，実測，
実験したりヒアリングしたりして居住環境にひ
そむ課題を特定する，次に住まい手の快適性や
健康に大きく影響する要素の組み合わせを数式
で可視化する，そして課題に対する解決策を提

案し数式を使ってシミュレートする，最後にそ
の解決策を実装・検証して住まい手にその成果
をわかりやすく伝え住まい手の評価を受ける，
であり，この一連の取組を，快適で健康的な居
住環境デザインと考えています。 
「いい居住環境で快適で健康的に過ごしたい」

という願いは世界共通です。技術発展が進み情
報化が進んだ社会で，私たち一人一人が各々の
日常生活にもっと興味を持ち，住リテラシーを
養い，丁寧に憧れの生活を思い描けば，「いい居
住環境への願い」はもっと高度化するでしょう。
これから未来は，人工的な設備に加え，太陽の
光や熱，風といった自然エネルギーを利活用す
るパッシブデザインも「いい居住環境」を構成
する標準的な要素となるでしょう。当然のこと
ながら住まい手の「住まい方」も居住環境を構
成する重要な要素であり，例えば，住まい手の
快適性や健康を向上させる活動を促進するアク
ティブデザイン１）もその一つです。 
住まい手の理想の居住環境をめざす課題を，

真摯かつ適切に現実的に解決し，わかりやすく
説明できることが，専門家としての役割であり，
腕のみせどころなのではないでしょうか。 

               香川 治美 
 

参考文献１）https://centerforactivedesign.org/ 

 
図 居住環境デザインの考え方 
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分析

吉村研究室 

 吉村研究室（以下、吉研とする）では、主に
空間に関わるモノ（家具や照明など）について
研究・設計・制作を行っています。モノ（プロ
ダクト）について学べる学部・学科としては、
九州産業大学芸術学部生活環境デザイン学科が
あります。家具・家電や生活雑貨、自動車など
の製品デザインを中心に学ぶことができます。
吉研が所属する建築都市工学部住居・インテリ
ア学科では、主に、建築の中でも住宅やインテ
リア空間の意匠・環境・構造の設計・施工につ
いて学んでいます。そのような環境の中で吉研
は家具や照明、照明器具について研究していま
す。ゼミ生たちには、「住居やインテリアの空間
づくりを学んでいるからこそ、生み出せる家具
や照明器具があるはずだ」と問いかけながら活
動しています。 
 これから、吉研の活動内容についてご紹介し
ます。主に以下の内容を実施しています。 
① 卒業研究 
② 福岡・大川家具工業会と連携した家具開発 

（プロジェクト型教育） 
③ 和紙を使った灯りの制作と作品出展 
④ キッチン・椅子の人間工学的研究 
いくつかの内容について詳細をご紹介します。 
【卒業研究について】 
 平成３０年度は２名の学生が共同でコミュニ
ティカフェの中に「コミュニケーションを誘発
する家具」を設計・制作しました。６角形を３
つ組み合わせたテーブルで、一般的な四角いテ
ーブルに比べ角度がつくことでお互いの視線が
交わり会話がしやすく、またテーブルの組み合
わせ次第で数名から１０名程度までに対応でき
るようになっています。設計・制作した家具は
これから実際にカフェで使用します。（写真１） 

写真１ 卒業設計作品(設計者：平川・宮原) 
【プロジェクト型教育について】 
 協同組合福岡・大川家具工業会との産学連携
および生活環境デザイン学科との学部間連携の
活動は、2018 年で４年を迎え、様々な家具・雑
貨の企画開発をしてきました。試作品は学外に
て展示会を開催し、合わせて展示計画も行って
います。（写真２）プロジェクトに関わることで
家具業界への理解を深め、平成３０年度は、２
名が家具製造関連企業への就職が決まりました。 

写真２ 成果品の展示風景（大川春の木工祭り） 

 以上、一部ではありますが吉村研究室の活動
について紹介しました。家具設計に興味のある
方は、ぜひ芸術学部や吉村研究室を訪ねてくだ
さい。今回ご紹介できませんでしたが、私は、
和紙職人の経験があります。和紙に興味がある
方もぜひご連絡ください。よろしくお願い申し
上げます。                      

吉村 祐樹 
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など 

など 

内⽥研究室 
■研究⽅針 

Conserve to Preserve! 都市および農村の持続的

発展には，開発のみでなく⾃然環境との共⽣が不

可⽋です。本研究室では，⾃然環境の保護・保全・

再⽣・修復・創出に資する⼿法について，動植物

の⽣理⽣態から研究を⾏っています。 

キーワード：都市緑化・治⼭緑化・環境保全・ 

⽣物多様性 

 

 

 

 

 

 

 

■卒業論⽂課題 
・特定外来⽣物ナルトサワギクの⽣理⽣態 

・アルゼンチンアリのホスト樹選択の解明 

・1九州⼀級河川への外来植物の侵⼊状況と今後

のの拡⼤予測 

・桜島崩壊斜⾯のイネ科牧草類による治⼭緑化 

・放棄インフラへの動植物の侵⼊実態 

・阿蘇荻岳における草原性植物，特に絶滅危惧種 

・の分布と保全 

・都市の⽣物多様性保全における街路樹の役割 

 

 
 
 
 
 

 

 

■研究室の活動 
（1）地域交流 

・唐原川のいきもの観察会（福岡市・新宮町） 

・プールのいきものたち（⽴花⼩・勝⾺⼩） 

・オグラコウホネプロジェクト（新宮町） 

・和⽩⼲潟の植物たち（和⽩⼲潟を守る会） 

・⽴花⼭写真展（⾹椎下原公⺠館）    

 

 
                         
 
 
 
 
 
 
（2）調査の様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 

遠賀川での刈取り試験区の設定を終えて 

 

 
 
 
 
 
 
 
⼟壌分析のための不撹乱⼟の採取 

信濃研究室 

研究テーマ：既存ストックの再生・活用・リノ
ベーションについて 
 研究のテーマの主軸は、今世紀に入り始まっ
た“リノベーション現象“を手がかりに、既存ス
トックをいかに再生・活用することにより、私
達が育ててもらった”まち“を次世代に引き継ぐ
ことができるのかです。そのためには、これか
らの時代がどうなるのかを予測し、どのように
対応していけば自分の住んでいるまちを維持で
きるのかを学んでいく必要があります。 
時代はどこへ向かっているのか 
＜人口減少、高齢化、少子化＞ 2008 年頃を
頂点として日本の総人口は減少局面に移行しま
した。急激に高齢化が進み、なかなか少子化は
改善されません。 
＜空き家急増、建築ストック時代＞ 本格的な
空き家対策が進まない現状では空き家は増加す
る⼀⽅です。高度経済成⻑期の建物が⼤量に空
き家となる建築ストック時代に突入しています。
これからは再生・活用・リノベーションの時代
です。これらの技術を確立する必要があります。 
＜都市の消滅可能性＞人口が減少する時代に突
入し、都市の消滅可能性や自治体の財政破綻も
現実味をおびた社会問題として認識しなければ
ならなくなってきています。 
----------------------------------------------------- 

― 研究室について ― 
 研究室には個性豊かな学生諸君が所属し、自
らの研究成果や感性を活かして自由な作品づく
りに取り組んでいます。学内の活動だけでなく、
実際にリノベーションに挑戦したり、まちづく
りや建物再生の現場を見学し、第⼀線で活躍す
る実務家の⽅々から貴重なお話を伺ったりする
など、実践的に学ぶ機会も用意しています。 

何を学ぶのか 
 再生・活用・リノベーション時代に重要なの
は、「文化的価値の上の文化的行為をいかに創
造できるのか」です。リノベーションが生み出
す「ライフスタイルの文化的価値」は「世界観」
を共有する人々を吸引する「共感システム」と
して機能し、感度の高い人々を引き寄せ、いつ
しか「エリアの再生＝まちづくり」へと発展し
ていっています。このような文化的構図を背景
とした継続的な小さな取組の拡⼤が、育てても
らった“まち”を次世代に引き継ぐことにつなが
っていきます。そこで、つぎのようなことを学
んでいきます。 
①日本および海外の各地で実践されている再

生・リノベーション、まちづくりの取組み
事例について。 

②新しい時代を予測した、これからの生き⽅・
働き⽅を考えたうえでの住まい⽅など、こ
れからのライフスタイルと住まいについて。 

③再生・リノベーション実践のためのデザイン、
設計、施工、活用技術について。コンペ等
の作品制作、協力企業とのコラボレーショ
ンによるリノベーション実践体験、ワーク
ショップやイベント等の企画・実践、自力
施行（D.I.Y.）など。 

このような目標をかかげ、研究や作品制作、ゼ
ミ活動をおこなっていきます。  信濃 康博 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真：リノベーション実践ワークショップ 
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内⽥研究室
■研究⽅針

Conserve to Preserve! 都市および農村の持続的

発展には，開発のみでなく⾃然環境との共⽣が不

可⽋です。本研究室では，⾃然環境の保護・保全・

再⽣・修復・創出に資する⼿法について，動植物

の⽣理⽣態から研究を⾏っています。

キーワード：都市緑化・治⼭緑化・環境保全・

⽣物多様性

■卒業論⽂課題
・特定外来⽣物ナルトサワギクの⽣理⽣態

・アルゼンチンアリのホスト樹選択の解明

・1九州⼀級河川への外来植物の侵⼊状況と今後

のの拡⼤予測

・桜島崩壊斜⾯のイネ科牧草類による治⼭緑化

・放棄インフラへの動植物の侵⼊実態

・阿蘇荻岳における草原性植物，特に絶滅危惧種

・の分布と保全

・都市の⽣物多様性保全における街路樹の役割

■研究室の活動
（1）地域交流

・唐原川のいきもの観察会（福岡市・新宮町）

・プールのいきものたち（⽴花⼩・勝⾺⼩）

・オグラコウホネプロジェクト（新宮町）

・和⽩⼲潟の植物たち（和⽩⼲潟を守る会）

・⽴花⼭写真展（⾹椎下原公⺠館）   

                        

（2）調査の様⼦

遠賀川での刈取り試験区の設定を終えて

⼟壌分析のための不撹乱⼟の採取

信濃研究室 

研究テーマ：既存ストックの再生・活用・リノ
ベーションについて 
 研究のテーマの主軸は、今世紀に入り始まっ
た“リノベーション現象“を手がかりに、既存ス
トックをいかに再生・活用することにより、私
達が育ててもらった”まち“を次世代に引き継ぐ
ことができるのかです。そのためには、これか
らの時代がどうなるのかを予測し、どのように
対応していけば自分の住んでいるまちを維持で
きるのかを学んでいく必要があります。 
時代はどこへ向かっているのか 
＜人口減少、高齢化、少子化＞ 2008 年頃を
頂点として日本の総人口は減少局面に移行しま
した。急激に高齢化が進み、なかなか少子化は
改善されません。 
＜空き家急増、建築ストック時代＞ 本格的な
空き家対策が進まない現状では空き家は増加す
る⼀⽅です。高度経済成⻑期の建物が⼤量に空
き家となる建築ストック時代に突入しています。
これからは再生・活用・リノベーションの時代
です。これらの技術を確立する必要があります。 
＜都市の消滅可能性＞人口が減少する時代に突
入し、都市の消滅可能性や自治体の財政破綻も
現実味をおびた社会問題として認識しなければ
ならなくなってきています。 
----------------------------------------------------- 

― 研究室について ― 
 研究室には個性豊かな学生諸君が所属し、自
らの研究成果や感性を活かして自由な作品づく
りに取り組んでいます。学内の活動だけでなく、
実際にリノベーションに挑戦したり、まちづく
りや建物再生の現場を見学し、第⼀線で活躍す
る実務家の⽅々から貴重なお話を伺ったりする
など、実践的に学ぶ機会も用意しています。 

何を学ぶのか 
 再生・活用・リノベーション時代に重要なの
は、「文化的価値の上の文化的行為をいかに創
造できるのか」です。リノベーションが生み出
す「ライフスタイルの文化的価値」は「世界観」
を共有する人々を吸引する「共感システム」と
して機能し、感度の高い人々を引き寄せ、いつ
しか「エリアの再生＝まちづくり」へと発展し
ていっています。このような文化的構図を背景
とした継続的な小さな取組の拡⼤が、育てても
らった“まち”を次世代に引き継ぐことにつなが
っていきます。そこで、つぎのようなことを学
んでいきます。 
①日本および海外の各地で実践されている再

生・リノベーション、まちづくりの取組み
事例について。 

②新しい時代を予測した、これからの生き⽅・
働き⽅を考えたうえでの住まい⽅など、こ
れからのライフスタイルと住まいについて。 

③再生・リノベーション実践のためのデザイン、
設計、施工、活用技術について。コンペ等
の作品制作、協力企業とのコラボレーショ
ンによるリノベーション実践体験、ワーク
ショップやイベント等の企画・実践、自力
施行（D.I.Y.）など。 

このような目標をかかげ、研究や作品制作、ゼ
ミ活動をおこなっていきます。  信濃 康博 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真：リノベーション実践ワークショップ 
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⽻⽥野研究室
■  研究室の⽅針
・研究内容、⽅向性
当研究室では、⽔⼯学および⽔環境⼯学の内容

に関係する問題で、社会的な重要度が⾼いテーマ
を研究しています。具体的には、下⽔中の硫化⽔

素発⽣によるコンクリート管劣化を液膜式曝気
の酸素注⼊で防⽌する技術、河川の浸⽔災害防⽌
計画のため堰・⽔⾨の上流⽔位の評価などです。

■  液膜式曝気による酸素注⼊

：以下は写真、実験の概念図、実験結果（15l の

⽔を流量 9.40 l /分で循環）の⼀例です。貧酸素⽔
を容器内に噴射すると⽔は気泡集合体となり気・

液接触⾯積したがって酸素溶解性能が普通の曝
気より格段に⾼く下⽔のコンクリート管の劣化
防⽌が期待されます。

■  堰⽔理

：従来公式は流量評価式だけで、洪⽔防御計画に
不可⽋なセキ上げ⽔位の評価式は皆無です。当⽅

では流量とセキ上げ⽔位の両⽅を評価します（主
要WEB の「堰⽔理」参照）。S30 年度から堰頂が
平坦な広頂堰を実験します。流れは完全越流と潜

り越流（右上図参照）があります。

下図は潜り越流のセキ上げ⽔位の実験結果です。
下流⽔位が上がるとセキ上げ⽔位が上昇するこ
とを表現し、回帰分析によりその関係式を求めま

す。この整理⽅法は当⽅の独創ですが、完全越流
についても独⾃の整理⽅法を提案しています。

■  31 年度以降

：河川災害と流⽊に関する⽔⼯⽔理学的研究を
加える予定です。

■  社会の要請が⾼く難易度が低いテーマにつ
いて実験の経験を通して⽔⼯学に触れることを

モットーとしています。実験は環境⽔理実験で
おなじみの岩満助⼿の協⼒を頂きながら進める
予定です。あなたも参加しませんか。
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松尾研究室
■研究内容、⽅向性

松尾研ではコンクリート⼯学に関する卒業

研究を⾏っています。コンクリートは社会イン

フラを⽀える重要な建設材料のひとつです。コ

ンクリートの歴史は古く、ローマ時代から使わ

れていた材料です。近代のコンクリートに限っ

ても 19 世紀前半からの歴史があり、基本的な

技術は確⽴されています。それでもその時々の

社会背景に応じて研究する内容はまだまだた

くさんあります。

当研究室での最近の研究事例は、「⽵筋コン

クリートに関する研究」、「⾮破壊試験による品

質管理に関する研究」、「軽量コンクリートの開

発研究」、「フレッシュ性状に関する基礎研究」

などがあります。⽵筋コンクリートとは鉄筋の

代わりに⽵を使ったコンクリートのことで、戦

時中にも使われた実績があります。当研究室で

は、現在の設計法に合わせて⾒直すところから

始め、⽵の特性をうまく活⽤して適材適所で使

うための技術を試⾏錯誤しながら開発してい

ます。⾮破壊試験は社会的にもニーズの⾼いテ

ーマで、劣化が急速に進みつつあるインフラを

効率よく劣化診断する技術です。当研究室では

透気係数というコンクリートの密実度を表す

指標を使って基礎研究を⾏っています。軽量コ

ンクリートは発泡スチロール廃材を砂の代わ

りに⽤いたもので、適⽤事例として農地の⽔⾨

（ゲート）を作った現場での実証試験を⾏って

います。

■研究室の雰囲気

卒研の実験は⼤変なときもありますが、研究

室のみんなで⼀致協⼒して楽しく頑張ってい

ます。実験は主に 9号館でやっています。学⽣

部屋は 8号館 4 階にありますので、気軽に遊び

にお越し下さい。

写真-1 ⽵筋コンクリート梁の曲げ試験

写真-2 軽量モルタルゲートの実証試験現場

写真-3 恒例⾏事の餅つき
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⽻⽥野研究室
■  研究室の⽅針
・研究内容、⽅向性
当研究室では、⽔⼯学および⽔環境⼯学の内容

に関係する問題で、社会的な重要度が⾼いテーマ
を研究しています。具体的には、下⽔中の硫化⽔

素発⽣によるコンクリート管劣化を液膜式曝気
の酸素注⼊で防⽌する技術、河川の浸⽔災害防⽌
計画のため堰・⽔⾨の上流⽔位の評価などです。

■  液膜式曝気による酸素注⼊

：以下は写真、実験の概念図、実験結果（15l の

⽔を流量 9.40 l /分で循環）の⼀例です。貧酸素⽔
を容器内に噴射すると⽔は気泡集合体となり気・

液接触⾯積したがって酸素溶解性能が普通の曝
気より格段に⾼く下⽔のコンクリート管の劣化
防⽌が期待されます。

■  堰⽔理

：従来公式は流量評価式だけで、洪⽔防御計画に
不可⽋なセキ上げ⽔位の評価式は皆無です。当⽅

では流量とセキ上げ⽔位の両⽅を評価します（主
要WEB の「堰⽔理」参照）。S30 年度から堰頂が
平坦な広頂堰を実験します。流れは完全越流と潜

り越流（右上図参照）があります。

下図は潜り越流のセキ上げ⽔位の実験結果です。
下流⽔位が上がるとセキ上げ⽔位が上昇するこ
とを表現し、回帰分析によりその関係式を求めま

す。この整理⽅法は当⽅の独創ですが、完全越流
についても独⾃の整理⽅法を提案しています。

■  31 年度以降

：河川災害と流⽊に関する⽔⼯⽔理学的研究を
加える予定です。

■  社会の要請が⾼く難易度が低いテーマにつ
いて実験の経験を通して⽔⼯学に触れることを

モットーとしています。実験は環境⽔理実験で
おなじみの岩満助⼿の協⼒を頂きながら進める
予定です。あなたも参加しませんか。
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松尾研究室
■研究内容、⽅向性

松尾研ではコンクリート⼯学に関する卒業

研究を⾏っています。コンクリートは社会イン

フラを⽀える重要な建設材料のひとつです。コ

ンクリートの歴史は古く、ローマ時代から使わ

れていた材料です。近代のコンクリートに限っ

ても 19 世紀前半からの歴史があり、基本的な

技術は確⽴されています。それでもその時々の

社会背景に応じて研究する内容はまだまだた

くさんあります。

当研究室での最近の研究事例は、「⽵筋コン

クリートに関する研究」、「⾮破壊試験による品

質管理に関する研究」、「軽量コンクリートの開

発研究」、「フレッシュ性状に関する基礎研究」

などがあります。⽵筋コンクリートとは鉄筋の

代わりに⽵を使ったコンクリートのことで、戦

時中にも使われた実績があります。当研究室で

は、現在の設計法に合わせて⾒直すところから

始め、⽵の特性をうまく活⽤して適材適所で使

うための技術を試⾏錯誤しながら開発してい

ます。⾮破壊試験は社会的にもニーズの⾼いテ

ーマで、劣化が急速に進みつつあるインフラを

効率よく劣化診断する技術です。当研究室では

透気係数というコンクリートの密実度を表す

指標を使って基礎研究を⾏っています。軽量コ

ンクリートは発泡スチロール廃材を砂の代わ

りに⽤いたもので、適⽤事例として農地の⽔⾨

（ゲート）を作った現場での実証試験を⾏って

います。

■研究室の雰囲気

卒研の実験は⼤変なときもありますが、研究

室のみんなで⼀致協⼒して楽しく頑張ってい

ます。実験は主に 9号館でやっています。学⽣

部屋は 8号館 4 階にありますので、気軽に遊び

にお越し下さい。

写真-1 ⽵筋コンクリート梁の曲げ試験

写真-2 軽量モルタルゲートの実証試験現場

写真-3 恒例⾏事の餅つき
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林泰弘研究室 
■研究室の⽅針 

「建設発⽣⼟や産業副産物の地盤材料とし

ての有効活⽤」に関する研究に取り組んでいま

す。「⼟丹」，「⿊ぼく」，「⾚ぼく」，「国頭マージ」

「クチャ」など地域性の強い特殊⼟やフライア

ッシュや廃⽯膏，製鋼スラグなど産業副産物を

改良して天然の⼟の代わりの材料としてリサ

イクルすることを⽬指しています。 

研究成果が社会で⽣かされるためには，材料

の⼒学的特性改善だけでなく，環境安全⾯や経

済⾯などもクリアしなくてはなりません。さま

ざまな⺠間企業と共同で研究を実施すること

で，問題解決に挑んでいます。 

■学⽣の研究内容 
卒業研究では⾃分で考え，⾏動し，⽬標をも

って計画的に取り組むことを⽬指しています。

研究を通じて⼟に親しみ，技術者としての感性

をみにつけて欲しいと思います。本年度は，①

重⾦属を含む酸性⼟の中性化処理法の開発，②

フライアッシュを活⽤した⼟質改良材の開発，

③農地への還元を⽬指した沈砂池に堆積した

泥⼟の改良，④膨潤性泥岩の地盤材料としての

活⽤，⑤泥⼟を対象とした即効性のある中性改

良材の開発などを卒業研究で扱っています。 

研究では共同研究企業との打ち合わせや現

場での実験なども実施しています。今年度は，

⼭灰質粘性⼟地盤の調査（熊本県⼤津町），回転

式固化破砕機による⼟質改良実験（茨城県つく

ば市），ため池底泥の改良実験（沖縄県⾦武町）

などを⾏いました。 

 

 
■研究室の雰囲気など 

研究室は研究の拠点であるとともに，教員と

学⽣の交流の場でもあります。研究室での⽣活

が，⼤学⽣活の最⼤級の思い出になってほしい

と願っています。「林研は⼤変そうだ」というう

わさもありますが，学内での卒業研究だけでな

く，学外での学会・研究会，親睦会やスポーツ

⼤会，学外の学⽣や企業の⽅との交流の場も設

けています。 

⼀緒に苦労を乗り越えることで絆を深め，⼀

⽣付き合えるような仲間になれると思います。 

 

⼭下研究室 

■ 研究室の⽅針について 
技術や思想は実践に応⽤されることで真価がわ

かります。本研究室では、学⽣とともに、社会が課

題とするテーマについて、現場に⼊り、地域の⼈々

や⾃然の状態を体験的に知り、それを⼤きな視野や

科学的な⼿法によって捉え直し、対策を練って、実

装するというプロセスを重視します。 

 本研究室の⼤きなテーマは次の 3 つです： 

1） 分散型⽔管理をとおした都市デザイン 

2） 伝統的⼆次産業の⽂化的景観の保全と活⽤ 

3） 古⺠家と地域資源を⽣かした中⼭間地域の活

性化 

 市⺠のみなさんや⾏政や企業の技術者、それに他

⼤学の研究者や学⽣との交流をとおして、幅広い実

践的なプロジェクト型研究教育を進めています。 

 

■ 学⽣の研究内容について 
 上記 3 つのフレームに基づいて、2018 年度は以

下のテーマの修⼠論⽂と卒業論⽂に取り組みまし

た。 
【修⼠論⽂】 

l 末次 祐貴「アイマークレコーダと訪問撮影法

による⽴花⼭登⼭者の視点から⾒た新宮町⽴

花⼝区登⼭道の景観」 

l 若杉 智史「⾬⽔管理施設ならびに地域防災拠

点としての⼤学キャンパスのあり⽅」 

【卒業論⽂】 

l ⼯藤 悠太「⼩⽯原と⼩⿅⽥の⽂化的景観の表

象 : 来訪者と窯元・家族との⽐較」 

l 坂⽊ 碧「市⺠参加型の⾬庭づくりの提案」 

l 坂⽥ 真実「ミズベリング樋井川の活動と持続

可能性について」 

l 重冨 佑哉「新宮町の景観計画試案」 

l ⽩濱 博⼈「枯⼭⽔庭園の⾬⽔管理に関する考

察」 

l ⾞ エイキン「新宮町におけるフットパスコー

スの設定に関する考察」 

l 寺島 拓完「新宮町⽴花⼝区⽴花⼭の登⼭道の

活⽤について」 

l 中島 涼「新宮北⼩学校の⾬⽔管理性能評価」 

■研究室の雰囲気等 
 8 号館 4 階の研究室・ゼミ室が、⼤学にみんなが

いる場所です。計画系の研究室なので、実験室はな

く、研究室・ゼミ室ではおもに、研究の報告会、ゼ

ミの研究会、PC を使った作業などを⾏います。も

ちろん、休憩時間には、みんなで雑談したり、ゲー

ムをしたりすることもありますよ。 

 学内では研究室・ゼミ室のほかに、23 号館 4 階

の景観研究センターで、研究会やセミナーが開催さ

れるときに参加して、学内ではなかなか聴けない貴

重なお話を伺う機会がたくさんあります。 

研究室・ゼミ室での活動だけでなく、調査やプロ

ジェクトのために、学外に⾏くことが多々あります。

また、学会やシンポジウム・研究会での発表もあり、

他⼤学の学⽣・院⽣と、切磋琢磨もしています。 

30

都市デザイン工学科　｜　林研究室研究室紹介



林泰弘研究室 
■研究室の⽅針 

「建設発⽣⼟や産業副産物の地盤材料とし

ての有効活⽤」に関する研究に取り組んでいま

す。「⼟丹」，「⿊ぼく」，「⾚ぼく」，「国頭マージ」

「クチャ」など地域性の強い特殊⼟やフライア

ッシュや廃⽯膏，製鋼スラグなど産業副産物を

改良して天然の⼟の代わりの材料としてリサ

イクルすることを⽬指しています。 

研究成果が社会で⽣かされるためには，材料

の⼒学的特性改善だけでなく，環境安全⾯や経

済⾯などもクリアしなくてはなりません。さま

ざまな⺠間企業と共同で研究を実施すること

で，問題解決に挑んでいます。 

■学⽣の研究内容 
卒業研究では⾃分で考え，⾏動し，⽬標をも

って計画的に取り組むことを⽬指しています。

研究を通じて⼟に親しみ，技術者としての感性

をみにつけて欲しいと思います。本年度は，①

重⾦属を含む酸性⼟の中性化処理法の開発，②

フライアッシュを活⽤した⼟質改良材の開発，

③農地への還元を⽬指した沈砂池に堆積した

泥⼟の改良，④膨潤性泥岩の地盤材料としての

活⽤，⑤泥⼟を対象とした即効性のある中性改

良材の開発などを卒業研究で扱っています。 

研究では共同研究企業との打ち合わせや現

場での実験なども実施しています。今年度は，

⼭灰質粘性⼟地盤の調査（熊本県⼤津町），回転

式固化破砕機による⼟質改良実験（茨城県つく

ば市），ため池底泥の改良実験（沖縄県⾦武町）

などを⾏いました。 

 

 
■研究室の雰囲気など 

研究室は研究の拠点であるとともに，教員と

学⽣の交流の場でもあります。研究室での⽣活

が，⼤学⽣活の最⼤級の思い出になってほしい

と願っています。「林研は⼤変そうだ」というう

わさもありますが，学内での卒業研究だけでな

く，学外での学会・研究会，親睦会やスポーツ

⼤会，学外の学⽣や企業の⽅との交流の場も設

けています。 

⼀緒に苦労を乗り越えることで絆を深め，⼀

⽣付き合えるような仲間になれると思います。 

 

⼭下研究室

■ 研究室の⽅針について
技術や思想は実践に応⽤されることで真価がわ

かります。本研究室では、学⽣とともに、社会が課

題とするテーマについて、現場に⼊り、地域の⼈々

や⾃然の状態を体験的に知り、それを⼤きな視野や

科学的な⼿法によって捉え直し、対策を練って、実

装するというプロセスを重視します。

本研究室の⼤きなテーマは次の 3 つです：

1） 分散型⽔管理をとおした都市デザイン

2） 伝統的⼆次産業の⽂化的景観の保全と活⽤

3） 古⺠家と地域資源を⽣かした中⼭間地域の活

性化

市⺠のみなさんや⾏政や企業の技術者、それに他

⼤学の研究者や学⽣との交流をとおして、幅広い実

践的なプロジェクト型研究教育を進めています。

■ 学⽣の研究内容について
上記 3 つのフレームに基づいて、2018 年度は以

下のテーマの修⼠論⽂と卒業論⽂に取り組みまし

た。

【修⼠論⽂】

l 末次 祐貴「アイマークレコーダと訪問撮影法

による⽴花⼭登⼭者の視点から⾒た新宮町⽴

花⼝区登⼭道の景観」

l 若杉 智史「⾬⽔管理施設ならびに地域防災拠

点としての⼤学キャンパスのあり⽅」

【卒業論⽂】

l ⼯藤 悠太「⼩⽯原と⼩⿅⽥の⽂化的景観の表

象 : 来訪者と窯元・家族との⽐較」

l 坂⽊ 碧「市⺠参加型の⾬庭づくりの提案」

l 坂⽥ 真実「ミズベリング樋井川の活動と持続

可能性について」

l 重冨 佑哉「新宮町の景観計画試案」

l ⽩濱 博⼈「枯⼭⽔庭園の⾬⽔管理に関する考

察」

l ⾞ エイキン「新宮町におけるフットパスコー

スの設定に関する考察」

l 寺島 拓完「新宮町⽴花⼝区⽴花⼭の登⼭道の

活⽤について」

l 中島 涼「新宮北⼩学校の⾬⽔管理性能評価」

■研究室の雰囲気等
8 号館 4 階の研究室・ゼミ室が、⼤学にみんなが

いる場所です。計画系の研究室なので、実験室はな

く、研究室・ゼミ室ではおもに、研究の報告会、ゼ

ミの研究会、PC を使った作業などを⾏います。も

ちろん、休憩時間には、みんなで雑談したり、ゲー

ムをしたりすることもありますよ。

学内では研究室・ゼミ室のほかに、23 号館 4 階

の景観研究センターで、研究会やセミナーが開催さ

れるときに参加して、学内ではなかなか聴けない貴

重なお話を伺う機会がたくさんあります。

研究室・ゼミ室での活動だけでなく、調査やプロ

ジェクトのために、学外に⾏くことが多々あります。

また、学会やシンポジウム・研究会での発表もあり、

他⼤学の学⽣・院⽣と、切磋琢磨もしています。
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⽔⽥研究室(構造・耐震⼯学)
■研究室の⽅針について
本研究室では、構造物の⼒学特性や耐震性に関
する解析・実験を⾏っている。都市デザイン⼯
学科が対象とする構造物は種々あるが、橋梁、
組積構造物(レンガや⽯を組んで作られた構造
物)を研究対象に取り上げている。作⽤する外
⼒には地震波や⾞両⾛⾏時の加速度がある。以
下に、その⼀例を⽰す。

地震波の加速度

⾞両⾛⾏の加速度

■学⽣の研究内容について
・今年度の卒研内容
①アーチ系橋梁の熊本地震波による動的応答
と地震対策
汎⽤ソフト TDAPⅢを⽤いて雲海橋(中路式

ローゼ橋)、陣屋の森吊橋(吊橋)、秡川⽔管橋(ア
ーチ橋)の振動解析結果と実験値を⽐較し、解
析結果の信頼性を確認する。また、熊本地震波
が作⽤した時の挙動を計算し、ダンパー設置の
効果を明かにする。
②獅⼦島架橋の設計とその静特性・振動特性

⿅児島県伊唐島と獅⼦島を結ぶ橋⻑ 2235m
の内 1300m の⻑⼤橋梁の提案とその静特性・
振動特性を明かにする。
③洗⽟眼鏡橋の路⾯の凹みと振動特性の経年
変化について
⼋⼥市上陽町星野川に架かる洗⽟眼鏡橋(ス

パン 23.7m)の上流側壁⽯が膨らみ、対応する
個所の路⾯が凹んでいる。路⾯の⽔準測量と橋
の振動計測から凹みの経年変化とその原因に
ついて検討する。
④⽯造アーチ橋輪⽯模型の⽀点移動と振動特
性について
⽀点移動した⽯造アーチ橋の振動性状を明

かにする。輪⽯ 21 個の⽯造アーチ輪⽯模型を
⽤いて⽀点移動と固有振動数、固有モード、減
衰等の振動特性の関係を振動台実験から求め
る。
・卒業⽣の卒業論⽂
以下に 2018 年度の卒業論⽂題⽬を記す。
①秡川⽔管橋の地震応答解析
②洗⽟眼鏡橋の壁⽯の膨らみと路⾯の凹みに
関する研究
③⽯造アーチ輪⽯模型の⽀点移動と振動特性
について
④陣屋の森吊橋の地震応答解析
⑤離島架橋の設計と静特性について
⑥鮎の瀬⼤橋の地震応答解析

■研究室の雰囲気等
・部屋や設備について
以下の写真は研究室と構造実験室の⾵景で

ある。
・その他の取り組みについて
以下の写真は、オープンキャンパスにおける

粘⼟アーチ橋作成⾵景と⼟⽊デザイン実習ト
ラス模型の耐荷⼒実験⾵景である。

⼭⽥研究室
〇研究室概要
⽇本では毎年のように全国各地で⾃然災害が

発⽣しています。近年の九州地⽅に限っても

2015 年 5 ⽉の⼝永良部島の噴⽕、2016 年 1 ⽉の

⼤寒波、2016 年 4 ⽉の熊本地震、2017 年 7 ⽉の

九州北部豪⾬などがあり、多種多様な⾃然災害が

発⽣しています。研究室では、⾃然災害が発⽣し

た現場を調査し、その教訓を活かし、⼈々が安全・

安⼼で暮らせるようにするための教育研究活動、

社会活動に取り組んでいます。

〇研究テーマの概要
□⾃治体の災害対応体制に関する調査研究（災害
対応の検証、防災計画のあり⽅）
市町村を対象に災害対応の検証、過去の災害と

防災計画との関係などについて調査・分析してい

ます。例えば、2016 年 1 ⽉寒波における福岡県

内の市町村の断⽔への対応、九州地⽅の活⽕⼭に

隣接する⾃治体を対象に過去の⽕⼭災害と地域

防災計画の⽕⼭災害対策との関係について調査・

分析しました。

□住⺠の災害対応体制に関する調査研究（災害対
応の検証、防災・復興まちづくりのあり⽅）
⾃主防災組織や消防団を対象に災害対応の検

証、防災・復興まちづくりについて調査・分析し

ています。例えば、2017 年 7 ⽉九州北部豪⾬に

おける⽇⽥市消防団⼤鶴分団と⼩野分団の災害

対応、2005 年福岡県⻄⽅沖地震における住⺠と

⾏政の協働による⽞界島の復興しまづくりにつ

いて調査・分析しました。

2017 年 7 ⽉九州北部豪⾬の⼤規模⼟砂災害現場

⽞界島復興記念公園

〇過去 3年間の主な就職先
卒業⽣は基本的に市役所（⼟⽊職）や建設会

社に就職しています。なかには、学外活動を通

して⾃分の適職を⾒つけ、⼟⽊業界とは別の業

界に就職した卒業⽣もいます。主な就職先とし

て、出⽔市役所 1名、株式会社 NIPPO1 名、株

式会社佐藤渡辺 2 名、九鉄⼯業株式会社 3 名、

三軌建設株式会社1名、吉原建設株式会社1名、

半⽥建設株式会社2名、株式会社ヤマサキ1名、

イオン九州株式会社 1名になっています。

〇研究のアプローチ
学⽣とともに豪⾬や地震などによる災害が

発⽣した現場に⾏き、災害対応や防災・復興
まちづくりに取り組んだ住⺠と⾏政の⽅々に
聞き取り調査や質問紙調査を⾏います。
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⽔⽥研究室(構造・耐震⼯学)
■研究室の⽅針について
本研究室では、構造物の⼒学特性や耐震性に関
する解析・実験を⾏っている。都市デザイン⼯
学科が対象とする構造物は種々あるが、橋梁、
組積構造物(レンガや⽯を組んで作られた構造
物)を研究対象に取り上げている。作⽤する外
⼒には地震波や⾞両⾛⾏時の加速度がある。以
下に、その⼀例を⽰す。

地震波の加速度

⾞両⾛⾏の加速度

■学⽣の研究内容について
・今年度の卒研内容
①アーチ系橋梁の熊本地震波による動的応答
と地震対策
汎⽤ソフト TDAPⅢを⽤いて雲海橋(中路式

ローゼ橋)、陣屋の森吊橋(吊橋)、秡川⽔管橋(ア
ーチ橋)の振動解析結果と実験値を⽐較し、解
析結果の信頼性を確認する。また、熊本地震波
が作⽤した時の挙動を計算し、ダンパー設置の
効果を明かにする。
②獅⼦島架橋の設計とその静特性・振動特性

⿅児島県伊唐島と獅⼦島を結ぶ橋⻑ 2235m
の内 1300m の⻑⼤橋梁の提案とその静特性・
振動特性を明かにする。
③洗⽟眼鏡橋の路⾯の凹みと振動特性の経年
変化について
⼋⼥市上陽町星野川に架かる洗⽟眼鏡橋(ス

パン 23.7m)の上流側壁⽯が膨らみ、対応する
個所の路⾯が凹んでいる。路⾯の⽔準測量と橋
の振動計測から凹みの経年変化とその原因に
ついて検討する。
④⽯造アーチ橋輪⽯模型の⽀点移動と振動特
性について
⽀点移動した⽯造アーチ橋の振動性状を明

かにする。輪⽯ 21 個の⽯造アーチ輪⽯模型を
⽤いて⽀点移動と固有振動数、固有モード、減
衰等の振動特性の関係を振動台実験から求め
る。
・卒業⽣の卒業論⽂
以下に 2018 年度の卒業論⽂題⽬を記す。
①秡川⽔管橋の地震応答解析
②洗⽟眼鏡橋の壁⽯の膨らみと路⾯の凹みに
関する研究
③⽯造アーチ輪⽯模型の⽀点移動と振動特性
について
④陣屋の森吊橋の地震応答解析
⑤離島架橋の設計と静特性について
⑥鮎の瀬⼤橋の地震応答解析

■研究室の雰囲気等
・部屋や設備について
以下の写真は研究室と構造実験室の⾵景で

ある。
・その他の取り組みについて
以下の写真は、オープンキャンパスにおける

粘⼟アーチ橋作成⾵景と⼟⽊デザイン実習ト
ラス模型の耐荷⼒実験⾵景である。

⼭⽥研究室
〇研究室概要
⽇本では毎年のように全国各地で⾃然災害が

発⽣しています。近年の九州地⽅に限っても

2015 年 5 ⽉の⼝永良部島の噴⽕、2016 年 1 ⽉の

⼤寒波、2016 年 4 ⽉の熊本地震、2017 年 7 ⽉の

九州北部豪⾬などがあり、多種多様な⾃然災害が

発⽣しています。研究室では、⾃然災害が発⽣し

た現場を調査し、その教訓を活かし、⼈々が安全・

安⼼で暮らせるようにするための教育研究活動、

社会活動に取り組んでいます。

〇研究テーマの概要
□⾃治体の災害対応体制に関する調査研究（災害
対応の検証、防災計画のあり⽅）
市町村を対象に災害対応の検証、過去の災害と

防災計画との関係などについて調査・分析してい

ます。例えば、2016 年 1 ⽉寒波における福岡県

内の市町村の断⽔への対応、九州地⽅の活⽕⼭に

隣接する⾃治体を対象に過去の⽕⼭災害と地域

防災計画の⽕⼭災害対策との関係について調査・

分析しました。

□住⺠の災害対応体制に関する調査研究（災害対
応の検証、防災・復興まちづくりのあり⽅）
⾃主防災組織や消防団を対象に災害対応の検

証、防災・復興まちづくりについて調査・分析し

ています。例えば、2017 年 7 ⽉九州北部豪⾬に

おける⽇⽥市消防団⼤鶴分団と⼩野分団の災害

対応、2005 年福岡県⻄⽅沖地震における住⺠と

⾏政の協働による⽞界島の復興しまづくりにつ

いて調査・分析しました。

2017 年 7 ⽉九州北部豪⾬の⼤規模⼟砂災害現場

⽞界島復興記念公園

〇過去 3年間の主な就職先
卒業⽣は基本的に市役所（⼟⽊職）や建設会

社に就職しています。なかには、学外活動を通

して⾃分の適職を⾒つけ、⼟⽊業界とは別の業

界に就職した卒業⽣もいます。主な就職先とし

て、出⽔市役所 1名、株式会社 NIPPO1 名、株

式会社佐藤渡辺 2 名、九鉄⼯業株式会社 3 名、

三軌建設株式会社1名、吉原建設株式会社1名、

半⽥建設株式会社2名、株式会社ヤマサキ1名、

イオン九州株式会社 1名になっています。

〇研究のアプローチ
学⽣とともに豪⾬や地震などによる災害が

発⽣した現場に⾏き、災害対応や防災・復興
まちづくりに取り組んだ住⺠と⾏政の⽅々に
聞き取り調査や質問紙調査を⾏います。
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横⽥研究室 [海岸⼯学研究室]
■研究室の⽅針について

・わが国の沿岸域は、物流、漁業、レジャー、

観光など、多くの産業に利⽤される⼀⽅、⾼波、

⾼潮、津波など、⾃然の脅威にもさらされてい

ます。海岸⼯学研究室では港や海岸などの沿岸

域の利⽤・防災・環境をテーマとし、波・流れ

などの⾃然現象の解明・予測や対策、さらに、

波や流れの発⽣要因である⾵、気圧などを対象

として研究を⾏います。

■学⽣の研究内容について

・今年度の卒業研究

越波量の観測装置の開発

越波打上げ⾼の解析⾃動化にむけた考察

越波⾶沫の観測⼿法に関する検討

スリットケーソン護岸における越波打上げ

特性に関する検討

⽔理模型を⽤いた海⽔交換検討の試み

海⾯⽔温が台⾵特性に与える影響の検討

波⾼分布予測（有明海）

■研究室の雰囲気等

・研究室⾵景

学⽣研究室⾵景

⼿前：⾶来塩分実験、奥：越波量計測実験

超⼩型断⾯ 2 次元造波⽔路

越波⾶沫観測

▲22 号館▲9 号館

▲8号館外観

[建築都市工学部　施設一覧 ]

▲8号館円形ホール

▲8号館プレゼンテーションルーム▲8号館設計製図室

▲8号館食堂「クラブハウス」
“九産大” にちなんで、毎日93 人目に
当たるとお代が無料になります。大
学内には、クラブハウスを含めて全
部で 7つの学食やカフェがあります。

材料・環境実験などが可能な様々な実
験設備が備えられており、実験系の講
義や研究が行われます。また、木材加
工のできる木工室などもあります。

実大立体構造物試験装置や400t 万能
試験機など大型の実験装置があり、
様々な構造物の加力実験などを行うこ
とができる施設です。

半円形になったガラス張りの空間が
特徴的で、待ち合わせや休憩スペー
スとしてよく利用されます。

1998 年に建替え新築が完了した 8階建ての建物です。
建築都市工学部の専門科目の多くはここで講義が行わ
れ、ゼミ室等も配置されています。 近年、エントランス
廻りやトイレが改修されて綺麗になりました。

建築学科および住居・インテリア学
科にはそれぞれ設計製図室があり、
その名の通り設計デザインや作図の
講義が行われます。
写真は、2017 年に新しく完成した住
居・インテリア学科の設計製図室です。

名作照明や椅子が展示されており、
パッチワーク状になった床材は実物を
体感できるデザインの教材としても使
用されます。オープンキャンパスは、
アルネ・ヤコブセンデザインの「エッ
グチェア」に座れるチャンスです。

9号館

8号館

11号館

22号館
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横⽥研究室 [海岸⼯学研究室] 
■研究室の⽅針について 

・わが国の沿岸域は、物流、漁業、レジャー、

観光など、多くの産業に利⽤される⼀⽅、⾼波、

⾼潮、津波など、⾃然の脅威にもさらされてい

ます。海岸⼯学研究室では港や海岸などの沿岸

域の利⽤・防災・環境をテーマとし、波・流れ

などの⾃然現象の解明・予測や対策、さらに、

波や流れの発⽣要因である⾵、気圧などを対象

として研究を⾏います。 

 

■学⽣の研究内容について 

・今年度の卒業研究 

 越波量の観測装置の開発 

 越波打上げ⾼の解析⾃動化にむけた考察 

 越波⾶沫の観測⼿法に関する検討 

 スリットケーソン護岸における越波打上げ

特性に関する検討 

 ⽔理模型を⽤いた海⽔交換検討の試み 

 海⾯⽔温が台⾵特性に与える影響の検討 

 
波⾼分布予測（有明海） 

 

■研究室の雰囲気等 

・研究室⾵景 

 
学⽣研究室⾵景 

 

 
⼿前：⾶来塩分実験、奥：越波量計測実験 

 

 
超⼩型断⾯ 2 次元造波⽔路 

 

 
越波⾶沫観測 

▲22 号館▲9 号館

▲8号館外観

[建築都市工学部　施設一覧 ]

▲8号館円形ホール

▲8号館プレゼンテーションルーム▲8号館設計製図室

▲8号館食堂「クラブハウス」
“九産大” にちなんで、毎日93 人目に
当たるとお代が無料になります。大
学内には、クラブハウスを含めて全
部で 7つの学食やカフェがあります。

材料・環境実験などが可能な様々な実
験設備が備えられており、実験系の講
義や研究が行われます。また、木材加
工のできる木工室などもあります。

実大立体構造物試験装置や400t 万能
試験機など大型の実験装置があり、
様々な構造物の加力実験などを行うこ
とができる施設です。

半円形になったガラス張りの空間が
特徴的で、待ち合わせや休憩スペー
スとしてよく利用されます。

1998 年に建替え新築が完了した 8階建ての建物です。
建築都市工学部の専門科目の多くはここで講義が行わ
れ、ゼミ室等も配置されています。 近年、エントランス
廻りやトイレが改修されて綺麗になりました。

建築学科および住居・インテリア学
科にはそれぞれ設計製図室があり、
その名の通り設計デザインや作図の
講義が行われます。
写真は、2017 年に新しく完成した住
居・インテリア学科の設計製図室です。

名作照明や椅子が展示されており、
パッチワーク状になった床材は実物を
体感できるデザインの教材としても使
用されます。オープンキャンパスは、
アルネ・ヤコブセンデザインの「エッ
グチェア」に座れるチャンスです。

9号館

8号館

11号館

22号館
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将来の抱負
私は、ダイダン株式会社から内定を頂き
ました。当初から第一志望としていた企
業から 3年次の 3月上旬に内定をいただ
くことができました。そのため、就職活
動は、とても順調といえる結果でした。
入社後は、基礎を身につけ必要な資格を
積極的に取得し、１日でも早く一人前の
技術者になるために頑張りたいと思いま
す。

卒業後に向けて
私は，建築設計事務所「オーノ JAPAN」
から内定を頂きました。
入社後は，できるだけ早く仕事を覚えて，
一つでも多くのプロジェクトの中心的な
設計者になれるよう尽力したいと思いま
す。
将来的には色々な設計の仕事がしたいと
考えているので色々な事に積極的に挑戦
できる人になりたいです。

オーノ JAPAN

建築学科
MATSUISHI　KAZUYA

松石　和也

三井住友建設 (株 )

建築学科
ETO KYOHEI

衛藤　恭兵

ダイダン株式会社

建築学科
IN　SHOTARO

因　勝太郎

大和ハウス工業株式会社

建築学科
HAMADA　KATSUKI

濵田　克樹

顔写真
27*27

抱負
私は，三井住友建設株式会社から建築施
工管理職として内定を頂きました。
入社後は，一生懸命に物事に取り組み，
早く会社の戦力になれるように日々勉強
していきます。また，これまでにお世話
になった方々に感謝し，立派な社会人と
なり，恩返しができるように精進します。

将来の抱負
私は、大和ハウス工業株式会社から内定
を頂きました。社会人一年目は失敗する
ことも多くあるとは思いますが、臆する
ことなくチャレンジしていきたいです。
また、そこで得た知識や経験を活かして
回りに還元できるような人間になりま
す。

2017 年度　建築学科　進路実績種別

主な就職先一覧（2017 年度）

サブコン
・九電工
・ダイダン
・東洋熱工業
・テクノ菱和
・大成設備
・クリマテック
・ジョンソンコントロールズ

建物管理業
・鹿島建物総合管理
・イズミテクノ

ゼネコン
・安藤・間
・西松建設
・日本国土開発
・穴吹工務店
・九鉄工業
・上村建設
・照栄建設

進学
・熊本大学大学院

住宅産業
・大和ハウス工業
・一条工務店
・住友林業ホームテック
・ミサワホーム
・悠悠ホーム
・一建設
・シアーズホーム

公務員

ゼネコン

サブコン

住宅産業

その他

進学

25%

31%

4%

29%

3%

・長崎市役所
・古賀市役所

公務員 3%

建物管理業 3%

リフォーム業 1%
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将来の抱負
私は、ダイダン株式会社から内定を頂き
ました。当初から第一志望としていた企
業から 3年次の 3月上旬に内定をいただ
くことができました。そのため、就職活
動は、とても順調といえる結果でした。
入社後は、基礎を身につけ必要な資格を
積極的に取得し、１日でも早く一人前の
技術者になるために頑張りたいと思いま
す。

卒業後に向けて
私は，建築設計事務所「オーノ JAPAN」
から内定を頂きました。
入社後は，できるだけ早く仕事を覚えて，
一つでも多くのプロジェクトの中心的な
設計者になれるよう尽力したいと思いま
す。
将来的には色々な設計の仕事がしたいと
考えているので色々な事に積極的に挑戦
できる人になりたいです。

オーノ JAPAN

建築学科
MATSUISHI　KAZUYA

松石　和也

三井住友建設 (株 )

建築学科
ETO KYOHEI

衛藤　恭兵

ダイダン株式会社

建築学科
IN　SHOTARO

因　勝太郎

大和ハウス工業株式会社

建築学科
HAMADA　KATSUKI

濵田　克樹

顔写真
27*27

抱負
私は，三井住友建設株式会社から建築施
工管理職として内定を頂きました。
入社後は，一生懸命に物事に取り組み，
早く会社の戦力になれるように日々勉強
していきます。また，これまでにお世話
になった方々に感謝し，立派な社会人と
なり，恩返しができるように精進します。

将来の抱負
私は、大和ハウス工業株式会社から内定
を頂きました。社会人一年目は失敗する
ことも多くあるとは思いますが、臆する
ことなくチャレンジしていきたいです。
また、そこで得た知識や経験を活かして
回りに還元できるような人間になりま
す。

2017 年度　建築学科　進路実績種別

主な就職先一覧（2017 年度）

サブコン
・九電工
・ダイダン
・東洋熱工業
・テクノ菱和
・大成設備
・クリマテック
・ジョンソンコントロ－ルズ

建物管理業
・鹿島建物総合管理
・イズミテクノ

ゼネコン
・安藤・間
・西松建設
・日本国土開発
・穴吹工務店
・九鉄工業
・上村建設
・照栄建設

進学
・熊本大学大学院

住宅産業
・大和ハウス工業
・一条工務店
・住友林業ホームテック
・ミサワホーム
・悠悠ホーム
・一建設
・シアーズホーム

公務員

ゼネコン

サブコン

住宅産業

その他

進学

25%

31%

4%

29%

3%

・長崎市役所
・古賀市役所

公務員 3%

建物管理業 3%

リフォーム業 1%
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ディスプレイ業界
私は専門店や複合商業施設などの企画、
設計、管理を行う企業である、株式会社
スペースに総合職として内定を頂きまし
た。お客様や利用者の方が笑顔になって
いただける店舗を創造するために常に向
上心を持って仕事に取り組み、少しでも
早く、会社に貢献できるように頑張りた
いと思います。

将来の抱負
私は「人に寄り添い安心して快適に過ご
せる家を設計したい」という目標を持ち
過ごしてきました。内定を頂いた、大和
ハウス工業株式会社は、工業化住宅を日
本で初めて建設した歴史ある会社であ
り、住宅だけではなく、幅広い事業展開
を行っています。入社後は、建築士を取
得し、常に向上心を持ち、より多くの人
の家づくりに携わりたいと思います。

大和ハウス工業株式会社

住居・インテリア設計学科
KUBOTA　MOMOHA

久保田　桃葉

東洋熱工業株式会社

住居・インテリア設計学科
NAKASHIMA RIYOUTA 

中島　僚太

株式会社スペース

住居・インテリア設計学科
MASHITA KOUKI 

間下　晃希

西松建設株式会社

住居・インテリア設計学科
TANAKA　KENTARO

田中　健太郎

顔写真
27*27

私の就活
私は、東洋熱工業株式会社に就職内定を
頂きました。東洋熱工業はサブコンで有
名な会社であり、施工管理で多くの実績
を持っている会社です。そこで働けるこ
とになったことに感謝し、入社してから
は、若いうちから研修を続けて、長年に
わたって活躍できる人材になれるよう頑
張っていきたいと思います。

私の就活
私は建築工事現場で安全・工程・原価・
労務などを総合的に管理する建築施工職
として西松建設株式会社に内定を頂きま
した。入社後は施工管理者として多くの
方々と力を合わせながら責任のある仕事
をしていきたいと思います。

サブコン
18%ゼネコン

24%
住宅産業

17%

不動産業
・デベロッパー

店舗設計・施工

15%

5%

その他
15%

2018 年度　住居・インテリア学科　進路実績種別

ゼネコン
・三井住友建設
・西松建設
・髙松建設
・佐伯建設
・高藤建設
・ウエハラ工務店
・成斗建設

サブコン
・九電工
・東洋熱工業
・高砂熱学工業

住宅産業
・セキスイハイム九州
・タマホーム
・エコデザイン工房
・lib work　
・大和ハウス工業
・サン・プラザホーム
・今村工務店
・昭和建設

不動産業・デベロッパー
・大和リース
・レオパレス 21
・東建コーポレーション
・大英産業
・ファースト住建
・エイブル

店舗設計・施工
・スペース
・バウハウス丸栄家具・建具・じゅう器小売業

・NEST
・太陽家具百貨店
・アダル

リフォーム業
・住居時間

家具・建具・
じゅう器小売業

4%

リフォーム業 1%

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

進学 0%

主な就職先一覧（2017,18 年度）
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ディスプレイ業界
私は専門店や複合商業施設などの企画、
設計、管理を行う企業である、株式会社
スペースに総合職として内定を頂きまし
た。お客様や利用者の方が笑顔になって
いただける店舗を創造するために常に向
上心を持って仕事に取り組み、少しでも
早く、会社に貢献できるように頑張りた
いと思います。

将来の抱負
私は「人に寄り添い安心して快適に過ご
せる家を設計したい」という目標を持ち
過ごしてきました。内定を頂いた、大和
ハウス工業株式会社は、工業化住宅を日
本で初めて建設した歴史ある会社であ
り、住宅だけではなく、幅広い事業展開
を行っています。入社後は、建築士を取
得し、常に向上心を持ち、より多くの人
の家づくりに携わりたいと思います。

大和ハウス工業株式会社

住居・インテリア設計学科
KUBOTA　MOMOHA

久保田　桃葉

東洋熱工業株式会社

住居・インテリア設計学科
NAKASHIMA RIYOUTA 

中島　僚太

株式会社スペース

住居・インテリア設計学科
MASHITA KOUKI 

間下　晃希

西松建設株式会社

住居・インテリア設計学科
TANAKA　KENTARO

田中　健太郎

顔写真
27*27

私の就活
私は、東洋熱工業株式会社に就職内定を
頂きました。東洋熱工業はサブコンで有
名な会社であり、施工管理で多くの実績
を持っている会社です。そこで働けるこ
とになったことに感謝し、入社してから
は、若いうちから研修を続けて、長年に
わたって活躍できる人材になれるよう頑
張っていきたいと思います。

私の就活
私は建築工事現場で安全・工程・原価・
労務などを総合的に管理する建築施工職
として西松建設株式会社に内定を頂きま
した。入社後は施工管理者として多くの
方々と力を合わせながら責任のある仕事
をしていきたいと思います。

顔写真
27*27

サブコン
18%ゼネコン

24%
住宅産業

17%

不動産業
・デベロッパー

店舗設計・施工

15%

5%

その他
15%

2018 年度　住居・インテリア学科　進路実績種別

ゼネコン
・三井住友建設
・西松建設
・髙松建設
・佐伯建設
・高藤建設
・ウエハラ工務店
・成斗建設

サブコン
・九電工
・東洋熱工業
・高砂熱学工業

住宅産業
・セキスイハイム九州
・タマホーム
・エコデザイン工房
・lib work　
・大和ハウス工業
・サン・プラザホーム
・今村工務店
・昭和建設

不動産業・デベロッパー
・大和リース
・レオパレス 21
・東建コーポレーション
・大英産業
・ファースト住建
・エイブル

店舗設計・施工
・スペース
・バウハウス丸栄家具・建具・じゅう器小売業

・NEST
・太陽家具百貨店
・アダル

リフォーム業
・住居時間

家具・建具・
じゅう器小売業

4%

リフォーム業 1%

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

進学 0%

主な就職先一覧（2017,18 年度）
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住居・インテリア学科　｜　進路学生寄稿



入社後の抱負
私は、西松建設株式会社に内定を頂きま
した。入社後は、いち早く戦力になれる
よう携わった現場では様々なことに挑戦
していきます。

理系の就職活動
私が就職活動を始めたのは 3 月に開催さ
れた合同企業説明会です。合同企業説明
会の会場には理系専門のエリアがあり、
自分たちの専門分野に沿った企業が多く
ありました。その中で私は就職する会社
に出会うことができました。それからは、
会社の単独説明会に積極的に参加し、パ
ンフレット等で調べたりしました。そし
て、教授に相談していくうちに、大学に
学科推薦という制度があるのを知り、ちょ
うど自分が行きたい会社に学科推薦をし
てもらうことができ、就職先が決まりま
した。

西日本高速道路エンジニ
アリング九州株式会社
都市基盤デザイン工学科
IGAWA　YUDAI

井川　雄大

大牟田市役所

都市基盤デザイン工学科
SARUWATARI TAKUMI

猿渡　拓海

西松建設株式会社

都市基盤デザイン工学科
IKEDA NAOKI

池田　直輝

東京都公立学校教員

都市基盤デザイン工学科
HIROTA YUUKI 

廣田　勇気

就活のススメ
私は、大牟田市役所から内定を頂きまし
た。大学で学んだ知識を活かし、地元で
ある大牟田市のインフラ整備事業に携わ
る予定です。
私は就活をする中で、インターンシップ
が大切であると感じました。実際に志望
業界を体験することで、自分の将来像が
見えてきたと感じました。皆さんも、ぜ
ひインターンシップに参加してみてくだ
さい。

就職後の抱負
私は東京都の高等学校（工業・建築）の
教諭に合格しました。就職後は、生徒を
導く立場として『熱意』を持って生徒と
向き合っていきたいと思います。
日々変化していく教育環境の中で、生活
の中の「なぜ」、「どうして」を大切にし、
生徒と共に自らも成長していける教師像
を目指します。

ゼネコン
33%

2018 年度　都市デザイン工学科　進路実績種別

ゼネコン
・西松建設
・一条工務店
・熊谷組
・三井住友建設
・九鉄工業
・半田建設

サブコン
・大林道路
・博多湾環境整備
・ガイアート
・安部日鋼工業
・大阪防水建設社

住宅産業
・タマホーム
・筑紫トーヨー住器

不動産業・デベロッパー
・駅前不動産
・穴吹コミュニティ

建設コンサルタント
・西日本技術開発
・福岡建設コンサルタント
・第一復建
・日本都市技術
・ティーネットジャパン
・太洋技研
・唯設計事務所

環境・緑化
・石勝エクステリア
・日吉

公務員

・大牟田市
・飯塚市
・東京都公立学校教員

サブコン
14%

住宅産業 3%

建設コンサルタント
26%

不動産業 3%
その他
10%

公務員
6%

進学 0%

 環境・緑化 3%

建材メーカー 2%

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

主な就職先一覧（2017,18 年度）
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進路実績紹介　｜　都市デザイン工学科



入社後の抱負
私は、西松建設株式会社に内定を頂きま
した。入社後は、いち早く戦力になれる
よう携わった現場では様々なことに挑戦
していきます。

理系の就職活動
私が就職活動を始めたのは 3 月に開催さ
れた合同企業説明会です。合同企業説明
会の会場には理系専門のエリアがあり、
自分たちの専門分野に沿った企業が多く
ありました。その中で私は就職する会社
に出会うことができました。それからは、
会社の単独説明会に積極的に参加し、パ
ンフレット等で調べたりしました。そし
て、教授に相談していくうちに、大学に
学科推薦という制度があるのを知り、ちょ
うど自分が行きたい会社に学科推薦をし
てもらうことができ、就職先が決まりま
した。

西日本高速道路エンジニ
アリング九州株式会社
都市基盤デザイン工学科
IGAWA　YUDAI

井川　雄大

大牟田市役所

都市基盤デザイン工学科
SARUWATARI TAKUMI

猿渡　拓海

西松建設株式会社

都市基盤デザイン工学科
IKEDA NAOKI

池田　直輝

東京都公立学校教員

都市基盤デザイン工学科
HIROTA YUUKI 

廣田　勇気

就活のススメ
私は、大牟田市役所から内定を頂きまし
た。大学で学んだ知識を活かし、地元で
ある大牟田市のインフラ整備事業に携わ
る予定です。
私は就活をする中で、インターンシップ
が大切であると感じました。実際に志望
業界を体験することで、自分の将来像が
見えてきたと感じました。皆さんも、ぜ
ひインターンシップに参加してみてくだ
さい。

就職後の抱負
私は東京都の高等学校（工業・建築）の
教諭に合格しました。就職後は、生徒を
導く立場として『熱意』を持って生徒と
向き合っていきたいと思います。
日々変化していく教育環境の中で、生活
の中の「なぜ」、「どうして」を大切にし、
生徒と共に自らも成長していける教師像
を目指します。

ゼネコン
33%

2018 年度　都市デザイン工学科　進路実績種別

ゼネコン
・西松建設
・一条工務店
・熊谷組
・三井住友建設
・九鉄工業
・半田建設

サブコン
・大林道路
・博多湾環境整備
・ガイアート
・安部日鋼工業
・大阪防水建設社

住宅産業
・タマホーム
・筑紫トーヨー住器

不動産業・デベロッパー
・駅前不動産
・穴吹コミュニティ

建設コンサルタント
・西日本技術開発
・福岡建設コンサルタント
・第一復建
・日本都市技術
・ティーネットジャパン
・太洋技研
・唯設計事務所

環境・緑化
・石勝エクステリア
・日吉

公務員

・大牟田市
・飯塚市
・東京都公立学校教員

サブコン
14%

住宅産業 3%

建設コンサルタント
26%

不動産業 3%
その他
10%

公務員
6%

進学 0%

 環境・緑化 3%

建材メーカー 2%

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

主な就職先一覧（2017,18 年度）
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都市デザイン工学科　｜　進路学生寄稿



頭の回転の速さと描くスピードが大切
１年次に２級を取得後インターンシップ
と就活を経てやはりCADを使いこなせ
るようになりたいと思い、４年生の今年
に学内講座を受講しました。１級は作図
が中心で、講座では頭の回転を速くして
止まらずに描くことが大変でした。しか
し講師の方や一緒に受講している学生の
方がポイント等を丁寧に教えてくださ
り、苦手としていた部分をぎりぎりで克
服し、無事合格することができました。

福岡育ちの私は、入学した頃から、この
まち未来について考えるようになりまし
た。まちを動かすための不動産業に興味
を持ち、宅地建物取引士を目指すことに
しました。2年生時は合格できませんで
したが、1年間死に物狂いで勉強した結
果、3年生時に合格を勝ち取ることがで
きました。就職先の東京の大手ディベ
ロッパーで経験を積んだあとは、地元福
岡のまちを動かす仕事をやっていきたい
です。

宅地建物取引士（宅建士）

住居・インテリア設計学科
 TSUJI KEISUKE

辻　啓介

インテリアコーディネーター

住居・インテリア設計学科
HAMAGUCHI NAOKO

濱口　奈央子

CAD利用技術者試験１級

都市基盤デザイン工学科
NAKASHIMA NATSUKI

中島　夏葵

２級ビオトープ施工管理士

都市基盤デザイン工学科
KITANO MAKITO

北野　真紀人

顔写真
27*27

子供の頃からインテリアに興味があった
私は、将来、住宅や内装・インテリアの
仕事につきたいと思っていました。
入学後、学生時代に取得できる資格とし
てインテリアコーディネーターがあるこ
とを知り、資格取得のために頑張って勉
強した結果、合格することができました。
社会に出てからは、この資格を生かして、
夢だった住宅関連の仕事に取り組んでい
きたいと思っています。

2 級ビオトープ施工管理士取得
〇資格取得の経緯
　入学当初から都市緑化など環境系分野
　に興味がありました。3年次に開講さ
　れる植物生態学演習を履修し、ビオ　
トープ施工管理士の役割について学ん
だことをきっかけに資格を取得しよう
と思いました。
〇勉強法
　授業中に配布された資料を繰り返し読
　み、過去問題を解きました。

! "

＊1 キャリアサポート奨励金制度

   
   

＊2 学内講座の開講

この制度は、在学期間中に本学が奨励する各種資格（国家・公的・民間）を取得した学
生に奨励金を給付することで学習意欲の高揚を図り、資格取得を奨励することを目的に
設けられました。 対象の資格ごとに定められたランクによって、合格すると S：5 万円、
A：3 万円、B：1 万円、C：8 千円の奨励金が給付されます。  

九州産業大学では、さまざまな資格取得のための講座を開設しています。
放課後に学内で開催されるため、時間を効率的に使って資格学習をする事ができます。 
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資格実績紹介



頭の回転の速さと描くスピードが大切
１年次に２級を取得後インターンシップ
と就活を経てやはりCADを使いこなせ
るようになりたいと思い、４年生の今年
に学内講座を受講しました。１級は作図
が中心で、講座では頭の回転を速くして
止まらずに描くことが大変でした。しか
し講師の方や一緒に受講している学生の
方がポイント等を丁寧に教えてくださ
り、苦手としていた部分をぎりぎりで克
服し、無事合格することができました。

福岡育ちの私は、入学した頃から、この
まち未来について考えるようになりまし
た。まちを動かすための不動産業に興味
を持ち、宅地建物取引士を目指すことに
しました。2年生時は合格できませんで
したが、1年間死に物狂いで勉強した結
果、3年生時に合格を勝ち取ることがで
きました。就職先の東京の大手ディベ
ロッパーで経験を積んだあとは、地元福
岡のまちを動かす仕事をやっていきたい
です。

宅地建物取引士（宅建士）

住居・インテリア設計学科
 TSUJI KEISUKE

辻　啓介

インテリアコーディネーター

住居・インテリア設計学科
HAMAGUCHI NAOKO

濱口　奈央子

CAD利用技術者試験１級

都市基盤デザイン工学科
NAKASHIMA NATSUKI

中島　夏葵

２級ビオトープ施工管理士

都市基盤デザイン工学科
KITANO MAKITO

北野　真紀人

顔写真
27*27

子供の頃からインテリアに興味があった
私は、将来、住宅や内装・インテリアの
仕事につきたいと思っていました。
入学後、学生時代に取得できる資格とし
てインテリアコーディネーターがあるこ
とを知り、資格取得のために頑張って勉
強した結果、合格することができました。
社会に出てからは、この資格を生かして、
夢だった住宅関連の仕事に取り組んでい
きたいと思っています。

2 級ビオトープ施工管理士取得
〇資格取得の経緯
　入学当初から都市緑化など環境系分野
　に興味がありました。3年次に開講さ
　れる植物生態学演習を履修し、ビオ　
トープ施工管理士の役割について学ん
だことをきっかけに資格を取得しよう
と思いました。
〇勉強法
　授業中に配布された資料を繰り返し読
　み、過去問題を解きました。

顔写真
27*27

! "

＊1 キャリアサポート奨励金制度

   
   

＊2 学内講座の開講

この制度は、在学期間中に本学が奨励する各種資格（国家・公的・民間）を取得した学
生に奨励金を給付することで学習意欲の高揚を図り、資格取得を奨励することを目的に
設けられました。 対象の資格ごとに定められたランクによって、合格すると S：5 万円、
A：3 万円、B：1 万円、C：8 千円の奨励金が給付されます。  

九州産業大学では、さまざまな資格取得のための講座を開設しています。
放課後に学内で開催されるため、時間を効率的に使って資格学習をする事ができます。 
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資格学生寄稿



大学生活とたくさんの「縁」
建築学科 4年　原野紗都子

　今回、本誌に寄稿する機会を頂きありがとう
ございます。私の大学生活の 4 年間について振
り返りたいと思います。
　私は、小さい頃から絵を描くことや工作が好
きで小学生の頃に出会った建築士の方に憧れ、
建築の仕事がしたいと思うようになりました。
高校生の時に参加したオープンキャンパスで九
産大について知りました。学校の雰囲気の良さ
や自分が学びたいと思う内容がある学部だと思
いました。大学受験では第一志望の大学には不
合格。合格を頂いた九産大にはきっとなにか「縁」
があるのだろうと思い九産大に進学することを
決めました。
　1 年生の頃は基礎の授業が主でした。様々な
県の出身の友達ができるのが嬉しかったです。
しかし、単位という考え方や履修登録の難しさ、
90 分授業、私服登校と高校との違いに慣れるの
が大変でした。この頃、将来の選択肢を増やそ
うと思い教職の授業を受け始めました。
2 年生になると専門的な授業が始まりました。
工業高校と普通高校の出身者がそれぞれの得意
分野を教え合いながら仲良くなりました。
3 年生から、姜研究室に所属しました。授業で
構造に興味を持ったことをきっかけに構造系の
ゼミを選び、構造設計事務所でのアルバイトを
始めました。姜先生のお誘いを受けて様々な講
演会やイベントに参加しました。授業内容含め
１番濃い 1 年間だったと思います。4 年生では
卒業論文と就職活動、教育実習が主でした。大
学生活の締めとして座学の授業はないもの１つ
１つが大変でとても忙しい 1年間でした。
　4 年間を振り返ると本当にあっという間でし
たが、大学生活では沢山のことを学び、経験す

ることができました。建築の知識、教職の知識、
ボランティア活動やアルバイトを通して社会人
の方と交流、時間管理の方法、自己責任での行動、
色々な地への旅行、お酒の飲み方などなど。そ
の中でも特に自己管理の大切さを学びました。
授業の組み方、授業の出席確認、アルバイトの
シフト管理など様々な面で自分の責任で物事を
管理しなければいけないことがありました。4
年間で身に付けた管理能力はこれからも活かし
ていきたいと思います。4年前なにか縁があるの
だろうと思い九産大に来ました。大学の先生方と
出会ったこと、沢山の友人ができたこと、設計
事務所でアルバイトをさせていただけたこと、
やりたい仕事が見つかり希望の就職先に就職で
きたこと等々。全てが九産大に来たことが縁で
つながり、今の私があるのだと思います。他の
大学には行ったことがないので比べようがあり
ませんが、九産大に来てよかったと思っていま
す。後輩の皆さんへ伝えたいこととしては、授業
にしっかり出て、サークルもアルバイトも趣味
も沢山楽しんで、沢山の経験を積んで縁をいっ
ぱい広げてください。きっと九産大で良かったと
思えるはずです。
　大学に行かせてくれた両親、沢山お世話になっ
た先生方に感謝の思いでいっぱいです。今後の
目標として、1 級建築士の試験に合格し、私の

憧れた建築士の方のような誰かに夢を与えるこ
とができる女性になりたいです。これから社会
人として大きな一歩を踏み出すことに期待と不
安でいっぱいですが、4 年間で成長した自分に

自信を持ち、もっと大きく成長できるように頑
張っていきます。

学生時代を振り返って 

住居・インテリア設計学科４年 酒井優衣 
今回、寄稿する機会を頂きましたことに感謝

申しあげます。 
この４年間を振り返ってみると、本当に楽し

く、貴重な体験ばかりでした。１年次には講義
で学生が設計した１坪のキオスクを大工の方に
教えて頂きながら建て、住宅を建てることの大
変さを知ったり、２年次には住居学実習で京都
に行き町屋を見学させて頂き、季節と上手く付
き合い過ごしていく暮らしを知ったり、本当に
いろんな体験をしてきました。 

その中でも私が一番思い出深いのは、３年次
にゼミで行った糸島ダーチャプロジェクトです。
実際に住まい手がいる住宅を、学生が設計して
板倉構法で建てる取り組みです。ゼミ内でコン
ペを行って、私と友人で考えたプランが選ばれ
ました。住まい手の方に「２人にお願いしたい、
よろしくお願いします」と言われて、とても嬉
しかったことを今でも思い出します。 

そこから私たちが中心となりプロジェクトを
進めていきました。住まい手の方と話し合いを
重ね、要望を取り入れながらプランを再考する
のが、大変でした。プロジェクトメンバーで、そ
れぞれ図面に書き起こし、私は建具表を担当す
ることになり、大学の講義などでは作成するこ

とのない図面なので、難しく何度も書き直し苦
戦しました。外壁材の塗装やデッキ作りなども
大工の方に教えて頂きながら学生で行いました。

上棟の日、自分たちが携わった住宅が出来て
いく姿を見て本当に感動しました。内装も完成
し、完成見学会の際、住宅を建てることは本当
に大変で辛い時もありますが、住まい手の方に
笑顔で「ありがとうございました」と言われ、本
当に携わって良かった、最後まで無事に完成す
ることができた達成感をとても感じました。依
頼してくださった住まい手の方、プロジェクト
に携わって頂いた皆さんに感謝でいっぱいです。

実際に、体験したから分かること、感じるこ
とがたくさんありました。この貴重な経験をし、
私は卒業後も家づくりに関わっていきたいと思
います。このような経験ができる九州産業大学
工学部住居・インテリア設計学科に入学し過ご
すことができたこと本当に良かったです。 
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大学生活とたくさんの「縁」
建築学科 4年　原野紗都子

　今回、本誌に寄稿する機会を頂きありがとう
ございます。私の大学生活の 4 年間について振
り返りたいと思います。
　私は、小さい頃から絵を描くことや工作が好
きで小学生の頃に出会った建築士の方に憧れ、
建築の仕事がしたいと思うようになりました。
高校生の時に参加したオープンキャンパスで九
産大について知りました。学校の雰囲気の良さ
や自分が学びたいと思う内容がある学部だと思
いました。大学受験では第一志望の大学には不
合格。合格を頂いた九産大にはきっとなにか「縁」
があるのだろうと思い九産大に進学することを
決めました。
　1 年生の頃は基礎の授業が主でした。様々な
県の出身の友達ができるのが嬉しかったです。
しかし、単位という考え方や履修登録の難しさ、
90 分授業、私服登校と高校との違いに慣れるの
が大変でした。この頃、将来の選択肢を増やそ
うと思い教職の授業を受け始めました。
2 年生になると専門的な授業が始まりました。
工業高校と普通高校の出身者がそれぞれの得意
分野を教え合いながら仲良くなりました。
3 年生から、姜研究室に所属しました。授業で
構造に興味を持ったことをきっかけに構造系の
ゼミを選び、構造設計事務所でのアルバイトを
始めました。姜先生のお誘いを受けて様々な講
演会やイベントに参加しました。授業内容含め
１番濃い 1 年間だったと思います。4 年生では
卒業論文と就職活動、教育実習が主でした。大
学生活の締めとして座学の授業はないもの１つ
１つが大変でとても忙しい 1年間でした。
　4 年間を振り返ると本当にあっという間でし
たが、大学生活では沢山のことを学び、経験す

ることができました。建築の知識、教職の知識、
ボランティア活動やアルバイトを通して社会人
の方と交流、時間管理の方法、自己責任での行動、
色々な地への旅行、お酒の飲み方などなど。そ
の中でも特に自己管理の大切さを学びました。
授業の組み方、授業の出席確認、アルバイトの
シフト管理など様々な面で自分の責任で物事を
管理しなければいけないことがありました。4
年間で身に付けた管理能力はこれからも生かし
ていきたいと思います。4 年前なにか縁がある
のだろうと思い九産大に来ました。大学の先生
方と出会ったこと、沢山の友人ができたこと、
設計事務所でアルバイトをさせていただけたこ
と、やりたい仕事が見つかり希望の就職先に就
職できたこと等々。全てが九産大に来たことが
縁でつながり、今の私があるのだと思います。
他の大学には行ったことがないので比べようが
ありませんが、九産大に来てよかったと思って
います。後輩の皆さんへ伝えたいこととしては、
授業にしっかり出て、サークルもアルバイトも
趣味も沢山楽しんで、沢山の経験を積んで縁を
いっぱい広げてください。きっと九産大で良かっ
たと思えるはずです。
　大学に行かせてくれた両親、沢山お世話になっ
た先生方に感謝の思いでいっぱいです。今後の
目標として、1 級建築士の試験に合格し、私の
憧れた建築士の方のような誰かに夢を与えるこ
とができる女性になりたいです。これから社会
人として大きな一歩を踏み出すことに期待と不
安でいっぱいですが、4 年間で成長した自分に
自信を持ち、もっと大きく成長できるように頑
張っていきます。

学生時代を振り返って 

住居・インテリア設計学科４年 酒井優衣 
今回、寄稿する機会を頂きましたことに感謝

申しあげます。 
この４年間を振り返ってみると、本当に楽し

く、貴重な体験ばかりでした。１年次には講義
で学生が設計した１坪のキオスクを大工の方に
教えて頂きながら建て、住宅を建てることの大
変さを知ったり、２年次には住居学実習で京都
に行き町屋を見学させて頂き、季節と上手く付
き合い過ごしていく暮らしを知ったり、本当に
いろんな体験をしてきました。 
 その中でも私が一番思い出深いのは、３年次
にゼミで行った糸島ダーチャプロジェクトです。
実際に住まい手がいる住宅を、学生が設計して
板倉構法で建てる取り組みです。ゼミ内でコン
ペを行って、私と友人で考えたプランが選ばれ
ました。住まい手の方に「２人にお願いしたい、
よろしくお願いします」と言われて、とても嬉
しかったことを今でも思い出します。 

そこから私たちが中心となりプロジェクトを
進めていきました。住まい手の方と話し合いを
重ね、要望を取り入れながらプランを再考する
のが、大変でした。プロジェクトメンバーで、そ
れぞれ図面に書き起こし、私は建具表を担当す
ることになり、大学の講義などでは作成するこ

とのない図面なので、難しく何度も書き直し苦
戦しました。外壁材の塗装やデッキ作りなども
大工の方に教えて頂きながら学生で行いました。 

上棟の日、自分たちが携わった住宅が出来て
いく姿を見て本当に感動しました。内装も完成
し、完成見学会の際、住宅を建てることは本当
に大変で辛い時もありますが、住まい手の方に
笑顔で「ありがとうございました」と言われ、本
当に携わって良かった、最後まで無事に完成す
ることができた達成感をとても感じました。依
頼してくださった住まい手の方、プロジェクト
に携わって頂いた皆さんに感謝でいっぱいです。 

実際に、体験したから分かること、感じるこ
とがたくさんありました。この貴重な経験をし、
私は卒業後も家づくりに関わっていきたいと思
います。このような経験ができる九州産業大学
工学部住居・インテリア設計学科に入学し過ご
すことができたこと本当に良かったです。 
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ラグビーを通して 
都市デザイン⼯学科 2 年 内野琴⾳ 

 
 私は、⼥⼦ラグビー部に所属しています。⼥⼦

ラグビー部は他の部活と⽐べ⼈数がとても少な
い中で練習に励んでいます。私は、幼い頃からラ

グビーを始め、今年で１６年⽬になります。しか
し、⼤学に⼊学してから今までにない壁にぶつか
ることが多くなりました。沢⼭経験した中で今で

も何が正解で何が間違いなのか分からないこと
があります。それは、周りの⼈に⾃分の意⾒を伝
えることです。私のように幼い頃からラグビーを

している⼈もいれば、⼤学からスタートさせた⼈
もいます。その為、周りから意⾒を求められたり、

プレーの説明をする機会が増えたりと頼られる
場⾯が増えてきました。今までの私は、周りが経
験豊富な選⼿ばかりだった為頼ってばかりきた

ので、どのように説明すれば分かりやすいのか、
ラグビーを⼀から始める⼈にどう説明すればイ
メージしやすくなるのかを今まで以上に考える

ようになり難しさを感じています。 

 

 
 
⾃分では当たり前だと思っていることも理解で

きなかったりと様々なギャップがあり、苦労を感
じることもあります。しかし、常にどうすれば伝

わりやすいのか、プレーしやすくなるのかなど周
りの事を考える時間が増え、今までにない経験が
できています。今はまだ正解を⾒つけ出せていま

せんが、少しずつ説明するのが慣れてきているの
でチームがよくなるように、ラグビーが楽しいと
思ってもらえるように頑張っていこうと思いま

す。残り２年のラグビー⽣活になりますが、これ
からはもっともっと頼られる学年になると思う

ので、周りの事に気を配り様々な場⾯でリードで
きる存在になりたいと思います。ラグビーだけで
はなく、学業も疎かにせず両⽴できるように頑張

りたいと思います。 
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ラグビーを通して 
都市デザイン⼯学科 2 年 内野琴⾳ 

 
 私は、⼥⼦ラグビー部に所属しています。⼥⼦

ラグビー部は他の部活と⽐べ⼈数がとても少な
い中で練習に励んでいます。私は、幼い頃からラ

グビーを始め、今年で１６年⽬になります。しか
し、⼤学に⼊学してから今までにない壁にぶつか
ることが多くなりました。沢⼭経験した中で今で

も何が正解で何が間違いなのか分からないこと
があります。それは、周りの⼈に⾃分の意⾒を伝
えることです。私のように幼い頃からラグビーを

している⼈もいれば、⼤学からスタートさせた⼈
もいます。その為、周りから意⾒を求められたり、

プレーの説明をする機会が増えたりと頼られる
場⾯が増えてきました。今までの私は、周りが経
験豊富な選⼿ばかりだった為頼ってばかりきた

ので、どのように説明すれば分かりやすいのか、
ラグビーを⼀から始める⼈にどう説明すればイ
メージしやすくなるのかを今まで以上に考える

ようになり難しさを感じています。 

 

 
 
⾃分では当たり前だと思っていることも理解で

きなかったりと様々なギャップがあり、苦労を感
じることもあります。しかし、常にどうすれば伝

わりやすいのか、プレーしやすくなるのかなど周
りの事を考える時間が増え、今までにない経験が
できています。今はまだ正解を⾒つけ出せていま

せんが、少しずつ説明するのが慣れてきているの
でチームがよくなるように、ラグビーが楽しいと
思ってもらえるように頑張っていこうと思いま

す。残り２年のラグビー⽣活になりますが、これ
からはもっともっと頼られる学年になると思う

ので、周りの事に気を配り様々な場⾯でリードで
きる存在になりたいと思います。ラグビーだけで
はなく、学業も疎かにせず両⽴できるように頑張

りたいと思います。 
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建築都市工学部長賞



■2018年度建築学科卒業研究優秀作品

建築学科の卒業研究は、設計または論文の何れか一方を選択する必修科目で、大学で学んだ建築学の
集大成でもある。今年度は設計が 30％（18/60 作品）で前年度の 28％（20/71 作品）とほぼ同じであ
る。 

●設計作品の講評
金賞 「道に溶ける建築　〜習慣反復に基づく個人領域の拡張〜」 

15TA025小澤成美君（月刊「近代建築」別冊「卒業設計」掲載） 
九大跡地で再開発が進む六本松。一方で 4m に満たない前面道路であるが故、住民の生活の様子が道

にはみ出し生々とした街区がある。道幅が狭いことがネガティブな要因ではなく、過剰なプライバシー
や占有意識を緩めるポジティブな要因と捉え、更にそれを助長するこの提案は、現代都市の在り方を問
う力作である。（矢作昌生教授） 

銀賞 「堀割の駅  〜柳川の活性化〜」 
15TA066平田真樹君（日本建築学会卒業設計優秀作品展出展） 

柳川市の主要観光である川下りの終着地沖端の衰退に着目し、柳川の歴史継承と地方の価値向上に貢
献できる、情報発信、回遊観光、地域連携など多様な機能をもつ「掘割の駅」の提案で、裏堀へどんこ
船の回遊、回遊歩道、親水空間などを設けた回遊、親水の計画が評価される。（船越正啓准教授） 

銅賞 「生活の痕跡」 15TA049戸上夏希君 
近代化や規格住宅によって「暮らしの豊かさ」は箱に閉じ込められてしまった。サーベイを行い、物

干しや植栽など建築からはみ出したものが街を生々と彩っていることに気づき、渦巻き型をモジュール
として、人の行為が建築のフレームからはみ出すこの集合住宅は生々とした生活像が想像できる提案と
なった。（矢作昌生教授） 

佳作 「つながる・ひろがる ～空き家の再活用～」 15TA077 松村千暁君 
空き家が目立つ 1960～70 年代に供給された戸建分譲住宅団地の空き家を活用した、住民同士が気軽

に集まることのできる共有空間の提案で、敷地および空き家周辺状況を詳細に調査し、カフェ、憩いの
場、子供秘密基地など気軽に集まれる、団地に活気を与える計画が評価される。（船越正啓准教授） 

●設計総評（矢作昌生教授）
今年度の作品は、近代化で失ってしまった街の活気や豊かさの再考、少子高齢化による空き家の増加

や観光地の衰退など、現代社会が抱える問題をテーマとした卒業設計作品が多く見られた。学生の立場
でも、現代社会の切実な問題に意識的になり、建築を通して課題解決を試みている姿勢は大変評価でき
るものである。しかしながら、現実的な問題を直視し過ぎたせいか、提案としてこぢんまりとしている
点は否めず、より一層の発想の転換や飛躍もあって良かったのではないかと感じた。今後の活躍を期待
しています。 

●構造・材料論文の講評
金賞 「地震地域係数の影響に関する解析的研究」

15TA074 松石和也君 
本研究では地震地域係数 1.0 で設計された RC 造建物を，0.8 で設計した場合の耐震性能に及ぼす影

響を，耐力だけでなく地震応答解析まで含めて検討した点が大いに評価できる。（内田和弘教授） 

銅賞 「繰り返し加力を受ける CFT短柱の解析的研究」 15TA021 衛藤恭兵君 
解析対象とする実験では正負で加力点位置が異なるが，加力点位置を変更しながら解析を実行するこ

とは難しい。この課題に加力点位置にバネ要素を設ける解決方法を提案した。（内田和弘教授） 

銅賞 「RC造柱梁接合部における梁主筋の配筋が応力伝達に与える影響に関する実験」 
15TA038 坂口大洋君，15TA052 中山翔太君 

鉄筋コンクリート造の柱梁接合部において梁主筋の定着方法の違いが接合部の性状に及ぼす影響に
ついて，熱心に実験に取り組み，その貴重な成果をよく纏め上げた。（花井伸明教授） 

●計画・環境論文の講評
金賞 「床冷暖房とエアコンの併用による室内環境調節に関する研究」

15TA064 平川広君，15TA065 平義直也君 
住宅での併用空調（対流式エアコン＋床冷暖房）適用を検討するための基礎実験を行い、冬季床暖房
併用下で、エアコン 22℃設定でも室内環境を快適域に維持できることを示した。（北山広樹教授） 

金賞 「フライ・オットー設計「マンハイム多目的ホール」(1975)の形態分析」 
15TA086 米澤春香君 

建築の曲面を CG ソフトのコマンドを用い科学的に分析する建築史の新しい課題に取り組み、CG 再
現過程の膨大な試行錯誤とドイツでの現地調査を乗り越え、優れた研究に仕上げた。 

（冨田英夫准教授） 

銀賞 「ドイツ後期ゴシック建築における反転曲線リブの形態分析」 15TA054 西寛夢君 
従来、視覚的印象の記述にとどまっていた反転曲線リブの曲率を分析し、限られた曲率である事を明

らかにし、師弟間の手法の展開として位置付けた点は西君の独自の成果である。（冨田英夫准教授） 

●論文総評（花井伸明学科主任）
2018 年度に提出された卒業論文は，構造・材料系が 19 テーマ ，環境系が 11 テーマ，計画系が 10

テーマの，合計 40 テーマであった。所属研究室の特色を生かして，多様なテーマの論文が提出された。
2017 年度と比べると全体的な評価はやや低くなったが未提出を除き不合格はなく，また完成度・学術的
重要性ともに高く評価できる論文も何点かあり，上記のような結果となった。

48

卒業研究　｜　建築学科　｜　2018 年度　優秀作品一覧



■2018年度建築学科卒業研究優秀作品

建築学科の卒業研究は、設計または論文の何れか一方を選択する必修科目で、大学で学んだ建築学の
集大成でもある。今年度は設計が 30％（18/60 作品）で前年度の 28％（20/71 作品）とほぼ同じであ
る。 

●設計作品の講評
金賞 「道に溶ける建築　〜習慣反復に基づく個人領域の拡張〜」 

15TA025小澤成美君（月刊「近代建築」別冊「卒業設計」掲載） 
九大跡地で再開発が進む六本松。一方で 4m に満たない前面道路であるが故、住民の生活の様子が道

にはみ出し生々とした街区がある。道幅が狭いことがネガティブな要因ではなく、過剰なプライバシー
や占有意識を緩めるポジティブな要因と捉え、更にそれを助長するこの提案は、現代都市の在り方を問
う力作である。（矢作昌生教授） 

銀賞 「堀割の駅  〜柳川の活性化〜」 
15TA066平田真樹君（日本建築学会卒業設計優秀作品展出展） 

柳川市の主要観光である川下りの終着地沖端の衰退に着目し、柳川の歴史継承と地方の価値向上に貢
献できる、情報発信、回遊観光、地域連携など多様な機能をもつ「掘割の駅」の提案で、裏堀へどんこ
船の回遊、回遊歩道、親水空間などを設けた回遊、親水の計画が評価される。（船越正啓准教授） 

銅賞 「生活の痕跡」 15TA049戸上夏希君 
近代化や規格住宅によって「暮らしの豊かさ」は箱に閉じ込められてしまった。サーベイを行い、物

干しや植栽など建築からはみ出したものが街を生々と彩っていることに気づき、渦巻き型をモジュール
として、人の行為が建築のフレームからはみ出すこの集合住宅は生々とした生活像が想像できる提案と
なった。（矢作昌生教授） 

佳作 「つながる・ひろがる ～空き家の再活用～」 15TA077 松村千暁君 
空き家が目立つ 1960～70 年代に供給された戸建分譲住宅団地の空き家を活用した、住民同士が気軽

に集まることのできる共有空間の提案で、敷地および空き家周辺状況を詳細に調査し、カフェ、憩いの
場、子供秘密基地など気軽に集まれる、団地に活気を与える計画が評価される。（船越正啓准教授） 

●設計総評（矢作昌生教授）
今年度の作品は、近代化で失ってしまった街の活気や豊かさの再考、少子高齢化による空き家の増加

や観光地の衰退など、現代社会が抱える問題をテーマとした卒業設計作品が多く見られた。学生の立場
でも、現代社会の切実な問題に意識的になり、建築を通して課題解決を試みている姿勢は大変評価でき
るものである。しかしながら、現実的な問題を直視し過ぎたせいか、提案としてこぢんまりとしている
点は否めず、より一層の発想の転換や飛躍もあって良かったのではないかと感じた。今後の活躍を期待
しています。 

●構造・材料論文の講評
金賞 「地震地域係数の影響に関する解析的研究」

15TA074 松石和也君 
本研究では地震地域係数 1.0 で設計された RC 造建物を，0.8 で設計した場合の耐震性能に及ぼす影

響を，耐力だけでなく地震応答解析まで含めて検討した点が大いに評価できる。（内田和弘教授） 

銅賞 「繰り返し加力を受ける CFT短柱の解析的研究」 15TA021 衛藤恭兵君 
解析対象とする実験では正負で加力点位置が異なるが，加力点位置を変更しながら解析を実行するこ

とは難しい。この課題に加力点位置にバネ要素を設ける解決方法を提案した。（内田和弘教授） 

銅賞 「RC造柱梁接合部における梁主筋の配筋が応力伝達に与える影響に関する実験」 
15TA038 坂口大洋君，15TA052 中山翔太君 

鉄筋コンクリート造の柱梁接合部において梁主筋の定着方法の違いが接合部の性状に及ぼす影響に
ついて，熱心に実験に取り組み，その貴重な成果をよく纏め上げた。（花井伸明教授） 

●計画・環境論文の講評
金賞 「床冷暖房とエアコンの併用による室内環境調節に関する研究」

15TA064 平川広君，15TA065 平義直也君 
住宅での併用空調（対流式エアコン＋床冷暖房）適用を検討するための基礎実験を行い、冬季床暖房
併用下で、エアコン 22℃設定でも室内環境を快適域に維持できることを示した。（北山広樹教授） 

金賞 「フライ・オットー設計「マンハイム多目的ホール」(1975)の形態分析」 
15TA086 米澤春香君 

建築の曲面を CG ソフトのコマンドを用い科学的に分析する建築史の新しい課題に取り組み、CG 再
現過程の膨大な試行錯誤とドイツでの現地調査を乗り越え、優れた研究に仕上げた。 

（冨田英夫准教授） 

銀賞 「ドイツ後期ゴシック建築における反転曲線リブの形態分析」 15TA054 西寛夢君 
従来、視覚的印象の記述にとどまっていた反転曲線リブの曲率を分析し、限られた曲率である事を明

らかにし、師弟間の手法の展開として位置付けた点は西君の独自の成果である。（冨田英夫准教授） 

●論文総評（花井伸明学科主任）
2018 年度に提出された卒業論文は，構造・材料系が 19 テーマ ，環境系が 11 テーマ，計画系が 10

テーマの，合計 40 テーマであった。所属研究室の特色を生かして，多様なテーマの論文が提出された。
2017 年度と比べると全体的な評価はやや低くなったが未提出を除き不合格はなく，また完成度・学術的
重要性ともに高く評価できる論文も何点かあり，上記のような結果となった。
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卒業研究



■道に溶ける建築 
15TA025小澤成美 

 

 

道に溶ける建築 
月刊「近代建築」別冊「卒業設計」掲載 

 

 

金賞作品 
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■道に溶ける建築 
15TA025小澤成美 

 

 

道に溶ける建築
月刊「近代建築」別冊「卒業設計」掲載

金賞作品
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卒業研究金賞



 ■掘割の駅 ～柳川の活性化～ 
15TA066平田真樹 

 

 

に溶ける建築 
日本建築学会卒業設計優秀作品展出展 

 

銀賞作品 
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 ■掘割の駅 ～柳川の活性化～ 
15TA066平田真樹 

 

 

に溶ける建築 
日本建築学会卒業設計優秀作品展出展 

 

銀賞作品 
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■生活の痕跡 
15TA049戸上夏希 

 

 

に溶ける建築 
 

 

銅賞作品 
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■生活の痕跡 
15TA049戸上夏希 

 

 

に溶ける建築 
 

 

銅賞作品 
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■つながる・ひろがる ～空き家の再活用～ 
15TA077 松村千暁 

 

 
 

  

佳作作品 
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■つながる・ひろがる ～空き家の再活用～ 
15TA077 松村千暁 

 

 
 

  

佳作作品 
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建築学科　｜　2018 年度 設計部門　｜　佳作 卒業研究



 

■2017年度建築学科卒業研究優秀作品 

建築学科の卒業研究は，設計または論文の何れか一方を選択する必修科目で，大学で学んだ建築学の
集大成でもある。2017 年度は設計が 28％（20/71 作品）で 2016 年度の 27％（20/74 作品）とほぼ同
じである。 

 
●設計作品の講評 
銀賞 「人と都市を繋げる影 〜影の領域〜」 

14TA034 塩真光君（日本建築学会卒業設計優秀作品展） 
沖縄の建築の様式や歴史のリサーチに加え，街を歩き，日差しが強い沖縄では影が人々の振る舞いに

大きく影響を与えていることに着目した。観光地として地域性が薄まってしまった国際通りに敷地を選
定し，そこに沖縄らしい「影の空間」を提案したこの作品は，新しい土着的建築を思考する力作である。 

（矢作昌生教授） 
 
佳作 「みんなの家 〜この笑顔を後世に残したい〜」 14TA012 内野友貴君 
父の故郷である島に１ヶ月間滞在してリサーチを行った。島では少子高齢化が急速に進み限界集落に

なりつつある。一方，相互扶助が行き届いており老人介護施設がない。そこで，高齢者，若者，観光客
が交流や相互扶助できる施設を新築・空き家利用などで提案した。限界集落の在り方に一石を投じる作
品である。（矢作昌生教授） 
 
佳作 「地域交流の場の再生 〜公民館へ新しい空間の提案〜」 14TA037 白水沙也加君 
地元にある小地区公民館のうち利用頻度が少ない小地区公民館を地域交流の場として再生させる計

画で，神社内の敷地は参拝者の利用，田畑に囲まれた敷地は農作業の合間の休憩所，住宅地の中の比較
的広い敷地は公園と一体的に計画するなど場所性を考慮した計画が評価される。（船越正啓准教授） 
 
佳作 「多文化コミュニティ」 14TA064 古川竜一君（福岡県建築士会賞） 
九州大学箱崎キャンパス移転に伴い衰退化する，外国人が多く居住する東区箱崎において，旧箱崎商

店街を敷地に商店街の再生と外国人と日本人が共住する住居の複合施設で，旧箱崎商店街の再現，外国
人との交流，幼児施設を設けるなど地区特性を考慮した計画が評価される。（船越正啓准教授） 
 
 
●設計総評（船越正啓准教授） 
テーマは，商業，居住，福祉，医療，交流，教育，宿泊，業務など多岐にわたるものの，共通して敷

地特性や場所性を読み解き設計していることは評価される。中でも沖縄の日照の強さから影に着目した
作品および鳥栖の野鳥の習性に着目した鳥の栖を介した人と野鳥が共生する作品は秀逸である。 
 

 
 
 
●構造・材料論文の講評 
銀賞 「段差梁を有する鉄筋コンクリート造柱梁接合部に関する解析的研究」 

14TA024 川浪麟太郎君 
 本研究では，RC段差梁・柱接合部における応力伝達に関する実験について，3次元非線形 FEM解析
を行った。実験では得ることのできない柱梁接合部における応力の流れを断面ごとに可視化するととも
に，定着方法の異なる仮想試験体の解析も行った点が大いに評価できる。（内田和弘教授） 
 
銅賞 「梁が偏芯した柱梁接合部を有する柱 RC・梁 S架構の解析的研究」 

14TA052 津村真吾君 
 本研究では，梁が偏芯した柱梁接合部を有する柱 RC 梁 S 構造 3層 3 スパン架構の３次元非線形解析
を行った。試験体の解析に比較すると膨大なメッシュ数となる大規模解析に挑戦した点が評価できる。
想定した梁の偏芯量が架構全体の耐震性能には影響が小さいことを確認した。（内田和弘教授） 
 
 
●計画・環境論文の講評 
銀賞 「夏季冷房時における設定温度に関する研究」 

14TA019 金子裕太君，14TA020 椛島隼人君 
環境省推奨の「28℃設定」に関して，室温 28℃の居室内（人工気候室）で相対湿度を変化させた場合

の温熱感覚の違いを，被験者（青年男子）実験により検証した。湿度調節により，28℃設定の環境下で
も快適空間（暑くも寒くもない中立状態）を形成できることを示した。（北山広樹教授） 
 
銀賞 「床冷房を用いた足部冷却が全身温冷感に及ぼす影響に関する研究」 

14TA029 是久亜紀君，14TA030 後藤佑太朗君 
本研究論文は，研究室における継続テーマを扱ったものではあるもが，実験条件を新規に設定し，同

一年度内に実施したものであることから，多大な時間を要している。そうしたことを踏まえると分析方
法や，結果の解釈などにも苦労の跡が見受けられ，是久さんと後藤君による労作であるといえる。 

（深川健太准教授） 
 
 
●論文総評（内田和弘学科主任） 
 今年度は，構造系で銀賞，銅賞各 1件，環境系で銀賞 2件であり，金賞がなかったことは残念であっ
た。構造系は 2つとも有限要素法を用いた解析的研究，環境系は 2 つとも人工気候室を用いた実験的研
究である。いずれの研究も，研究計画がしっかりとしており，解析や実験の結果を数多くの図表に緻密
に表現し，そこからわかりやすく結論を導き出している力作である。 
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■2017年度建築学科卒業研究優秀作品 

建築学科の卒業研究は，設計または論文の何れか一方を選択する必修科目で，大学で学んだ建築学の
集大成でもある。2017 年度は設計が 28％（20/71 作品）で 2016 年度の 27％（20/74 作品）とほぼ同
じである。 

 
●設計作品の講評 
銀賞 「人と都市を繋げる影 〜影の領域〜」 

14TA034 塩真光君（日本建築学会卒業設計優秀作品展） 
沖縄の建築の様式や歴史のリサーチに加え，街を歩き，日差しが強い沖縄では影が人々の振る舞いに

大きく影響を与えていることに着目した。観光地として地域性が薄まってしまった国際通りに敷地を選
定し，そこに沖縄らしい「影の空間」を提案したこの作品は，新しい土着的建築を思考する力作である。 

（矢作昌生教授） 
 
佳作 「みんなの家 〜この笑顔を後世に残したい〜」 14TA012 内野友貴君 
父の故郷である島に１ヶ月間滞在してリサーチを行った。島では少子高齢化が急速に進み限界集落に

なりつつある。一方，相互扶助が行き届いており老人介護施設がない。そこで，高齢者，若者，観光客
が交流や相互扶助できる施設を新築・空き家利用などで提案した。限界集落の在り方に一石を投じる作
品である。（矢作昌生教授） 
 
佳作 「地域交流の場の再生 〜公民館へ新しい空間の提案〜」 14TA037 白水沙也加君 
地元にある小地区公民館のうち利用頻度が少ない小地区公民館を地域交流の場として再生させる計

画で，神社内の敷地は参拝者の利用，田畑に囲まれた敷地は農作業の合間の休憩所，住宅地の中の比較
的広い敷地は公園と一体的に計画するなど場所性を考慮した計画が評価される。（船越正啓准教授） 
 
佳作 「多文化コミュニティ」 14TA064 古川竜一君（福岡県建築士会賞） 
九州大学箱崎キャンパス移転に伴い衰退化する，外国人が多く居住する東区箱崎において，旧箱崎商

店街を敷地に商店街の再生と外国人と日本人が共住する住居の複合施設で，旧箱崎商店街の再現，外国
人との交流，幼児施設を設けるなど地区特性を考慮した計画が評価される。（船越正啓准教授） 
 
 
●設計総評（船越正啓准教授） 
テーマは，商業，居住，福祉，医療，交流，教育，宿泊，業務など多岐にわたるものの，共通して敷

地特性や場所性を読み解き設計していることは評価される。中でも沖縄の日照の強さから影に着目した
作品および鳥栖の野鳥の習性に着目した鳥の栖を介した人と野鳥が共生する作品は秀逸である。 
 

 
 
 
●構造・材料論文の講評 
銀賞 「段差梁を有する鉄筋コンクリート造柱梁接合部に関する解析的研究」 

14TA024 川浪麟太郎君 
 本研究では，RC段差梁・柱接合部における応力伝達に関する実験について，3次元非線形 FEM解析
を行った。実験では得ることのできない柱梁接合部における応力の流れを断面ごとに可視化するととも
に，定着方法の異なる仮想試験体の解析も行った点が大いに評価できる。（内田和弘教授） 
 
銅賞 「梁が偏芯した柱梁接合部を有する柱 RC・梁 S架構の解析的研究」 

14TA052 津村真吾君 
 本研究では，梁が偏芯した柱梁接合部を有する柱 RC 梁 S 構造 3層 3 スパン架構の３次元非線形解析
を行った。試験体の解析に比較すると膨大なメッシュ数となる大規模解析に挑戦した点が評価できる。
想定した梁の偏芯量が架構全体の耐震性能には影響が小さいことを確認した。（内田和弘教授） 
 
 
●計画・環境論文の講評 
銀賞 「夏季冷房時における設定温度に関する研究」 

14TA019 金子裕太君，14TA020 椛島隼人君 
環境省推奨の「28℃設定」に関して，室温 28℃の居室内（人工気候室）で相対湿度を変化させた場合

の温熱感覚の違いを，被験者（青年男子）実験により検証した。湿度調節により，28℃設定の環境下で
も快適空間（暑くも寒くもない中立状態）を形成できることを示した。（北山広樹教授） 
 
銀賞 「床冷房を用いた足部冷却が全身温冷感に及ぼす影響に関する研究」 

14TA029 是久亜紀君，14TA030 後藤佑太朗君 
本研究論文は，研究室における継続テーマを扱ったものではあるもが，実験条件を新規に設定し，同

一年度内に実施したものであることから，多大な時間を要している。そうしたことを踏まえると分析方
法や，結果の解釈などにも苦労の跡が見受けられ，是久さんと後藤君による労作であるといえる。 

（深川健太准教授） 
 
 
●論文総評（内田和弘学科主任） 
 今年度は，構造系で銀賞，銅賞各 1件，環境系で銀賞 2件であり，金賞がなかったことは残念であっ
た。構造系は 2つとも有限要素法を用いた解析的研究，環境系は 2 つとも人工気候室を用いた実験的研
究である。いずれの研究も，研究計画がしっかりとしており，解析や実験の結果を数多くの図表に緻密
に表現し，そこからわかりやすく結論を導き出している力作である。 
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■人と都市を繋げる影 〜影の領域〜 

14TA034 塩真光 

 

 

溶ける建築 
日本建築学会卒業設計優秀作品展出展 

 

 

銀賞作品 
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■人と都市を繋げる影 〜影の領域〜 

14TA034 塩真光 

 

 

溶ける建築 
日本建築学会卒業設計優秀作品展出展 

 

 

銀賞作品 
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■みんなの家 〜この笑顔を後世に残したい〜
14TA012 内野友貴

 
 

 

 

佳作作品 
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■みんなの家 〜この笑顔を後世に残したい〜
14TA012 内野友貴

 
 

 

 

佳作作品 
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■地域交流の場の再生 〜公民館へ新しい空間の提案〜 
14TA037白水沙也加 

 

 

 
 

 

 

佳作作品 
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■地域交流の場の再生 〜公民館へ新しい空間の提案〜 
14TA037白水沙也加 

 

 

 
 

 

 

佳作作品 
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■多文化コミュニティ 
14TA064 古川竜一 

 

 

 
福岡県建築士会賞 

 

 

佳作作品 
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■多文化コミュニティ 
14TA064 古川竜一 

 

 

 
福岡県建築士会賞 

 

 

佳作作品 
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近代建築卒業制作出品卒業研究　｜　住居・インテリア学科　｜　2018 年度　設計部門
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近代建築卒業制作出品 卒業研究
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住居・インテリア学科　｜　2018 年度 設計部門　｜　日本建築学会全国大学卒業設計展示会出展卒業研究
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住居・インテリア学科　｜　2018 年度 設計部門　｜　福岡県建築士会賞卒業研究



73

卒業研究住居・インテリア学科　｜　2018 年度 設計部門　｜　福岡県建築士会賞
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金賞卒業研究　｜　住居・インテリア学科　｜　2017 年度　設計部門
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中学生等

法林寺ブロック

至博多

至熊本

田主丸商店街の通りの写真。レトロな感じだが、和風な雰囲
気も感じさせる商店街である。呉服屋、時計屋、住宅兼カラ
オケボックス、チャイルドファッション店、ダンススタジ
オ、酒店など生活やお出かけする分には機能は揃っている。
しかし、建物の欠陥が多く商店街が衰退している象徴にも
なっている。

久留米市

田主丸町
自分の生まれ育った町にはどこか賑わいを無くしている、衰退している、と感

じたことがある。それは、自分が小学生時代に商店街を通学路として利用して

いた時のことである。

この町には、果樹園、フルーツ狩り、寺院の多さが特徴的で魅力ある要素で溢

れている。だが商店街に目を向けたときにヒトと特徴的要素が絡み合ってな

く、人口構造の変化、空き家空き地問題につながっていると考え、これらの現

状を踏まえて私は、この街の住民がこの街の魅力的要素に気付き、各ポイント

となる場所周辺住民にとって快適に過ごせる仕掛けに着目して設計する。

駐輪場
中学生等

駐輪場
中学生等

駐輪場
中学生等

駐輪場
中学生等

駐輪場
中学生等
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中学生等

法林寺ブロック

至博多

至熊本

田主丸商店街の通りの写真。レトロな感じだが、和風な雰囲
気も感じさせる商店街である。呉服屋、時計屋、住宅兼カラ
オケボックス、チャイルドファッション店、ダンススタジ
オ、酒店など生活やお出かけする分には機能は揃っている。
しかし、建物の欠陥が多く商店街が衰退している象徴にも
なっている。

久留米市

田主丸町
自分の生まれ育った町にはどこか賑わいを無くしている、衰退している、と感

じたことがある。それは、自分が小学生時代に商店街を通学路として利用して

いた時のことである。

この町には、果樹園、フルーツ狩り、寺院の多さが特徴的で魅力ある要素で溢

れている。だが商店街に目を向けたときにヒトと特徴的要素が絡み合ってな

く、人口構造の変化、空き家空き地問題につながっていると考え、これらの現

状を踏まえて私は、この街の住民がこの街の魅力的要素に気付き、各ポイント

となる場所周辺住民にとって快適に過ごせる仕掛けに着目して設計する。
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駐輪場
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■ 2017 年度優秀卒業論文

金賞 日本建築学会九州⽀部⻑賞

「集合住宅における住宅設備の制約が間取りに与える影響とその変遷についての研究
〜1950 年代からの⽇本住宅公団及び福岡県住宅供給公社を事例として〜」 
学籍番号 14TH032 柴田 聡子 （指導教員 松野尾 仁美） 

銀賞 日本コンクリート工学会九州⽀部⻑賞 

「表面吸水試験による既存鉄筋コンクリート構造物の中性化進行予測」 
学籍番号 14TH076 盧 薇迪（指導教員 白川 敏夫） 

銅賞 空気調和・衛生工学会振興賞学生賞 

「窓が住宅性能に与える影響に関する研究」 
学籍番号 14TH051 中川 万理子 （指導教員 香川 治美） 

「福岡市公⺠館の利⽤と施設及び⽴地の関係について」 
学籍番号 14TH063 久光 鮎香 （指導教員 松野尾 仁美） 

■ 2018 年度優秀卒業論文

最優秀賞 日本建築学会九州⽀部⻑賞／日本コンクリート工学会九州⽀部⻑賞

「非破壊試験としての表面吸水試験、透気試験の性能評価について」 
学籍番号 15TH030 田中 健太郎 （指導教員 白川 敏夫） 

優秀賞 

「自宅環境のトイレ及びトイレアプローチ空間において歩行器を使⽤する際の必要空間寸法と 
動作の分析」 
学籍番号 15TH004 上田 果歩 （指導教員 松野尾 仁美） 

■ 最優秀賞  ⽇本建築学会九州⽀部⻑賞／⽇本コンクリート⼯学会九州⽀部⻑賞 

非破壊試験としての表面吸水試験、透気試験の性能評価について 
 

学籍番号 15TH030 田中 健太郎 （指導教員 白川 敏夫） 

 

中性化の進行を評価する方法としてはコア採取による方法が一般的であるが、構造物の損傷を助長する。そこで中

性化予測が完全非破壊で実施することが出来れば既存構造物の維持管理を行う上で理想的である。 

以上を研究背景とし、本研究は普通ボルトランドセメントを用いたコンクリートと普通ボルトランドセメントの一

部を高炉スラグ微粉末に置換したコンクリートについて、中性化していない場合や中性化した場合の表層部の緻密性

を非破壊試験である表面吸水試験、透気試験により評価できるかについて促進中性化試験を用いて検討した。更に、

中性化の進行と吸水機構の関係について検討し、高炉スラグ微粉末の使用の有無について、中性化の進行を非破壊で

ある表面吸水試験、透気試験による評価の可能性について検討した。 

結果をまとめると、一般に言われているように、高炉スラグ微粉末の置換率が多くなるほど中性化速度係数は大き

くなる傾向となった。また、高炉スラグ微粉末を用いたコンクリートは促進中性化を行ってない場合、高炉スラグの

置換率が高いほど吸水速度係数が小さくなり、緻密性が高いと考えられる。一方、促進中性化を行った場合、高炉ス

ラグの置換率が高いほど吸水速度係数が大きくなり、緻密性が低くなった。更に、中性化速度係数と吸水速度係数の

関係がセメントの量、または種類を無視して、非常に良い相関を示したことにより、表面吸水試験を用いた中性化予

測は可能であると考えられる。また、中性化速度係数と透気係数の関係は既往の研究と係数が大きく異なったが、デ

ータが少ないためばらつきによるものと考えられる。よって、本研究では透気係数による中性化予測は、可能と考え

られる。しかし、表面吸水試験と比較すると数値が大きくばらつく可能性が示唆されたため、今後の研究課題と考え

ている。 

  

■ 優秀賞 

自宅環境のトイレ及びトイレアプローチ空間において 

歩行器を使用する際の必要空間寸法と動作の分析 
学籍番号 15TH004 上田 果歩 （指導教員 松野尾 仁美） 

 

平成 27 年の厚生労働省の調査では、65 歳以上の高齢者の国民医療費は全体の 59.3％に上り、医療費及び介護費の抑

制を図るため在宅介護に重点を置く政策がある。また、厚生労働省の平成 19 年度の『高齢者介護実態調査』から、支

えとなる手すりや歩行補助具の重要性が分かる。既往研究を概観すると車いすの動作に関するものはあるが、歩行器を

使用した際の既往研究は少ない。以上より、本研究では ADL 確保の観点から、排泄行為に着目し、自宅環境でのトイレ

アプローチ空間において、歩行器を使用した際の動作と空間寸法が異なる場合の被験者の所感及び筋放電を定量分析す

ることで、歩行器を使用した際に動作が無理なく行える必要空間寸法を明らかにすることを目的とする。 

実験では廊下幅を変化させ、学生が高齢者体験キットを用いて歩行器を使用した所感から最小空間として 690mm を採

用した。その他に 850mm と 780mm を加えて、OT による高齢者の動作再現と筋活動量測定を行った。なお廊下幅 850mm

は、自走式車いすを使用する際に求められ、780mm は手すり使用による伝い歩きから介助車いすまで対応できるとされ

る寸法である（平成 7 年建設省通達）。OT の実験結果から、廊下幅が 690mm の場合、歩行器を力を入れて動かし、足を

前に踏み出す力が必要となっている。廊下幅が 850mm、780mm の場合、姿勢を保持する脊柱起立筋と膝を伸ばす大腿直

筋が活動していると考えられた。また足型の採取から 850mm と 780mm の動きが同じであることが把握できた。 

高齢者の筋活動量測定結果は、上腕二頭筋以外は OT の再現と筋活動量は同じような傾向となった。実験後のヒアリ

ングでは廊下幅 850mm が広く回ることができ、動きやすいとのことだった。 

全体の実験より歩行器を使用する際の最小空間の廊下幅は 690mm、ゆとりを加えた必要空間寸法は 780mm と考えられ、

一般的な木造住宅での半間モジュールでの廊下幅で無理なく使用できることが把握できた。
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■ 2017 年度優秀卒業論文

金賞 日本建築学会九州⽀部⻑賞

「集合住宅における住宅設備の制約が間取りに与える影響とその変遷についての研究
〜1950 年代からの⽇本住宅公団及び福岡県住宅供給公社を事例として〜」 
学籍番号 14TH032 柴田 聡子 （指導教員 松野尾 仁美） 

銀賞 日本コンクリート工学会九州⽀部⻑賞 

「表面吸水試験による既存鉄筋コンクリート構造物の中性化進行予測」 
学籍番号 14TH076 盧 薇迪（指導教員 白川 敏夫） 

銅賞 空気調和・衛生工学会振興賞学生賞 

「窓が住宅性能に与える影響に関する研究」 
学籍番号 14TH051 中川 万理子 （指導教員 香川 治美） 

「福岡市公⺠館の利⽤と施設及び⽴地の関係について」 
学籍番号 14TH063 久光 鮎香 （指導教員 松野尾 仁美） 

■ 2018 年度優秀卒業論文

最優秀賞 日本建築学会九州⽀部⻑賞／日本コンクリート工学会九州⽀部⻑賞

「非破壊試験としての表面吸水試験、透気試験の性能評価について」 
学籍番号 15TH030 田中 健太郎 （指導教員 白川 敏夫） 

優秀賞 

「自宅環境のトイレ及びトイレアプローチ空間において歩行器を使⽤する際の必要空間寸法と 
動作の分析」 
学籍番号 15TH004 上田 果歩 （指導教員 松野尾 仁美） 

■ 最優秀賞  ⽇本建築学会九州⽀部⻑賞／⽇本コンクリート⼯学会九州⽀部⻑賞 

非破壊試験としての表面吸水試験、透気試験の性能評価について 
 

学籍番号 15TH030 田中 健太郎 （指導教員 白川 敏夫） 

 

中性化の進行を評価する方法としてはコア採取による方法が一般的であるが、構造物の損傷を助長する。そこで中

性化予測が完全非破壊で実施することが出来れば既存構造物の維持管理を行う上で理想的である。 

以上を研究背景とし、本研究は普通ボルトランドセメントを用いたコンクリートと普通ボルトランドセメントの一

部を高炉スラグ微粉末に置換したコンクリートについて、中性化していない場合や中性化した場合の表層部の緻密性

を非破壊試験である表面吸水試験、透気試験により評価できるかについて促進中性化試験を用いて検討した。更に、

中性化の進行と吸水機構の関係について検討し、高炉スラグ微粉末の使用の有無について、中性化の進行を非破壊で

ある表面吸水試験、透気試験による評価の可能性について検討した。 

結果をまとめると、一般に言われているように、高炉スラグ微粉末の置換率が多くなるほど中性化速度係数は大き

くなる傾向となった。また、高炉スラグ微粉末を用いたコンクリートは促進中性化を行ってない場合、高炉スラグの

置換率が高いほど吸水速度係数が小さくなり、緻密性が高いと考えられる。一方、促進中性化を行った場合、高炉ス

ラグの置換率が高いほど吸水速度係数が大きくなり、緻密性が低くなった。更に、中性化速度係数と吸水速度係数の

関係がセメントの量、または種類を無視して、非常に良い相関を示したことにより、表面吸水試験を用いた中性化予

測は可能であると考えられる。また、中性化速度係数と透気係数の関係は既往の研究と係数が大きく異なったが、デ

ータが少ないためばらつきによるものと考えられる。よって、本研究では透気係数による中性化予測は、可能と考え

られる。しかし、表面吸水試験と比較すると数値が大きくばらつく可能性が示唆されたため、今後の研究課題と考え

ている。 

  

■ 優秀賞 

自宅環境のトイレ及びトイレアプローチ空間において 

歩行器を使用する際の必要空間寸法と動作の分析 
学籍番号 15TH004 上田 果歩 （指導教員 松野尾 仁美） 

 

平成 27 年の厚生労働省の調査では、65 歳以上の高齢者の国民医療費は全体の 59.3％に上り、医療費及び介護費の抑

制を図るため在宅介護に重点を置く政策がある。また、厚生労働省の平成 19 年度の『高齢者介護実態調査』から、支

えとなる手すりや歩行補助具の重要性が分かる。既往研究を概観すると車いすの動作に関するものはあるが、歩行器を

使用した際の既往研究は少ない。以上より、本研究では ADL 確保の観点から、排泄行為に着目し、自宅環境でのトイレ

アプローチ空間において、歩行器を使用した際の動作と空間寸法が異なる場合の被験者の所感及び筋放電を定量分析す

ることで、歩行器を使用した際に動作が無理なく行える必要空間寸法を明らかにすることを目的とする。 

実験では廊下幅を変化させ、学生が高齢者体験キットを用いて歩行器を使用した所感から最小空間として 690mm を採

用した。その他に 850mm と 780mm を加えて、OT による高齢者の動作再現と筋活動量測定を行った。なお廊下幅 850mm

は、自走式車いすを使用する際に求められ、780mm は手すり使用による伝い歩きから介助車いすまで対応できるとされ

る寸法である（平成 7 年建設省通達）。OT の実験結果から、廊下幅が 690mm の場合、歩行器を力を入れて動かし、足を

前に踏み出す力が必要となっている。廊下幅が 850mm、780mm の場合、姿勢を保持する脊柱起立筋と膝を伸ばす大腿直

筋が活動していると考えられた。また足型の採取から 850mm と 780mm の動きが同じであることが把握できた。 

高齢者の筋活動量測定結果は、上腕二頭筋以外は OT の再現と筋活動量は同じような傾向となった。実験後のヒアリ

ングでは廊下幅 850mm が広く回ることができ、動きやすいとのことだった。 

全体の実験より歩行器を使用する際の最小空間の廊下幅は 690mm、ゆとりを加えた必要空間寸法は 780mm と考えられ、

一般的な木造住宅での半間モジュールでの廊下幅で無理なく使用できることが把握できた。

83

住居・インテリア学科　｜　2018 年度　論文部門　｜　最優秀賞・優秀賞 卒業研究



■学⽣のコメント
「新宮町の景観計画試案」 15TD029 重冨 佑哉 

卒業研究の題材を決める際、私は卒業後、建設コンサルタント系の職に就きたいと考えていた。よっ
て、まちづくりと関連が深い「新宮町の景観計画策定」の研究を進めることを希望した。

新宮町の景観計画策定が卒業研究に決定後、最初に取り掛かったのは他の市の景観計画内容を知るこ
とである。福岡県内の様々な市と、鎌倉市や倉敷市などの⽂化的に特徴のある市の景観計画の内容を確
認し、景観計画としての基本や形式を調べた。様々な都市の景観計画を知ることで、新宮町の景観計画
を策定する上での参考となる事例を知ることができた。

次に⾏ったことは、新宮町の現地調査である。新宮町の景観構成や⽂化物などを調べ、新宮町の現状
や課題の把握を⾏った。⾃分の⾜で調査することで、個⼈的視点からの新宮町の現状の把握を図った。 
その他、様々な新宮町におけるサイトや⽂献、他の景観計画を調べ上げ、GIS での解析などを加え、新
宮町がよりよい都市になるように思考を重ね、新宮町景観計画の策定を⾏った。
新宮町の特徴を活かすことや他の市と構成する広域景観に整合性を持たせること、新宮町の発展を予測
して景観計画の規制や⽅針を定めることはとても困難であった。多くの現地調査や、他の市の計画を参
考にして計画内容を思案し、不⾜する部分は所属研究室の⼭下教授、建築学科の⽇⾼教授のご指導を受
け、今回の景観計画を策定することができた。

多くの困難はあったが、⾃分でこれからの町の発展の⽅針を決める景観計画を策定することは同時に
楽しくもあった。また、研究室での仲間と意⾒を出し合うなど協⼒しあいながら⼀年間研究を⾏うこと
ができ、とても有意義な⼀年であった。この経験をこれからの社会に活かしたいと考える。

■指導教員のコメント
⼭下三平 

福岡県糟屋郡新宮町は，2015 年の国勢調査で，全国で最も⼈⼝増加率が⾼い⾃治体であることがわか

った．JR 新宮中央駅を中⼼とした町の⻄部地域で，とくに⼈⼝増加が著しい．⼀⽅，国道 3 号線より東
側の東部地域は，中⼭間地域としての課題である⾼齢化，後継ぎ問題，空き家問題などが顕在化しつつ
ある．こうした町のなかでの不均衡とともに，新宮町を間に挟む福岡市と古賀市は，それぞれの景観に
配慮して，法廷の景観計画を策定・施⾏している⼀⽅，新宮町は景観に関する規程をもたない．この 3
つの市町は，⽴花⼭，⽞界に臨む⽩砂⻘松の海岸線，歴史を今に伝える唐津街道を共有していて，広域
の景観を保全する意味で，新宮町の景観計画の早期の策定が望まれている．

重冨君の卒業研究は，このような新宮町の景観計画の試案を策定する試みである．彼は⾃ら現地に赴
き，資料を収集し，福岡市と古賀市だけでなく，近隣の宗像市，北九州市，久留⽶市等の景観計画を精
査した．また，歴史ある地域の景観計画の特徴を把握するために，京都市，奈良市，鎌倉市等の景観計
画の検討も⾏った．さらには，新宮町の総合計画や都市マスタープラン等の上位計画も参照し，それら
との整合を図ることも⾏った．こうして策定された彼の新宮町計画案は，この地域の広域の景観の保全
に向けた，基礎的な資料として貴重である．丁寧な資料の整理と計画案の詳細は，実践的に評価される．
これらについて，卒業研究発表会（平成 31 年 2 ⽉ 5 ⽇実施）でも，明瞭かつ適切にプレゼンテーショ
ンが⾏われ，会場からも⾼く評価された．彼の今後の技術者⼈⽣においても，この経験が役に⽴つこと
を疑わない．

■学⽣のコメント 
「脱⽔ケーキを主体とした混合⼟の⼒学特性」 15TD047 中島夏葵 

研究をするにあたり、締固め試験、設計 CBR 試験、三軸圧縮試験をたくさん⾏いました。それぞれ
の試験を⾏ううえで特に⼒を⼊れたことを述べたいと思います。 

まず、試験をするうえで最も考えたことは供試体の含⽔⽐調整です。設計 CBR 試験と三軸圧縮試験
において、乾燥している試料に計算で出た分の⽔を加え設定した含⽔⽐に合わせる⽅法で⾏いました。
しかし、計算で出た値のままでは設定より含⽔⽐が低い供試体になることが多かったため、少し多めに
⽔を⼊れるようにしました。 

次に、効率よく試験を進めるために共同研究者と協⼒したことです。締固め試験と設計 CBR 試験で
は締固め試験機を使⽤し、はじめはモールド付け替え時のねじをはめる作業には時間がかかったり、締
め固めている間にねじが何度も外れたりしました。回数を重ねるごとにどのようにはめたらモールドが
動かないか共同研究者と考えました。また、⼀度に⾏う供試体の数が多い時はどちらか⼀⼈は次の作業
の準備をして流れ作業のように動き、試験と⽚付けができるだけスムーズに進むようにしました。 

三つ⽬に使⽤するモールドの変更と使い分けです。三軸圧縮試験において、はじめは⼀軸圧縮試験な
どで使⽤するモールドで供試体を作製していましたが、設定している密度に合わせることが難しかった
ことから、先⽣の助⾔もあり、供試体の密度をより正確にするために使⽤するモールドを変更しました。
その結果、設定した締固め度と密度に近い供試体を作製することができました。また、締固め度によっ
ては供試体が固くモールドから取り出せない場合もあったため、供試体によってモールドを使い分けて
作製しました。 

最後に試験を⾏った回数です。設計 CBR 試験と三軸圧縮試験では、設定した含⽔⽐になっていなか
ったり、想定したものと異なる結果になったり、なかなか思うように進められなかったため、密度や含
⽔⽐が同じ設定の供試体で試験を何回も⾏ったものもありました。しかし、同じ状態で何回も⾏ったか
らこそ、その結果が正確であることが分かることもありました。 
 研究においての試験は難しく感じるものもありましたが、林泰弘教授、松尾雄治助⼿のご指導と助⾔
のおかげで、多くの試験の知識を得ることができ、研究室での⽣活はとても充実したものとなりました。 
 
■指導教員のコメント 

  林 泰弘 
砕⽯事業によって発⽣する残渣である脱⽔ケーキを築堤材などに活⽤する研究を 2014 年度より筑後

川砂利砂協業組合，⿃栖砕⽯有限会社と共同で実施してきました。これまでの研究で，⽯灰系固化材や
セメント系固化材の添加による化学的安定処理，粗粒材料の添加による粒度改良によって路床材料とし
て必要とされる設計 CBR や刃⾦⼟として必要とされる透⽔係数が確保できる⾒込みが得られました。 

中島さんは，このような改良⼟の要求される締固め状態におけるせん断強さを求めるため，三軸圧縮
試験を実施しました。試験によって得られるデータは設計に必要であり，詳細な⼒学挙動を知ることが
できる有⽤なものであるものの，操作が⾮常に煩雑で試験時間もかかるため，⼤変な苦労があったと思
います。当初は理解不⾜や機器の不調などがあいまって，なかなかきちんとしたデータを得ることがで
きませんでした。しかし，粘り強く試験に取り組みながら関連技術を勉強し，⼯夫を重ねることによっ
て，このような⽴派な研究成果につなげることができました。卒業後も活躍を期待しています。 
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■学⽣のコメント 
「新宮町の景観計画試案」 15TD029 重冨 佑哉  

卒業研究の題材を決める際、私は卒業後、建設コンサルタント系の職に就きたいと考えていた。よっ
て、まちづくりと関連が深い「新宮町の景観計画策定」の研究を進めることを希望した。 

新宮町の景観計画策定が卒業研究に決定後、最初に取り掛かったのは他の市の景観計画内容を知るこ
とである。福岡県内の様々な市と、鎌倉市や倉敷市などの⽂化的に特徴のある市の景観計画の内容を確
認し、景観計画としての基本や形式を調べた。様々な都市の景観計画を知ることで、新宮町の景観計画
を策定する上での参考となる事例を知ることができた。 

次に⾏ったことは、新宮町の現地調査である。新宮町の景観構成や⽂化物などを調べ、新宮町の現状
や課題の把握を⾏った。⾃分の⾜で調査することで、個⼈的視点からの新宮町の現状の把握を図った。 
その他、様々な新宮町におけるサイトや⽂献、他の景観計画を調べ上げ、GIS での解析などを加え、新
宮町がよりよい都市になるように思考を重ね、新宮町景観計画の策定を⾏った。 
新宮町の特徴を活かすことや他の市と構成する広域景観に整合性を持たせること、新宮町の発展を予測
して景観計画の規制や⽅針を定めることはとても困難であった。多くの現地調査や、他の市の計画を参
考にして計画内容を思案し、不⾜する部分は所属研究室の⼭下教授、建築学科の⽇⾼教授のご指導を受
け、今回の景観計画を策定することができた。 

多くの困難はあったが、⾃分でこれからの町の発展の⽅針を決める景観計画を策定することは同時に
楽しくもあった。また、研究室での仲間と意⾒を出し合うなど協⼒しあいながら⼀年間研究を⾏うこと
ができ、とても有意義な⼀年であった。この経験をこれからの社会に活かしたいと考える。 
 
■指導教員のコメント 

⼭下三平 
福岡県粕屋郡新宮町は，2015 年の国勢調査で，全国で最も⼈⼝増加率が⾼い⾃治体であることがわか

った．JR 新宮中央駅を中⼼とした町の⻄部地域で，とくに⼈⼝増加が著しい．⼀⽅，国道 3 号線より東
側の東部地域は，中⼭間地域としての課題である⾼齢化，後継ぎ問題，空き家問題などが顕在化しつつ
ある．こうした町のなかでの不均衡とともに，新宮町を間に挟む福岡市と古賀市は，それぞれの景観に
配慮して，法廷の景観計画を策定・施⾏している⼀⽅，新宮町は景観に関する規程をもたない．この 3
つの市町は，⽴花⼭，⽞界に臨む⽩砂⻘松の海岸線，歴史を今に伝える唐津街道を共有していて，広域
の景観を保全する意味で，新宮町の景観計画の早期の策定が望まれている． 

重冨君の卒業研究は，このような新宮町の景観計画の試案を策定する試みである．彼は⾃ら現地に赴
き，資料を収集し，福岡市と古賀市だけでなく，近隣の宗像市，北九州市，久留⽶市等の景観計画を精
査した．また，歴史ある地域の景観計画の特徴を把握するために，京都市，奈良市，鎌倉市等の景観計
画の検討も⾏った．さらには，新宮町の総合計画や都市マスタープラン等の上位計画も参照し，それら
との整合を図ることも⾏った．こうして策定された彼の新宮町計画案は，この地域の広域の景観の保全
に向けた，基礎的な資料として貴重である．丁寧な資料の整理と計画案の詳細は，実践的に評価される．
これらについて，卒業研究発表会（平成 31 年 2 ⽉ 5 ⽇実施）でも，明瞭かつ適切にプレゼンテーショ
ンが⾏われ，会場からも⾼く評価された．彼の今後の技術者⼈⽣においても，この経験が役に⽴つこと
を疑わない． 

■学⽣のコメント 
「脱⽔ケーキを主体とした混合⼟の⼒学特性」 15TD047 中島夏葵 

研究をするにあたり、締固め試験、設計 CBR 試験、三軸圧縮試験をたくさん⾏いました。それぞれ
の試験を⾏ううえで特に⼒を⼊れたことを述べたいと思います。 

まず、試験をするうえで最も考えたことは供試体の含⽔⽐調整です。設計 CBR 試験と三軸圧縮試験
において、乾燥している試料に計算で出た分の⽔を加え設定した含⽔⽐に合わせる⽅法で⾏いました。
しかし、計算で出た値のままでは設定より含⽔⽐が低い供試体になることが多かったため、少し多めに
⽔を⼊れるようにしました。 

次に、効率よく試験を進めるために共同研究者と協⼒したことです。締固め試験と設計 CBR 試験で
は締固め試験機を使⽤し、はじめはモールド付け替え時のねじをはめる作業には時間がかかったり、締
め固めている間にねじが何度も外れたりしました。回数を重ねるごとにどのようにはめたらモールドが
動かないか共同研究者と考えました。また、⼀度に⾏う供試体の数が多い時はどちらか⼀⼈は次の作業
の準備をして流れ作業のように動き、試験と⽚付けができるだけスムーズに進むようにしました。 

三つ⽬に使⽤するモールドの変更と使い分けです。三軸圧縮試験において、はじめは⼀軸圧縮試験な
どで使⽤するモールドで供試体を作製していましたが、設定している密度に合わせることが難しかった
ことから、先⽣の助⾔もあり、供試体の密度をより正確にするために使⽤するモールドを変更しました。
その結果、設定した締固め度と密度に近い供試体を作製することができました。また、締固め度によっ
ては供試体が固くモールドから取り出せない場合もあったため、供試体によってモールドを使い分けて
作製しました。 

最後に試験を⾏った回数です。設計 CBR 試験と三軸圧縮試験では、設定した含⽔⽐になっていなか
ったり、想定したものと異なる結果になったり、なかなか思うように進められなかったため、密度や含
⽔⽐が同じ設定の供試体で試験を何回も⾏ったものもありました。しかし、同じ状態で何回も⾏ったか
らこそ、その結果が正確であることが分かることもありました。 
 研究においての試験は難しく感じるものもありましたが、林泰弘教授、松尾雄治助⼿のご指導と助⾔
のおかげで、多くの試験の知識を得ることができ、研究室での⽣活はとても充実したものとなりました。 
 
■指導教員のコメント 

  林 泰弘 
砕⽯事業によって発⽣する残渣である脱⽔ケーキを築堤材などに活⽤する研究を 2014 年度より筑後

川砂利砂協業組合，⿃栖砕⽯有限会社と共同で実施してきました。これまでの研究で，⽯灰系固化材や
セメント系固化材の添加による化学的安定処理，粗粒材料の添加による粒度改良によって路床材料とし
て必要とされる設計 CBR や刃⾦⼟として必要とされる透⽔係数が確保できる⾒込みが得られました。 

中島さんは，このような改良⼟の要求される締固め状態におけるせん断強さを求めるため，三軸圧縮
試験を実施しました。試験によって得られるデータは設計に必要であり，詳細な⼒学挙動を知ることが
できる有⽤なものであるものの，操作が⾮常に煩雑で試験時間もかかるため，⼤変な苦労があったと思
います。当初は理解不⾜や機器の不調などがあいまって，なかなかきちんとしたデータを得ることがで
きませんでした。しかし，粘り強く試験に取り組みながら関連技術を勉強し，⼯夫を重ねることによっ
て，このような⽴派な研究成果につなげることができました。卒業後も活躍を期待しています。 
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脱水ケーキを主体とした混合土の力学特性
15TD047 中島 夏葵15TD047
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　このコンテストは、私たちの住まい、地域、そして国土をよりよくするために、 将来に向けて考えるべきテー
マを、全国の高校生と一緒に考えるコンテスト形式のイベントです。 九州産業大学では、1993年から高校生
の設計技術を競う「建築設計競技」を毎年開催してきましたが、 今年からアイデア部門を加え、「全国高等学校
プロジェクトコンテスト」通称「プロコン」としてリニューアルしました。 
　〈住居・インテリア〉の領域から〈建築〉の領域、さらに〈地域・コミュニティ〉の領域まで幅広い内容を
扱います。設計部門とアイデア部門があり、高校生であればどなたでも応募・参加できます。応募作品の中
から一次審査を通過した入選者には、秋の学園祭の時期に本学に来ていただき、最終発表会でプレゼンの上、
各賞の入賞者を決定します。

　豪雨災害が頻発しています。地球温暖化により年々激しさを増しています。とくに都市空間は、雨水が浸み
込みにくいアスファルトやコンクリートで覆われています。また気温が周りより高くなるヒートアイランド効
果によるゲリラ豪雨が加わります。その結果、河川や下水道に雨水が集中して溢れ、自然地域より浸水しやす
くなります。一方、私たちの生活には水が不可欠です。飲食、トイレ、洗濯やお風呂の水、農業／工業／都市
用水――生活に潤いを与える公園やお庭でも水の存在は欠かせません。いずれも元は雨水です。水資源用のダ
ムは洪水調整や発電にも使われて効果的である一方、自然を激変させ、集落をダム湖で奪い、建設／維持費が
高額です。こうしたことから、空間的に広く分散した雨水の管理が注目されています。自然を活かした公共施
設＝グリーン・インフラストラクチャや、雨を処理しながら楽しむ雨庭が、経済的でもあり、世界中の都市で
取り入れられ始めました。そこで都市全体から街区、建築敷地、建築物のエクステリア／インテリアに至るま
での、様々な雨水（あまみず）の扱い方、その恵みと災いに賢く折り合いをつけるアイデアと実現のための具
体策を提案して下さい。

■建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテストについて

来たれ、高校生！

■部門について

グランプリ 12万円相当

「雨水（あまみず）の恵みと災いに、賢く折り合いをつけるには？」

■課題について
2018 年　第１回課題

グランプリ 12万円相当

～設計を学んでいる人も、学んでいない人も、自由にどちらの部門にも応募できます～

アイデア部門 b 設計部門a 
具体的なまち・建築・住宅・
インテリア・装置などの設計

（設計図面を提出） 

研究調査に基づいたアイデアの
提案（図表と文書を組み合わせ
た提案書を提出）
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研究調査に基づいたアイデアの
提案（図表と文書を組み合わせ
た提案書を提出）
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審査委員長　都市デザイン工学科　教授　山下　三平　

　全国の高校生からテーマに沿った空間の設計とアイデアの提案を募る「プロジェクト・コンテ
スト（プロコン）」。これは、2017年4月に九州産業大学建築都市工学部が発足したのに伴い、前
身である同大学工学部の建築系学科の設計競技を発展させ、装いも新たに実施したコンテスト
である。高校生の提案は多様で、1次審査を通過したユニークな作品の最終審査のための集いは、
応募者が周到に準備したプレゼンテーションに彩られ、盛況のうちに幕を閉じた。
　第1回プロコンのテーマは「雨水（あまみず）の恵みと災いに、賢く折り合いをつけるには？」。
地球の温暖化とヒートアイランド現象によって、都市の降雨が局地的に激しくなっている。都
市ではこれに加えて、地表面がコンクリート／アスファルトで覆われていて、雨水が貯留・浸透
しにくい。このため局所的豪雨を河川や雨水下水道で処理しきれなくなる「都市型水害」が頻発
する。河川を改修したり、ポンプ施設や洪水調整施設を強化したりする対策もとられている。
しかしこれらは多額の費用を要し、それだけでは、人口の減少する日本の社会においては、持
続可能といい難い。水と緑が豊かな循環型社会をめざすとき、私たちはどのような都市デザイ
ンをしなければならないだろうか――これが、今回のプロコンのテーマだった。
　プロコンでは従来の「設計競技」を継承する「設計部門」に加えて、発想のユニークさをよりいっ
そう強調する「アイデア部門」を新設した。アイデア部門では設計の精度や実現可能性よりも、「目
からうろこ」の考えを重視した。そうしていずれかの部門を選び、なおかつ本学部を構成する3
つの学科の対象領域を踏まえて、住居・インテリア、建築物と敷地、さらに地域とコミュニティ
のいずれか、あるいはそれらの組み合わせにアプローチすることを求めた。こうして規模の異
なる多様な空間で、「雨水」について深く考えることができるよう工夫した。
　このテーマに対して、各地の高校生がさまざまな作品を応募してくれた。建築都市工学部の
全教員に参加を呼びかけて第1次審査会を行った。関連する事柄を丹念に調べて取り組んだ、斬
新なアイデアや緻密な図面を伴う作品が数多くみられた。その中から16件が入選を果たし、最
終審査会に進んだ。新設の「アイデア部門」からは4件が選ばれた。最終審査のためのプレゼンテー
ションでは、それ自体が「作品」といってよいほどのクリエイティヴなパフォーマンスが見られ
た。現代的に深刻でかつ重要な、「雨水の恵みと災いに折り合いをつける」というこのテーマに
対して、高校生の真摯で「賢い」提案と取り組みに希望が感じられた。主催者として望外の喜び
である。

　発想の飛躍的転換である。受賞者は水の大切さを、文化的・地理的な背景を踏まえて訴える。
オーストラリアに棲息するモグリアマガエルは、乾燥気候に耐えて生息するために、体に水をためて地中
にもぐって厳しい気候をしのぐという。受賞者は先住民であるアボリジニが、水が貴重な乾季の環境では、
モグリアマガエルが蓄えた水さえ利用することがあると指摘する。そうしてこの水こそアボリジニにとっ
て、「世界一美味しい水」なのである。オーストラリアにはトゲトカゲもいる。全身の皮膚に細い溝があり、
少しでも皮膚が濡れると全て口へと導かれる。このため、わずかな雨や霧でも効率よく利用して水を取る
ことができるという。こうして彼はまず、蛇口をひねれば飲み水がすぐに得られる私たちの生活に再考を
促すのである。彼は貴重な水を有効に使うさまざまな方法を調べる。ペットボトルを使えば簡易の浄水器
が作れること、浄水器には濾過層を工夫したフィルターが必要なこと、路面輪転機のような機械を使って
水を浄化する試みもあることなどである。そのうえで彼は独自の「雨巾着（きんちゃく）」を提案する。こ
れは布製の浄水器であり、浄化水が保水された部分を手で絞ることで、きれいな水が得られる仕組みであ
る。「手で絞る」ことで水を得るという発想は、あのモグリアマガエルとアボリジニに源があるのはいうま
でもない。水の大切さを使うたびに実感しながら、洗い物や、お風呂の掃除や、洗車などに利用できるの
ではないかと提案する。彼はその手際よい発表で、「雨水と折り合いをつける」には「価値観を変えること」
が不可欠と主張した。「アイデア」と表現が秀逸である。

総評

広島市立広島工業高等学校　土手 駿　[ アイデア部門 ]

「　価値を体感してみませんか？　」

グランプリ

＊９月 28 日 ( 金 ) に一次審査を行い、通過した 10 都府県 14 高等学校の 16 名が 11 月４日（日）に本校に
て開催された最終発表および審査会に参加しました。結果、グランプリ１点（12 万円相当）、金賞１点（６
万円相当）、銀賞２点（３万円相当）、銅賞３点（１万円相当）、奨励賞５点（５千円相当）が決定しました。

～各領域からのメッセージ

　あなたが住んでいる地域を思い浮かべてください。豪雨が来たときに地域の人々が災害で困ってしまわない
ようにし、あわせて地域の環境をよくするためには、降った雨をあなたの住む地域（市町村や町内）のなかで
どのように扱ったらよいでしょうか？大雨を防ぐのは地球規模の対策が必要でとても大切ですが、身近な場所
で雨水を直接地下に浸透させたり、一時的に貯めたり、ゆっくり流したりすることが、被害を小さくするのに
有効かもしれません。そのことを踏まえたうえで、河川、ダム、ため池、下水道、道路、公園、学校などのみ
んなのための公共施設で、雨水をどのように扱ったらよいでしょうか？植物や土や地形はどうしたらいいで
しょうか？また、貯めた水の使い方の工夫は？
　一方、地域が豪雨災害に備えて、情報の収集、伝達、そして避難を考えて、水防、復旧、さらに復興の活動
と土地利用の計画を、町内会から市町村、そしてもうすこし広い範囲でつくるための工夫をすることも、とて
も大切なことでしょう。
　このような視点から、あなたの住む地域において、雨水の扱い方を考えてみてください。

　建物の屋根や外壁への散水気化冷却、断熱性能向上を目的とする屋上・壁面緑化の潅水、中水利用（トイレ、
洗車、散水）などは既に住宅や建築の領域で取り組まれていますが、技術が優先しデザインが追いついていま
せん。
　一方、建築は落水荘（フランク・ロイド・ライト設計）や本福寺水御堂（安藤忠雄設計）を例に挙げるまで
もなく、水と良好な関係を築くことで数々の名建築が生み出されています。近年はポートランド（アメリカ）、
シェフィールド（イギリス）、コペンハーゲン（デンマーク）などの欧米の都市で、建築物とマッチした美し
いレインガーデン（雨の庭）の試みも見られるようになってきました。
　このような雨水利用の新しいアイデアや技術とデザインが両立されている案を期待しています。

　水は暮らしに欠かせません。皆さんも住まいの中の色々な場面で、水を使っているはずです。日頃、どのよ
うに水を使っているかを思い出し、暮らしの中の水を雨水に置き換えてみたらどうなるか、考えてみてはいか
がでしょうか？たとえばドイツでは、雨水をトイレ洗浄、洗濯、植栽の散水のために使うものと、飲み水に使
うものとに分けて使う仕組みができています。
　また、雨水を生活用水に使うだけでなく、雨水を感じたり、雨水で演出したりするしかけも考えてみましょう。
雨水の性質をふまえて、住宅の屋根、床、窓、壁などやインテリアの要素と絡めながら、雨水を集めたり、貯
めたり、流したりと、色々な扱い方の可能性があると思います。

〈地域・コミュニティ〉領域

〈建築〉領域

〈住居・インテリア〉領域　

92

プロコンについて建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト



審査委員長　都市デザイン工学科　教授　山下　三平　

　全国の高校生からテーマに沿った空間の設計とアイデアの提案を募る「プロジェクト・コンテ
スト（プロコン）」。これは、2017年4月に九州産業大学建築都市工学部が発足したのに伴い、前
身である同大学工学部の建築系学科の設計競技を発展させ、装いも新たに実施したコンテスト
である。高校生の提案は多様で、1次審査を通過したユニークな作品の最終審査のための集いは、
応募者が周到に準備したプレゼンテーションに彩られ、盛況のうちに幕を閉じた。
　第1回プロコンのテーマは「雨水（あまみず）の恵みと災いに、賢く折り合いをつけるには？」。
地球の温暖化とヒートアイランド現象によって、都市の降雨が局地的に激しくなっている。都
市ではこれに加えて、地表面がコンクリート／アスファルトで覆われていて、雨水が貯留・浸透
しにくい。このため局所的豪雨を河川や雨水下水道で処理しきれなくなる「都市型水害」が頻発
する。河川を改修したり、ポンプ施設や洪水調整施設を強化したりする対策もとられている。
しかしこれらは多額の費用を要し、それだけでは、人口の減少する日本の社会においては、持
続可能といい難い。水と緑が豊かな循環型社会をめざすとき、私たちはどのような都市デザイ
ンをしなければならないだろうか――これが、今回のプロコンのテーマだった。
　プロコンでは従来の「設計競技」を継承する「設計部門」に加えて、発想のユニークさをよりいっ
そう強調する「アイデア部門」を新設した。アイデア部門では設計の精度や実現可能性よりも、「目
からうろこ」の考えを重視した。そうしていずれかの部門を選び、なおかつ本学部を構成する3
つの学科の対象領域を踏まえて、住居・インテリア、建築物と敷地、さらに地域とコミュニティ
のいずれか、あるいはそれらの組み合わせにアプローチすることを求めた。こうして規模の異
なる多様な空間で、「雨水」について深く考えることができるよう工夫した。
　このテーマに対して、各地の高校生がさまざまな作品を応募してくれた。建築都市工学部の
全教員に参加を呼びかけて第1次審査会を行った。関連する事柄を丹念に調べて取り組んだ、斬
新なアイデアや緻密な図面を伴う作品が数多くみられた。その中から16件が入選を果たし、最
終審査会に進んだ。新設の「アイデア部門」からは4件が選ばれた。最終審査のためのプレゼンテー
ションでは、それ自体が「作品」といってよいほどのクリエイティヴなパフォーマンスが見られ
た。現代的に深刻でかつ重要な、「雨水の恵みと災いに折り合いをつける」というこのテーマに
対して、高校生の真摯で「賢い」提案と取り組みに希望が感じられた。主催者として望外の喜び
である。

　発想の飛躍的転換である。受賞者は水の大切さを、文化的・地理的な背景を踏まえて訴える。
オーストラリアに棲息するモグリアマガエルは、乾燥気候に耐えて生息するために、体に水をためて地中
にもぐって厳しい気候をしのぐという。受賞者は先住民であるアボリジニが、水が貴重な乾季の環境では、
モグリアマガエルが蓄えた水さえ利用することがあると指摘する。そうしてこの水こそアボリジニにとっ
て、「世界一美味しい水」なのである。オーストラリアにはトゲトカゲもいる。全身の皮膚に細い溝があり、
少しでも皮膚が濡れると全て口へと導かれる。このため、わずかな雨や霧でも効率よく利用して水を取る
ことができるという。こうして彼はまず、蛇口をひねれば飲み水がすぐに得られる私たちの生活に再考を
促すのである。彼は貴重な水を有効に使うさまざまな方法を調べる。ペットボトルを使えば簡易の浄水器
が作れること、浄水器には濾過層を工夫したフィルターが必要なこと、路面輪転機のような機械を使って
水を浄化する試みもあることなどである。そのうえで彼は独自の「雨巾着（きんちゃく）」を提案する。こ
れは布製の浄水器であり、浄化水が保水された部分を手で絞ることで、きれいな水が得られる仕組みであ
る。「手で絞る」ことで水を得るという発想は、あのモグリアマガエルとアボリジニに源があるのはいうま
でもない。水の大切さを使うたびに実感しながら、洗い物や、お風呂の掃除や、洗車などに利用できるの
ではないかと提案する。彼はその手際よい発表で、「雨水と折り合いをつける」には「価値観を変えること」
が不可欠と主張した。「アイデア」と表現が秀逸である。

総評

広島市立広島工業高等学校　土手 駿　[ アイデア部門 ]

「　価値を体感してみませんか？　」

グランプリ

＊９月 28 日 ( 金 ) に一次審査を行い、通過した 10 都府県 14 高等学校の 16 名が 11 月４日（日）に本校に
て開催された最終発表および審査会に参加しました。結果、グランプリ１点（12 万円相当）、金賞１点（６
万円相当）、銀賞２点（３万円相当）、銅賞３点（１万円相当）、奨励賞５点（５千円相当）が決定しました。

～各領域からのメッセージ

　あなたが住んでいる地域を思い浮かべてください。豪雨が来たときに地域の人々が災害で困ってしまわない
ようにし、あわせて地域の環境をよくするためには、降った雨をあなたの住む地域（市町村や町内）のなかで
どのように扱ったらよいでしょうか？大雨を防ぐのは地球規模の対策が必要でとても大切ですが、身近な場所
で雨水を直接地下に浸透させたり、一時的に貯めたり、ゆっくり流したりすることが、被害を小さくするのに
有効かもしれません。そのことを踏まえたうえで、河川、ダム、ため池、下水道、道路、公園、学校などのみ
んなのための公共施設で、雨水をどのように扱ったらよいでしょうか？植物や土や地形はどうしたらいいで
しょうか？また、貯めた水の使い方の工夫は？
　一方、地域が豪雨災害に備えて、情報の収集、伝達、そして避難を考えて、水防、復旧、さらに復興の活動
と土地利用の計画を、町内会から市町村、そしてもうすこし広い範囲でつくるための工夫をすることも、とて
も大切なことでしょう。
　このような視点から、あなたの住む地域において、雨水の扱い方を考えてみてください。

　建物の屋根や外壁への散水気化冷却、断熱性能向上を目的とする屋上・壁面緑化の潅水、中水利用（トイレ、
洗車、散水）などは既に住宅や建築の領域で取り組まれていますが、技術が優先しデザインが追いついていま
せん。
　一方、建築は落水荘（フランク・ロイド・ライト設計）や本福寺水御堂（安藤忠雄設計）を例に挙げるまで
もなく、水と良好な関係を築くことで数々の名建築が生み出されています。近年はポートランド（アメリカ）、
シェフィールド（イギリス）、コペンハーゲン（デンマーク）などの欧米の都市で、建築物とマッチした美し
いレインガーデン（雨の庭）の試みも見られるようになってきました。
　このような雨水利用の新しいアイデアや技術とデザインが両立されている案を期待しています。

　水は暮らしに欠かせません。皆さんも住まいの中の色々な場面で、水を使っているはずです。日頃、どのよ
うに水を使っているかを思い出し、暮らしの中の水を雨水に置き換えてみたらどうなるか、考えてみてはいか
がでしょうか？たとえばドイツでは、雨水をトイレ洗浄、洗濯、植栽の散水のために使うものと、飲み水に使
うものとに分けて使う仕組みができています。
　また、雨水を生活用水に使うだけでなく、雨水を感じたり、雨水で演出したりするしかけも考えてみましょう。
雨水の性質をふまえて、住宅の屋根、床、窓、壁などやインテリアの要素と絡めながら、雨水を集めたり、貯
めたり、流したりと、色々な扱い方の可能性があると思います。

〈地域・コミュニティ〉領域

〈建築〉領域

〈住居・インテリア〉領域　
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総評および各賞コメント 建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト



　スケールの異なる空間をつなぐ水本来の役割を見直す総合的な作品だ。実在する河川である「十二又川」
をとりあげて、それが功利的に整備され、川幅が狭くなった区間について、街ならびにその構成要素であ
る建築、さらにはこれらとインテリアとを結びつけることで豊かに変えるという提案を試みている。ここ
では水が、要素と空間とを結びつける媒体である。雨水は「ゆっくりと導く」という思想でとらえられて活
用される。雨水の浸透と蒸発散の側面にも配慮し、水循環の考え方が、具体的な地区のなかで工夫される。
この点が高く評価される。また同時に社会的な側面もあつかわれている点が注目される。すなわち、「おす
そわけ」である。受賞者は「他人からもらった品物や利益の一部」を「友人や知人などに分け与える」こと
の大切さを強調する。これが失われてしまった現代の社会と、いまの都市と河川、水のあつかいとの関係
に視野を広げる。そうして、雨水の恵みを少しずつ分けあうことは、雨水の災いをゆるやかに軽くするこ
とにつながるのでは、と主張する。十二又川沿いに設えられる街並みは、みんなが憩える雨庭、トイレや
車の洗浄／洗濯に使う実用的な生活用水、水耕栽培とその作物を供するカフェ、水と緑の癒しの空間そし
て共有の場所をうちに含み、それらの恵みは「おすそわけ」される。この街並みにおいて、雨水はときにゆっ
くりと蓄えられ、ときにすみやかに流され、蒸発と浸透に向かい、そして川へと戻っていく半循環を経験
する。これらを表現する平面図と立面図、パースと個別施設や水の使われる場のイメージ図は、緻密かつ
総合的だ。「設計」の作業に受賞者の力量が現れてもいる。

静岡県立科学技術高等学校　増田 達哉　[ 設計部門 ]

「　雨水のおすそわけ　～暗渠から蘇る十二双川～　」

金賞

　平成30年度も西日本では、前年度に引き続き大きな水害が発生した。毎年各地から豪雨／土砂災害が報
告されるので、大きな気象の変化が起こりつつあるのではないかと、多くの人々が感じるようになってい
るのではないだろうか。受賞者もまさにそのような一人だ。否、彼女は、平成30年7月の西日本豪雨災害
を実体験したのだった。この水害ではこれまでの災害と同様に、避難の重要性が指摘された。「もっとはや
く避難していたら」という言葉に、彼女は動かされた。その一方で、雨水は災いをもたらすだけではない。
彼女はそのことをも踏まえて、「雨がもつ癒しの効果、また残忍さを音で表現できるシステム」を考案し、
雨水の恵みと災いに応えようとするのである。それはオベリスクのような構造をもち、雨量が少ないとき
は水の力で音楽を奏で、豪雨のときには警報を発する。それはまた、とてもわかりやすい慰霊碑の役割も
果たす。情報弱者を排除することなく、日常と非日常の双方に威力を発揮できる、総合的なシステムなの
である。情報とその共有は、減災におけるいわゆる自助・共助を実現する、自律的コミュニティに不可欠
の要件だ。本作品はこの課題に真正面から取り組んだ意欲作である。

　川辺の水の音を iPhoneから流しながらトランペットを生演奏――圧巻のパフォーマンス。受賞者のプレ
ゼンテーションに、まずは度肝を抜かれた。これは不可欠だった、彼女の追究したものは、トランペット演
奏の質そのものだったのだから。彼女は小学生のころからトランペットを習い、高校生のいまは吹奏楽部と
建築研究部の二つに所属している。彼女の曽祖父母は山間部の川沿いに住んでいた。その川に遊んだ思い出
と、河川空間の美しさが彼女の印象に残った。その空間は、彼女のトランペットの音色を引き立てるのでは
ないかと、彼女には思われた。そこで彼女は雨により水量の変わった川辺の空間で、トランペット演奏の実
験を試みた。また異なる場所でも実験を続けた。その結果、岩に囲まれ、滝から少し離れ、気温が低く湿度
が高いという条件が、トランペットの音色をよくするのに最適と判断された。でもこれだけで「賢く折り合
いをつける」に応えられる？――もちろん！ 水害が起こると川や水に近づきたくなくなるのが人の心理。
その心理を和らげて、人々をふたたび水に近づけ、川の美しさにもう一度触れたいと思うようになってほし
い。そのために、音楽の力が役立つのではないか。これが彼女の主張、実にさわやかな「音色」である。

広島市立広島工業高等学校　土田 歩実　[ 設計部門 ]

「　雨ととなり　」

銀賞

三重県立伊勢工業高等学校　矢田 そら　[ アイデア部門 ]

「　小さな演奏会　仮説：雨上がりの川をトランペットのステージとして利用する　」

銀賞

　ゴルフ場開発とその後の不景気による倒産。20世紀後半に、よく見聞きした話である。受賞者の住む地
域は、かつて井戸水の利用が盛んだった。しかしゴルフ場からの農薬流出を恐れ、井戸をほとんど使わなく
なった。18ホールの広大な土地が残されただけでなく、地下水位が変わり、土砂災害のリスクも高まった
という。これをどう扱うか。彼はまず、子供のころから地域とその環境を学ぶ大切さを思った。幼児から児
童、生徒に至るまでの年数の区切りをもとにして、18ホールをエリア区分し、環境学習の場とした。地元
にゆかりのある和紙づくりに、雨水を利用するコーナーも設置した。ここで作られた和紙は、子供たちの「卒
業証書」の素材でもあった。殺伐とした水の物語を、意味のあるナラティブに転換する明快な提案である。

三重県立四日市工業高等学校　谷 駿佑　[ 設計部門 ]

「　卒業証書の森　～雨水と地下水の循環を人にも涵養させる水の学習工芸館~　」

銅賞

　美術館は美術品が展示される、非日常の空間である。でも、日常的な素材というべき「雨水」を、まるご
と美術館の展示物にできないか。水の流れの美しさを部分的に建築物に取り入れる試みは数多い。例えば
F.L.ライトによる旧帝国ホテルの「スダレ煉瓦」を使った雨水処理には驚嘆させられる。一方、本作品は雨
水の浄化されるさまや流れる様子をまるごと見せる美術館を提案していて圧倒的である。人々に雨水の多
様な側面を美的に体験せしめる場所である。上水は蛇口から訪れ、下水は排水溝から消えていく。功利的
に分断された水との関わりが、今日の社会と社会基盤の課題だとすれば、そのことを感性的に実感させ、
自然と共生するライフスタイルへの転換につなげられないか。この美術館はそのような体験をするのに、
もっともふさわしい場所の一つではないだろうか。

富山県立高岡工芸高等学校　辻 乃々子　[ 設計部門 ]

「　雨水の美術館　」

銅賞

　人口の減少が始まった日本の社会では、空き家の扱いが大きな課題である。これを一つのビジネスチャ
ンスととらえて、DIYのリノベーションで魅力と資産価値を高める試みもみられる昨今である。本作品は
集合住宅の空き室をまとめて、そこに雨水活用の設えを導入すること提案する。こうして空き室が増えて
荒涼とした集合住宅を、瑞々しく生き生きした空間に転換しようというのである。雨水を浄化する中庭は、
同時に建物の緑化の効果ももつ。雨水処理の過程では、建物の微気象も変化し、夏場はここからの空気に
涼を得ることもできる。余裕のできた中庭の空間構成によって、冬には陽光を効果的に取り入れられもす
る。建築物の再利用と、雨水活用との組み合わせは、とても興味深い。

　打ち水とバリアフリーの作品はともに科学的アプローチが特徴的。前者は観測に基づく提案であり、後
者は力学的な機構の試みであった。公園とカフェの作品はともに建物の屋根に特徴があった。近年、公園
は規制が緩和され商業施設の導入に積極的だが、雨水の賢い活用はこれから。両者の組み合わせが図られ
ればさらによい。雨の家を樹木に見立てた試みは、樹木が根から水を吸い上げる機構にヒントを得たもの。
自然に学ぶ生活空間の積極的な提案と理解したい。

静岡県立浜松工業高等学校　赤林 清宗　[ 設計部門 ]

「　中庭は立体濾過装置　」

銅賞

佐賀県立佐賀工業高等学校 　中原 大成　[ 設計部門 ]奨 励 賞

奨 励 賞

奨 励 賞

奨 励 賞

奨 励 賞

東京工業大学附属科学技術高等学校　平上 侑里　 [ 設計部門 ]

桐光学園高等学校 　松本 紗季　[ 設計部門 ]

愛媛県立今治東中等教育学校　藤林 風暖　 [ アイデア部門 ]

大阪市立都島工業高等学校　山里 輝　 [ アイデア部門 ]
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　スケールの異なる空間をつなぐ水本来の役割を見直す総合的な作品だ。実在する河川である「十二又川」
をとりあげて、それが功利的に整備され、川幅が狭くなった区間について、街ならびにその構成要素であ
る建築、さらにはこれらとインテリアとを結びつけることで豊かに変えるという提案を試みている。ここ
では水が、要素と空間とを結びつける媒体である。雨水は「ゆっくりと導く」という思想でとらえられて活
用される。雨水の浸透と蒸発散の側面にも配慮し、水循環の考え方が、具体的な地区のなかで工夫される。
この点が高く評価される。また同時に社会的な側面もあつかわれている点が注目される。すなわち、「おす
そわけ」である。受賞者は「他人からもらった品物や利益の一部」を「友人や知人などに分け与える」こと
の大切さを強調する。これが失われてしまった現代の社会と、いまの都市と河川、水のあつかいとの関係
に視野を広げる。そうして、雨水の恵みを少しずつ分けあうことは、雨水の災いをゆるやかに軽くするこ
とにつながるのでは、と主張する。十二又川沿いに設えられる街並みは、みんなが憩える雨庭、トイレや
車の洗浄／洗濯に使う実用的な生活用水、水耕栽培とその作物を供するカフェ、水と緑の癒しの空間そし
て共有の場所をうちに含み、それらの恵みは「おすそわけ」される。この街並みにおいて、雨水はときにゆっ
くりと蓄えられ、ときにすみやかに流され、蒸発と浸透に向かい、そして川へと戻っていく半循環を経験
する。これらを表現する平面図と立面図、パースと個別施設や水の使われる場のイメージ図は、緻密かつ
総合的だ。「設計」の作業に受賞者の力量が現れてもいる。

静岡県立科学技術高等学校　増田 達哉　[ 設計部門 ]

「　雨水のおすそわけ　～暗渠から蘇る十二双川～　」

金賞

　平成30年度も西日本では、前年度に引き続き大きな水害が発生した。毎年各地から豪雨／土砂災害が報
告されるので、大きな気象の変化が起こりつつあるのではないかと、多くの人々が感じるようになってい
るのではないだろうか。受賞者もまさにそのような一人だ。否、彼女は、平成30年7月の西日本豪雨災害
を実体験したのだった。この水害ではこれまでの災害と同様に、避難の重要性が指摘された。「もっとはや
く避難していたら」という言葉に、彼女は動かされた。その一方で、雨水は災いをもたらすだけではない。
彼女はそのことをも踏まえて、「雨がもつ癒しの効果、また残忍さを音で表現できるシステム」を考案し、
雨水の恵みと災いに応えようとするのである。それはオベリスクのような構造をもち、雨量が少ないとき
は水の力で音楽を奏で、豪雨のときには警報を発する。それはまた、とてもわかりやすい慰霊碑の役割も
果たす。情報弱者を排除することなく、日常と非日常の双方に威力を発揮できる、総合的なシステムなの
である。情報とその共有は、減災におけるいわゆる自助・共助を実現する、自律的コミュニティに不可欠
の要件だ。本作品はこの課題に真正面から取り組んだ意欲作である。

　川辺の水の音を iPhoneから流しながらトランペットを生演奏――圧巻のパフォーマンス。受賞者のプレ
ゼンテーションに、まずは度肝を抜かれた。これは不可欠だった、彼女の追究したものは、トランペット演
奏の質そのものだったのだから。彼女は小学生のころからトランペットを習い、高校生のいまは吹奏楽部と
建築研究部の二つに所属している。彼女の曽祖父母は山間部の川沿いに住んでいた。その川に遊んだ思い出
と、河川空間の美しさが彼女の印象に残った。その空間は、彼女のトランペットの音色を引き立てるのでは
ないかと、彼女には思われた。そこで彼女は雨により水量の変わった川辺の空間で、トランペット演奏の実
験を試みた。また異なる場所でも実験を続けた。その結果、岩に囲まれ、滝から少し離れ、気温が低く湿度
が高いという条件が、トランペットの音色をよくするのに最適と判断された。でもこれだけで「賢く折り合
いをつける」に応えられる？――もちろん！ 水害が起こると川や水に近づきたくなくなるのが人の心理。
その心理を和らげて、人々をふたたび水に近づけ、川の美しさにもう一度触れたいと思うようになってほし
い。そのために、音楽の力が役立つのではないか。これが彼女の主張、実にさわやかな「音色」である。

広島市立広島工業高等学校　土田 歩実　[ 設計部門 ]

「　雨ととなり　」

銀賞

三重県立伊勢工業高等学校　矢田 そら　[ アイデア部門 ]

「　小さな演奏会　仮説：雨上がりの川をトランペットのステージとして利用する　」

銀賞

　ゴルフ場開発とその後の不景気による倒産。20世紀後半に、よく見聞きした話である。受賞者の住む地
域は、かつて井戸水の利用が盛んだった。しかしゴルフ場からの農薬流出を恐れ、井戸をほとんど使わなく
なった。18ホールの広大な土地が残されただけでなく、地下水位が変わり、土砂災害のリスクも高まった
という。これをどう扱うか。彼はまず、子供のころから地域とその環境を学ぶ大切さを思った。幼児から児
童、生徒に至るまでの年数の区切りをもとにして、18ホールをエリア区分し、環境学習の場とした。地元
にゆかりのある和紙づくりに、雨水を利用するコーナーも設置した。ここで作られた和紙は、子供たちの「卒
業証書」の素材でもあった。殺伐とした水の物語を、意味のあるナラティブに転換する明快な提案である。

三重県立四日市工業高等学校　谷 駿佑　[ 設計部門 ]

「　卒業証書の森　～雨水と地下水の循環を人にも涵養させる水の学習工芸館~　」

銅賞

　美術館は美術品が展示される、非日常の空間である。でも、日常的な素材というべき「雨水」を、まるご
と美術館の展示物にできないか。水の流れの美しさを部分的に建築物に取り入れる試みは数多い。例えば
F.L.ライトによる旧帝国ホテルの「スダレ煉瓦」を使った雨水処理には驚嘆させられる。一方、本作品は雨
水の浄化されるさまや流れる様子をまるごと見せる美術館を提案していて圧倒的である。人々に雨水の多
様な側面を美的に体験せしめる場所である。上水は蛇口から訪れ、下水は排水溝から消えていく。功利的
に分断された水との関わりが、今日の社会と社会基盤の課題だとすれば、そのことを感性的に実感させ、
自然と共生するライフスタイルへの転換につなげられないか。この美術館はそのような体験をするのに、
もっともふさわしい場所の一つではないだろうか。

富山県立高岡工芸高等学校　辻 乃々子　[ 設計部門 ]

「　雨水の美術館　」

銅賞

　人口の減少が始まった日本の社会では、空き家の扱いが大きな課題である。これを一つのビジネスチャ
ンスととらえて、DIYのリノベーションで魅力と資産価値を高める試みもみられる昨今である。本作品は集
合住宅の空き室をまとめて、そこに雨水活用の備えを導入すること提案する。こうして空き室が増えて荒涼
とした集合住宅を、瑞々しく生き生きした空間に転換しようというのである。雨水を浄化する中庭は、同時
に建物の緑化の効果ももつ。雨水処理の過程では、建物の微気象も変化し、夏場はここからの空気に涼を得
ることもできる。余裕のできた中庭の空間構成によって、冬には陽光を効果的に取り入れられもす
る。建築物の再利用と、雨水活用との組み合わせは、とても興味深い。

　打ち水とバリアフリーの作品はともに科学的アプローチが特徴的。前者は観測に基づく提案であり、後
者は力学的な機構の試みであった。公園とカフェの作品はともに建物の屋根に特徴があった。近年、公園
は規制が緩和され商業施設の導入に積極的だが、雨水の賢い活用はこれから。両者の組み合わせが図られ
ればさらによい。雨の家を樹木に見立てた試みは、樹木が根から水を吸い上げる機構にヒントを得たもの。
自然に学ぶ生活空間の積極的な提案と理解したい。

静岡県立浜松工業高等学校　赤林 清宗　[ 設計部門 ]

「　中庭は立体濾過装置　」

銅賞

佐賀県立佐賀工業高等学校 　中原 大成　[ 設計部門 ]奨 励 賞

奨 励 賞

奨 励 賞

奨 励 賞

奨 励 賞

東京工業大学附属科学技術高等学校　平上 侑里　 [ 設計部門 ]

桐光学園高等学校 　松本 紗季　[ 設計部門 ]

愛媛県立今治東中等教育学校　藤林 風暖　 [ アイデア部門 ]

大阪市立都島工業高等学校　山里 輝　 [ アイデア部門 ]
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グランプリ　｜　「価値を体感してみませんか？」土手 駿建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト 
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グランプリ　｜　「価値を体感してみませんか？」土手 駿 建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト 



98

金賞　｜　「雨水のおすそわけ　～暗渠から蘇る十二双川～」増田 達哉建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト
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銀賞　｜　「雨ととなり」土田 歩実 建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト
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銀賞　｜　「小さな演奏会」矢田 そら建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト
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銀賞　｜　「小さな演奏会」矢田 そら 建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト
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銅賞　｜　「卒業証書の森」谷 駿佑建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト
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銅賞　｜　「雨水の美術館」辻 乃々子 建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテスト



建築学科のオープンキャンパスについて 

建築学科のオープンキャンパスにおける展示

は大きく分けて３つのブースに分かれます。  

具体的には、在学生の優秀作品の展示ブース、

進学相談コーナーおよび体験ブースの３つです。

これら 3 つのブースそれぞれについて学生が主

体的に案内をします。 

 まず、建築学科の展示ブースがある製図室に入

ると、学生が担当している受付（写真①）があり

ます。ここで来場登録をした後、学生が同行し案

内を行います。可能な限り来訪の方の出身地や出

身校を考慮のうえ、応対者を選定しています。 

最初の優秀作品の展示ブースは、1 年次から卒

業設計まで、学生の作品を学年進行にあわせて展

示してあります。そのため、本学に入学した学生

の成長を垣間見ることができます。（写真②、写

真③） 

 展示作品を鑑賞し終えると、教員と学生による

進学相談ブースが設けてあります。（写真④） 

 ここでは、入試やカリキュラムなどについて知 

 

 

りたいことや不明な点について、教員や在学生か

らアドバイスを受けることができます。 

 そして、最後のブースでは建設分野における先

端技術の一端である VR（写真⑤）と３D プリン

タと同様の技術である３D ペン（写真⑥）を体験

できます。 

 VR では、世界の有名建築を、ゴーグルを通し

て体験します。VR は近年住宅展示場や施工管理

の現場で取り入れられつつある最先端の技術で

す。関連するアプリケーションもどんどん開発さ

れ、身近なものになりつつあります。 

また、３D ペンのブースでは、木型に合わせて

フィラメントを加工し、立体物を作成します。こ

のペンがロボットアームで動かされるようにし

たものが３D プリンタです。すでに、諸外国の一

部地域では、３Dプリンタで実際に家を建設する

取り組みが行われています。 

 是非一度建築学科のブースを訪れて体験して

みてください。 

写真①                  写真②                写真③ 

写真④                  写真⑤                写真⑥ 
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建築学科のオープンキャンパスについて

建築学科のオープンキャンパスにおける展示

は大きく分けて３つのブースに分かれます。

具体的には、在学生の優秀作品の展示ブース、

進学相談コーナーおよび体験ブースの３つです。

これら 3 つのブースそれぞれについて学生が主

体的に案内をします。

まず、建築学科の展示ブースがある製図室に入

ると、学生が担当している受付（写真①）があり

ます。ここで来場登録をした後、学生が同行し案

内を行います。可能な限り来訪の方の出身地や出

身校を考慮のうえ、応対者を選定しています。

最初の優秀作品の展示ブースは、1 年次から卒

業設計まで、学生の作品を学年進行にあわせて展

示してあります。そのため、本学に入学した学生

の成長を垣間見ることができます。（写真②、写

真③）

展示作品を鑑賞し終えると、教員と学生による

進学相談ブースが設けてあります。（写真④）

ここでは、入試やカリキュラムなどについて知

りたいことや不明な点について、教員や在学生か

らアドバイスを受けることができます。

そして、最後のブースでは建設分野における先

端技術の一端である VR（写真⑤）と３D プリン

タと同様の技術である３D ペン（写真⑥）を体験

できます。

VR では、世界の有名建築を、ゴーグルを通し

て体験します。VR は近年住宅展示場や施工管理

の現場で取り入れられつつある最先端の技術で

す。関連するアプリケーションもどんどん開発さ

れ、身近なものになりつつあります。

また、３D ペンのブースでは、木型に合わせて

フィラメントを加工し、立体物を作成します。こ

のペンがロボットアームで動かされるようにし

たものが３D プリンタです。すでに、諸外国の一

部地域では、３Dプリンタで実際に家を建設する

取り組みが行われています。

是非一度建築学科のブースを訪れて体験して

みてください。

写真①                  写真②                写真③

写真④                  写真⑤                写真⑥
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オープンキャンパス紹介 

 本学では、毎年夏と秋の２回、オープンキャ
ンパス（以下 OC とする）を開催しています。
OC は、受験生や保護者の方々に役に立つ情報
を提供する体験型イベントです。大学案内や大
学ホームページだけではわからない、本学の学
部・学科のこと、大学生活のこと、キャンパス
の雰囲気などを実際に「見て」「体験」すること
でより理解を深めることができるため、進路選
択の際の重要な場となります。 
 これから、住居・インテリア学科（以下本学
科とする）の OC の内容をご紹介します。主に
以下の内容を実施しています。 
① 学科紹介・研究室紹介パネルの展示と教員・

学生による解説 
② 学科一押しコーナー 
③ オープンラボ（研究室ゼミの様子が見られる） 
④ 体験実習 
⑤ 優秀作品展示 
⑥ 学科相談コーナー 
いくつかの内容について詳細をご紹介します。 
【学科・研究室紹介について】 
 大学案内に記載している内容をベースに、学
科の特色、カリキュラム、進路先など、実際に
教員や学生と話をしながら理解を深めることが
できます。また、研究分野は意匠・環境・構造
まで、学生の興味関心に応える多彩な研究者が
在籍しています。 
【学科一押しについて】 
 学科の話題のプログラムや、目指すべき方向
性を示したプログラムの紹介をしています。
2018 年は『住居の未来 社会実験研究プログラ
ム』『空き家再生活動 社会貢献活動』『団地解
剖ミュージアム教育プログラム（写真１）』の３
つを紹介しました。 

 
写真１：団地解剖ミュージアムの展示風景 

【オープンラボ】 
 研究活動について実際に使用している実験機
器や図面・模型、関連書籍などを用いて説明し
ます。その他、授業の様子や大学生活などの質
問に在学生が答えます。

 
写真２：住生活学ゼミのオープンラボの様子 

【優秀作品展示】 
 設計課題から卒業研究までの図面、模型、論
文などを展示しています。どのような授業があ
り、本学科で学ぶと何ができるようになるのか、
一部ではありますが、垣間見ることができます。 
 以上、簡単ではありますが住居・インテリア
学科の OC を紹介しました。本学科に興味のあ
る方は、ぜひ、OC に参加して、教員や学生と
意見を交わして、良い進路選択につなげていた
だけたらと思います。 
 

オープンキャンパス報告 
 

九州産業⼤学では夏の 2018 年 7 ⽉ 29 ⽇（⽇）

と秋の 9 ⽉ 23 ⽇（⽇）の 2 回にわたってオー

プンキャンパスを実施しました。 

都市デザイン⼯学科では、「⽯橋アーチをつ

くろう（⽔⽥洋司研究室）」、「波や流れからエネ

ルギーを獲得する（⽻⽥野袈裟義研究室）」、「⾵

景と環境と減災のはなし（⼭下三平研究室）」、

「⼟のリサイクルのはなし（林泰弘研究室）」、

「コンクリートでミニモアイ像・ダースベイダ

ーを作ってみよう（松尾栄治研究室）」、「⾃然と

の共⽣に向けてのはなし（内⽥泰三研究室）」、

「波を防ぐ防波堤（横⽥雅紀研究室）」、「まちの

防災のはなし話（⼭⽥忠研究室）」と銘打って各

研究室の内容を紹介しました。パネルやミニ実

験など、魅⼒的なブースになるよう前⽇から精

⼒的に設営準備しました。また、学科説明会も

同時に実施しました。 

当⽇は、今年も⾼校⽣を中⼼とした多くの来

場者がありました。受付での集計によると夏は

131 名、秋は 88 名でした。研究室の学⽣たち

も張り切って⾃分たちが⽇頃取り組んでいる

研究内容を説明していました。⼈に説明をする

ことで⾃分たちの理解も⼀層深まったようで

す。また、都市デザイン⼯学科の学⽣の若い活

気がお客さんにも⼗分に伝わったと思います。

⼟⽊系の勉強や研究がどんなものか、魅⼒や雰

囲気も紹介できたのではないでしょうか。 

学科説明会では保護者同伴での参加が多く、

授業の内容や難易度、取得可能な資格、就職状

況、⼊試形態などについての進路相談がありま

した。 

夏は台⾵の影響により午前中だけの実施と

なってしまったのが⼤変残念でしたが、全体的

にとても盛況でした。来年も頑張りましょう！ 

 

 
写真-1 紙粘⼟によるアーチ橋模型作り 

 

 
写真-2 熱⼼に説明する学⽣たち 

 

 
写真-3 作ったミニモアイ像 
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オープンキャンパス紹介　｜　住居・インテリア学科



オープンキャンパス紹介 

 本学では、毎年夏と秋の２回、オープンキャ
ンパス（以下 OC とする）を開催しています。
OC は、受験生や保護者の方々に役に立つ情報
を提供する体験型イベントです。大学案内や大
学ホームページだけではわからない、本学の学
部・学科のこと、大学生活のこと、キャンパス
の雰囲気などを実際に「見て」「体験」すること
でより理解を深めることができるため、進路選
択の際の重要な場となります。 
 これから、住居・インテリア学科（以下本学
科とする）の OC の内容をご紹介します。主に
以下の内容を実施しています。 
① 学科紹介・研究室紹介パネルの展示と教員・

学生による解説 
② 学科一押しコーナー 
③ オープンラボ（研究室ゼミの様子が見られる） 
④ 体験実習 
⑤ 優秀作品展示 
⑥ 学科相談コーナー 
いくつかの内容について詳細をご紹介します。 
【学科・研究室紹介について】 
 大学案内に記載している内容をベースに、学
科の特色、カリキュラム、進路先など、実際に
教員や学生と話をしながら理解を深めることが
できます。また、研究分野は意匠・環境・構造
まで、学生の興味関心に応える多彩な研究者が
在籍しています。 
【学科一押しについて】 
 学科の話題のプログラムや、目指すべき方向
性を示したプログラムの紹介をしています。
2018 年は『住居の未来 社会実験研究プログラ
ム』『空き家再生活動 社会貢献活動』『団地解
剖ミュージアム教育プログラム（写真１）』の３
つを紹介しました。 

 
写真１：団地解剖ミュージアムの展示風景 

【オープンラボ】 
 研究活動について実際に使用している実験機
器や図面・模型、関連書籍などを用いて説明し
ます。その他、授業の様子や大学生活などの質
問に在学生が答えます。

 
写真２：住生活学ゼミのオープンラボの様子 

【優秀作品展示】 
 設計課題から卒業研究までの図面、模型、論
文などを展示しています。どのような授業があ
り、本学科で学ぶと何ができるようになるのか、
一部ではありますが、垣間見ることができます。 
 以上、簡単ではありますが住居・インテリア
学科の OC を紹介しました。本学科に興味のあ
る方は、ぜひ、OC に参加して、教員や学生と
意見を交わして、良い進路選択につなげていた
だけたらと思います。 
 

オープンキャンパス報告

九州産業⼤学では夏の 2018 年 7 ⽉ 29 ⽇（⽇）

と秋の 9 ⽉ 23 ⽇（⽇）の 2 回にわたってオー

プンキャンパスを実施しました。

都市デザイン⼯学科では、「⽯橋アーチをつ

くろう（⽔⽥洋司研究室）」、「波や流れからエネ

ルギーを獲得する（⽻⽥野袈裟義研究室）」、「⾵

景と環境と減災のはなし（⼭下三平研究室）」、

「⼟のリサイクルのはなし（林泰弘研究室）」、

「コンクリートでミニモアイ像・ダースベイダ

ーを作ってみよう（松尾栄治研究室）」、「⾃然と

の共⽣に向けてのはなし（内⽥泰三研究室）」、

「波を防ぐ防波堤（横⽥雅紀研究室）」、「まちの

防災のはなし話（⼭⽥忠研究室）」と銘打って各

研究室の内容を紹介しました。パネルやミニ実

験など、魅⼒的なブースになるよう前⽇から精

⼒的に設営準備しました。また、学科説明会も

同時に実施しました。

当⽇は、今年も⾼校⽣を中⼼とした多くの来

場者がありました。受付での集計によると夏は

131 名、秋は 88 名でした。研究室の学⽣たち

も張り切って⾃分たちが⽇頃取り組んでいる

研究内容を説明していました。⼈に説明をする

ことで⾃分たちの理解も⼀層深まったようで

す。また、都市デザイン⼯学科の学⽣の若い活

気がお客さんにも⼗分に伝わったと思います。

⼟⽊系の勉強や研究がどんなものか、魅⼒や雰

囲気も紹介できたのではないでしょうか。

学科説明会では保護者同伴での参加が多く、

授業の内容や難易度、取得可能な資格、就職状

況、⼊試形態などについての進路相談がありま

した。

夏は台⾵の影響により午前中だけの実施と

なってしまったのが⼤変残念でしたが、全体的

にとても盛況でした。来年も頑張りましょう！

写真-1 紙粘⼟によるアーチ橋模型作り

写真-2 熱⼼に説明する学⽣たち

写真-3 作ったミニモアイ像
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都市デザイン工学科　｜　オープンキャンパス紹介



ABC 建築道場 

　ABC建築道場は 2011年からはじまり 2018 
年度で 8 年目を迎えました。きっかけは 2011 

年に３年生であった数名の学生が、私が現役の
建築家だということを知って、建築サークルを
立上げたいとの相談からでした。 
　話は少しそれますが、建築学科は日本では工

学分野であり、エンジニア（技術者）を育成す
ることを目的としていますが、欧米では建築学
や芸術学の分野で、技術のみならず美学的な能
力も兼ね備えているアーキテクト（建築家）を
育成します。そのため、日本の建築教育は一級
建築士資格取得を前提としたカリキュラムと
して技術的知識を優先して組まざるをえませ
ん。しかしながら、ものづくりで一番必要な能
力は、クリエイティビティ（想像力）、他者との
協調性、統合力です。そこを鍛えようと思う
と、４年間のカリキュラムでは収まらなくなり
ます。そのため、ABC 建築道場では授業を補う

教育として以下のような活動を行っています。 

１）しゅうまい
テーマを決めて、模型で空間デザインを表現し
議論を行ってみんなで一位を決めます。毎週
やるから「しゅうまい」なのですが、造形力が
かなり鍛えられる「建築筋トレ」です。
２）建築レクチャーシリーズ

第一線で活躍している建築家・構造家などを招
聘して講演会を開催しています。単に講演を聴
講するだけでなく、講演者の講演テーマで「し
ゅうまい」をつくり、懇親会で勝手にプレゼン
テーションを行って批評を行ってもらってい
ます。そんな学生達を見たことないと講演者か
ら高い評価を頂き、就職やインターンシップの

受入れに結びついています。 
３）ABC 建築道場の展

毎春、学内で ABC 建築道場の活動展示会を行
っています。単なる展示ではなく、会場構成も
デザインして原寸で空間をつくります。また、
同時に講演会を開催し、講演者には「公開しゅ
うまい」の講評も行って頂いています。 
４）国内外ワークショップ

年に１度は学外のワークショップに参加して、
共通のテーマで他大学や外国の学生と建築で
競い合っています。また、グループ設計なので、
他者との協調性を身につけることができます。 
５）学外建築イベント

建築の甲子園と言われる「SDL卒業設計日本一
決定戦」や３年生以下の学生も参加できる
「Fukuoka Design Review」「tonica 北九州」な
どの全国規模の大会に出場して、日本二位や最
優秀賞など大変優秀な成績を収めています。 
 既に一期生は３名が一級建築士を取得し、３
名が自分の設計事務所を開設、１名が著名な設
計事務所でオリンピック施設の設計を担当し
ています。OBOG を含めた新年会や卒業設計
講評会も行っているので、世代を超えて上下間
での繋がりが強く、就職の相談など、私の手を
離れたところでも強い絆が生まれています。 

矢作昌生 

北欧デザイン研究会
［研究会設立の経緯と主な活動］
　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災をきっかけ
に、これからの日本の在り方を考える上で、幸
福度や成熟度が高いとされる北欧諸国がよき参
考例になるのではとの考えのもと、北欧諸国の
文化、社会、デザインなどをテーマとしたイベ
ントを、学生ならびに協力者とともに、ボラン
ティアにて運営し、北欧を学び且つ楽しみなが
ら、その収益の一部を日本赤十字社を通して東
北地方に義援金として送る活動、東日本大震災
チャリティー・イベント「九州発 北欧展」が始
まることになりました。
　北欧デザイン研究会は、その企画・運営をす
る為に出来た学生有志による会（顧問：小泉隆）
ですが、毎年の北欧展以外にも、北欧の建築や
デザインに関する研究会などを行っています。
　北欧展は 2011 年より、福岡を中心に、東京、
栃木、鹿児島、京都などで開催してきましたが、
これまでに総計約 650 万円の義援金を日本赤十
字社を通して、東北地方また熊本地震や北部九
州豪雨被災地などに送ってきています。

［2018 年度のイベント］
（１）北欧展 2018 第一弾
11/２～４九州産業大学「北欧チャリティ Cafe」
　本学の学園祭期間中、北欧の風景・建築写真
の展示・販売を行うほか、フィンランドのコー
ヒー、北欧名物のサーモンスープやシナモンロー
ルなどを販売しました。　
（２）北欧展 2018 第二弾
2/15・16　ブランチ福岡下原

　フィンランド・コーヒーやサーモンスープ、
北欧のクリスマスドリンク「グロッギ」、北欧関
連のＴシャツやトートバッグなどの販売、また
オリジナルエコバッグ製作のワークショップや、
料理研究家を招いたクリスマスにぴったりの料
理「北欧サーモンの鱗仕立て 焦がしバターソー
ス」を作る料理教室を開催しました。 
 （３）北欧展 2018 第三弾
　2019 年が日本とフィンランドの外交関係樹立
100 周年であることにちなんで、「フィンランド
デザインと私」をテーマにしたトークイベント
をフィンランドを代表するコーヒーメーカーの
日本第一号店ロバーツコーヒー（福岡市中央区）
にて、福岡スオミ・フィンランド協会（2018 年
設立）との共催で開催。
　各回のテーマと講師は以下の通りです。司会
進行は、北欧デザイン研究会のメンバーが行い、
事前に各テーマについての勉強会も行いました。
・1/19「カイ・フランクの食器」小西 亜希子
（書籍『カイ・フランクへの旅』著者、( 株 ) エ
ブリーディレクションズ代表）　
・1/20 「AALTO、ARTEK ＆ フィンランドデザ
イン」林 アンニ（ARTEK / Vitra 株式会社　ホー
ムセールス・ヘッド）　
・2/23 「北欧・フィンランドのテキスタイルデザ
イン」鈴木 マサル（テキスタイルデザイナー、
東京造形大学教授）　　
・2/24「北欧の暮らしと家具デザイン」熊野 亘
（デザイナー、デザインスタジオ ” kumano” 代表）

小泉 隆

九州発
北欧展
２０１８

　九州産業大学の住居・インテリア学科では、2011年 3月11日の東日本大震災をきっかけに、北欧諸国

の文化・社会・デザインなどをテーマとしたイベント「北欧展」を開催し、その収益の一部を日本赤十字

社を通して東北地方に義援金として送る活動を行ってきました。これまでは福岡を中心に東京、栃木、鹿

児島、京都で開催し、送付した義援金総額は約 600 万円となりました。

　8年目となる今年は、イベント第 1弾として九州産業大学香椎祭にて北欧チャリティー café をオープン

します。売り上げは全額、北九州豪雨・東日本大震災被災地へ義援金として送られます。
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ABC建築道場 

ABC建築道場は 2011年からはじまり 2018年
度で 8 年目を迎えました。きっかけは 2011 年
に３年生であった数名の学生が、私が現役の建
築家だということを知って、建築サークルを立
上げたいとの相談からでした。 
話は少しそれますが、建築学科は日本では工
学分野であり、エンジニア（技術者）を育成す
ることを目的としていますが、欧米では建築学
や芸術学の分野で、技術のみならず美学的な能
力も兼ね備えているアーキテクト（建築家）を
育成します。そのため、日本の建築教育は一級
建築士資格取得を前提としたカリキュラムと
して技術的知識を優先して組まざるをえませ
ん。しかしながら、ものづくりので一番必要な
能力は、クリエイティビティ（想像力）、他者と
の協調性、統合力です。そこを鍛えようと思う
と、４年間のカリキュラムでは収まらなくなり
ます。そのため、ABC 建築道場では授業を補う
教育として以下のような活動を行っています。 
１）しゅうまい 

テーマを決めて、模型で空間デザインを表現し
議論を行ってみんなで一位を決めます。毎週 
やるから「しゅうまい」なのですが、造形力が
かなり鍛えられる「建築筋トレ」です。 
２）建築レクチャーシリーズ 

第一線で活躍している建築家・構造家などを招
聘して講演会を開催しています。単に講演を聴
講するだけでなく、講演者の講演テーマで「し
ゅうまい」をつくり、懇親会で勝手にプレゼン
テーションを行って批評を行ってもらってい
ます。そんな学生達を見たことないと講演者か
ら高い評価を頂き、就職やインターンシップの

受入れに結びついています。 
３）ABC 建築道場の展 

毎春、学内で ABC 建築道場の活動展示会を行
っています。単なる展示ではなく、会場構成も
デザインして原寸で空間をつくります。また、
同時に講演会を開催し、講演者には「公開しゅ
うまい」の講評も行って頂いています。 
４）国内外ワークショップ 

年に１度は学外のワークショップに参加して、
共通のテーマで他大学や外国の学生と建築で
競い合っています。また、グループ設計なので、
他者との協調性を身につけることができます。 
５）学外建築イベント 

建築の甲子園と言われる「SDL卒業設計日本一
決定戦」や３年生以下の学生も参加できる
「Fukuoka Design Review」「tonica 北九州」な
どの全国規模の大会に出場して、日本二位や最
優秀賞など大変優秀な成績を収めています。 
 既に一期生は３名が一級建築士を取得し、３
名が自分の設計事務所を開設、１名が著名な設
計事務所でオリンピック施設の設計を担当し
ています。OBOG を含めた新年会や卒業設計
講評会も行っているので、世代を超えて上下間
での繋がりが強く、就職の相談など、私の手を
離れたところでも強い絆が生まれています。 

矢作昌生 

 

北欧デザイン研究会
［研究会設立の経緯と主な活動］
　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災をきっかけ
に、これからの日本の在り方を考える上で、幸
福度や成熟度が高いとされる北欧諸国がよき参
考例になるのではとの考えのもと、北欧諸国の
文化、社会、デザインなどをテーマとしたイベ
ントを、学生ならびに協力者とともに、ボラン
ティアにて運営し、北欧を学び且つ楽しみなが
ら、その収益の一部を日本赤十字社を通して東
北地方に義援金として送る活動、東日本大震災
チャリティー・イベント「九州発 北欧展」が始
まることになりました。
　北欧デザイン研究会は、その企画・運営をす
る為に出来た学生有志による会（顧問：小泉隆）
ですが、毎年の北欧展以外にも、北欧の建築や
デザインに関する研究会などを行っています。
　北欧展は 2011 年より、福岡を中心に、東京、
栃木、鹿児島、京都などで開催してきましたが、
これまでに総計約 650 万円の義援金を日本赤十
字社を通して、東北地方また熊本地震や北部九
州豪雨被災地などに送ってきています。

［2018 年度のイベント］
（１）北欧展 2018 第一弾
11/２～４九州産業大学「北欧チャリティ Cafe」
　本学の学園祭期間中、北欧の風景・建築写真
の展示・販売を行うほか、フィンランドのコー
ヒー、北欧名物のサーモンスープやシナモンロー
ルなどを販売しました。　
（２）北欧展 2018 第二弾
2/15・16　ブランチ福岡下原

　フィンランド・コーヒーやサーモンスープ、
北欧のクリスマスドリンク「グロッギ」、北欧関
連のＴシャツやトートバッグなどの販売、また
オリジナルエコバッグ製作のワークショップや、
料理研究家を招いたクリスマスにぴったりの料
理「北欧サーモンの鱗仕立て 焦がしバターソー
ス」を作る料理教室を開催しました。 
 （３）北欧展 2018 第三弾
　2019 年が日本とフィンランドの外交関係樹立
100 周年であることにちなんで、「フィンランド
デザインと私」をテーマにしたトークイベント
をフィンランドを代表するコーヒーメーカーの
日本第一号店ロバーツコーヒー（福岡市中央区）
にて、福岡スオミ・フィンランド協会（2018 年
設立）との共催で開催。
　各回のテーマと講師は以下の通りです。司会
進行は、北欧デザイン研究会のメンバーが行い、
事前に各テーマについての勉強会も行いました。
・1/19「カイ・フランクの食器」小西 亜希子
（書籍『カイ・フランクへの旅』著者、( 株 ) エ
ブリーディレクションズ代表）　
・1/20 「AALTO、ARTEK ＆ フィンランドデザ
イン」林 アンニ（ARTEK / Vitra 株式会社　ホー
ムセールス・ヘッド）　
・2/23 「北欧・フィンランドのテキスタイルデザ
イン」鈴木 マサル（テキスタイルデザイナー、
東京造形大学教授）　　
・2/24「北欧の暮らしと家具デザイン」熊野 亘
（デザイナー、デザインスタジオ ” kumano” 代表）

小泉 隆

九州発
北欧展
２０１８

　九州産業大学の住居・インテリア学科では、2011年 3月11日の東日本大震災をきっかけに、北欧諸国

の文化・社会・デザインなどをテーマとしたイベント「北欧展」を開催し、その収益の一部を日本赤十字

社を通して東北地方に義援金として送る活動を行ってきました。これまでは福岡を中心に東京、栃木、鹿

児島、京都で開催し、送付した義援金総額は約 600 万円となりました。

　8年目となる今年は、イベント第 1弾として九州産業大学香椎祭にて北欧チャリティー café をオープン

します。売り上げは全額、北九州豪雨・東日本大震災被災地へ義援金として送られます。
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子どもたちへ自然の大切さを伝えよう！！

■九産大野生動植物研究会とは

私達，九産大野生動植物研究会は「地域の子供
達・大人の方々へ自然の大切さを伝えていく」事
を目的に 2008 年発足しました。発足からこれま
でに以下のような活動を行ってきました。

・ふれあい環境教室（唐原川）
・プールにおける環境教室（新宮町・立花小）
・子供たちとの立花山登山（立花山）
・唐原川清掃（唐原川）
・里山の保全活動（新宮町的野）など

■環境教育活動

九産大野生動植物研究会が発足して 10 年目
となる今年度は「様々な地域の子供達へ地元の
生き物や自然環境の大切さを伝えよう！！」，
「同時に自らも成長しよう！！」の 2つをス
ローガンとして掲げ活動を行いました。ここで
は，小学生へ川の生き物の大切さを伝える活動
「真夏の大冒険！川の生き物を探そう！！」に
ついて紹介します。

■真夏の大冒険！川の生き物を探そう！！

新宮町の協力のもと，新宮町の小学生を対象
に，2018 年 8 月に唐原川において実施しました。
この活動では，「自然とふれあうことの楽しさ」，
「川の生き物の大切さ」を教えるため，小学生と
一緒に川に入り，生き物の種類による生息場所
の違いや捕まえ方などを教え，教室では捕まえ
た生き物の紹介をおこないました。最後に、捕
まえた生き物を川へ帰し，生き物の大切さを教
えました。参加した小学生から，「楽しかった」，
「来年も参加したい」などの良い感想をもらうこ
とができましたが，スタッフ側が上手く小学生
をまとめられない場面もあり、予定の終了時間
をオーバーしまったなどの課題もみられました。

■おわりに（私達の成長）

私達は，今年度の様々な活動を通して，教え
ることの難しさ・楽しさを再認識できました。
そして，新たな活動への挑戦，今後の活動への
意識の向上がみられました。

2018 年度建築都市工学部機関誌編集委員会

Y e a r  B o o k  2 0 1 8 - 2 0 1 9

2019 年 3 月 20 日　印刷

2019 年 3 月 29 日　発行

発行者　　九州産業大学建築都市工学部
　　　　　小泉　隆
　　　　　福岡市東区松香台 2-3-1

印刷所　　よしみ工産株式会社
　　　　　 北九州市戸畑区天神 1-13-5

■委員：林　泰弘（都市デザイン工学科）
■委員：姜　優子（建築学科）
■委員：信濃　康博（住居・インテリア学科）

■ワーキングメンバー：
　大庭　知子（建築学科）
　日髙　暢子（住居・インテリア学科）

■建築都市工学部長：小泉　隆

「建築都市工学部 Year Book」創刊について

　九州産業大学では、技術開発の進歩とともに日々変化する社会のニーズに柔軟に対応し、地域社会

に貢献できる技術者を育成するために、2017 年 4 月に理工学領域の工学部と情報科学部を、親和性の

高い学科による学部再編で、従来の２学部８学科から、理工学部、生命科学部、建築都市工学部の３

学部７学科に再編しました。

　建築都市工学部は、建築学科、住居・インテリア学科、都市デザイン工学科の３学科から構成され

ることになり、これまで分野、資格、法律などが縦割りに分割されていた建築、住まい、都市の３領

域を総合的に学ぶ教育や研究等ができる学部が誕生しました。

　それに伴い、従来の工学会機関誌「KonTon」に代わるものとして、この度、建築都市工学会機関誌

として「建築都市工学部 Year Book」を創刊することになりました。

　これまでの「KonTon」では、多様な学科からのトピック的なもので構成されていましたが、「Year 

Book」では、専門分野のまとまりがあることから、学部、学科、研究室、研究サークルなどの一年間の教育・

研究活動や卒業生の進路先など様々な活動を総覧的にまとめることにいたしました。

　高等学校および高校生には、これまでのように大学が一方的にアピールする一側面だけでなく、学部・

学科の全体像や詳細を知ることができます。そこに何か高校生を引きつけるものがあるかも知れませ

ん。在学生にとっては、他学科や学部が何をしているかを知り、学科を超えた活動に発展するかも知

れません。また企業や地域の方々とはこの冊子をきっかけに、なにか新しい繋がりが生まれるなど、

この「Year Book」が多くの点で活用され、学部・学科の発展に役に立てばと思います。

　　　

建築都市工学部長　小泉 隆
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子どもたちへ自然の大切さを伝えよう！！

■九産大野生動植物研究会とは

私達，九産大野生動植物研究会は「地域の子供達・
大人の方々へ自然の大切さを伝えていく」事を
目的に 2008 年発足しました。発足からこれまで
に以下のような活動を行ってきました。

・ふれあい環境教室（唐原川）
・プールにおける環境教室（新宮町・立花小）
・子供たちとの立花山登山（立花山）
・唐原川清掃（唐原川）
・里山の保全活動（新宮町的野）など

■環境教育活動

九産大野生動植物研究会が発足して 10 年目とな
る今年度は「様々な地域の子供達へ地元の生き
物や自然環境の大切さを伝へよう！！」，「同時
に自らも成長しよう！！」の 2つをスローガン
として掲げ活動を行いました。ここでは，小学
生へ川の生き物の大切さを伝える活動「真夏の
大冒険！川の生き物を探そう！！」について紹
介します。

■真夏の大冒険！川の生き物を探そう！！

　新宮町の協力のもと，新宮町の小学生を対象
に，2018 年 8 月に唐原川において実施しました。
この活動では，「自然とふれあうことの楽しさ」，
「川の生き物の大切さ」を教えるため，小学生と
一緒に川に入り，生き物の種類による生息場所
の違いや捕まえ方などを教え，教室では捕まえ
た生き物の紹介をおこないました。最後に、捕
まえた生き物を川へ帰し，生き物の大切さを教
えました。参加した小学生から，「楽しかった」，
「来年も参加したい」などの良い感想をもらうこ
とができましたが，スタッフ側が上手く小学生
をまとめられない場面もあり、予定の終了時間
をオーバーしまったなどの課題もみられました。

■おわりに（私達の成長）

　私達は，今年度の様々な活動を通して，教え
ることの難しさ・楽しさを再認識できました。
そして，新たな活動への挑戦，今後の活動への
意識の向上がみられました。

2018 年度建築都市工学部機関誌編集委員会

Y e a r  B o o k  2 0 1 8 - 2 0 1 9

2019 年 3 月 20 日　印刷

2019 年 3 月 29 日　発行

発行者　　九州産業大学建築都市工学部
　　　　　小泉　隆
　　　　　福岡市東区松香台 2-3-1

印刷所　　よしみ工産株式会社
　　　　　 北九州市戸畑区天神 1-13-5

■委員：林　泰弘（都市デザイン工学科）
■委員：姜　優子（建築学科）
■委員：信濃　康博（住居・インテリア学科）

■ワーキングメンバー：
　大庭　知子（建築学科）
　日髙　暢子（住居・インテリア学科）

■建築都市工学部長：小泉　隆

「建築都市工学部 Year Book」創刊について

　九州産業大学では、技術開発の進歩とともに日々変化する社会のニーズに柔軟に対応し、地域社会

に貢献できる技術者を育成するために、2017 年 4 月に理工学領域の工学部と情報科学部を、親和性の

高い学科による学部再編で、従来の２学部８学科から、理工学部、生命科学部、建築都市工学部の３

学部７学科に再編しました。

　建築都市工学部は、建築学科、住居・インテリア学科、都市デザイン工学科の３学科から構成され

ることになり、これまで分野、資格、法律などが縦割りに分割されていた建築、住まい、都市の３領

域を総合的に学ぶ教育や研究等ができる学部が誕生しました。

　それに伴い、従来の工学会機関誌「KonTon」に代わるものとして、この度、建築都市工学会機関誌

として「建築都市工学部 Year Book」を創刊することになりました。

　これまでの「KonTon」では、多様な学科からのトピック的なもので構成されていましたが、「Year 

Book」では、専門分野のまとまりがあることから、学部、学科、研究室、研究サークルなどの一年間の教育・

研究活動や卒業生の進路先など様々な活動を総覧的にまとめることにいたしました。

　高等学校および高校生には、これまでのように大学が一方的にアピールする一側面だけでなく、学部・

学科の全体像や詳細を知ることができます。そこに何か高校生を引きつけるものがあるかも知れませ

ん。在学生にとっては、他学科や学部が何をしているかを知り、学科を超えた活動に発展するかも知

れません。また企業や地域の方々とはこの冊子をきっかけに、なにか新しい繋がりが生まれるなど、

この「Year Book」が多くの点で活用され、学部・学科の発展に役に立てばと思います。

　　　

建築都市工学部長　小泉 隆
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